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「──うおおっ……遅ち刻こく遅刻！」

　晴れ渡る春空の下、アイドル顔負けの甘いマスクに冷ひや汗あせを浮かべる少年が居た。手足の長いスタイリッシュな長身を駆かけさせる彼は、日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ──華はなの一六歳さい。

　本日高校二年生となる慧慈の横で、同様に舗ほ装そうされた道路を蹴け立たてるのは彼の妹、日暮坂得える藻も。今日きよう中学二年生に進級する、花も恥はじらう一三歳の少女は深く溜ため息いきを吐き、猫ねこを思わせる可か憐れんな顔立ちをプルプル引き攣つらせる。

「だ・か・ら・言ったじゃない！　本当に……一学期の始し業ぎよう式しきに遅刻なんて幸さい先さき悪過ぎるよ!?」

　得藻から迸ほとばしる慧慈への怒ど声せい。日暮坂兄妹、うららかな春の日にいきなりのピンチであった。

　艶つややかな長い髪かみを左右で一ひと房ふさずつだけポニーテールにした得藻は、通学鞄かばんでバシバシ兄を叩たたく。細い肩を震わせ──ついでに歳とし不ふ相そう応おうに実った胸も震わせてお怒りの妹いもうと君ぎみに、兄は渋じゆう面めんを向けた。

「……いや、ここまで遅くなった原因は、明らかにお前の攻撃魔法なんだが……」

　慧慈の主張を証しよう明めいするように、彼の纏まとうブレザー型制せい服ふくは未いまだ燻くすぶって煙を上げていた。

　サラリーマンたちが二四時間戦い、学生たちも机き上じようで勉強という死し闘とうを繰り広げる現代日本。──しかし一九八〇、九〇年代に起こった地下迷めい宮きゆう『ダンジョン』の大乱らん立りつにより、この世界は剣と魔ま法ほう、そして魔ま物ものが跋ばつ扈こする半ファンタジーな日常へと変化した。

　その恩おん恵けいを受け、ネット由ゆ来らいの知ち識しきで魔ま術じゆつ師しをやっている得藻……その暴ぼう威いを揶や揄ゆした慧慈に、彼女は柳りゆう眉びを吊つり上げる。

「《ファイアブラスト》を炸さく裂れつさせたのは、お兄にいちゃんがまたエッチなことを考えてたからだよ！　文もん句くがあるならもう一発喰らう!?」

　断だん罪ざいする如ごとく叫ぶ妹から、慧慈はきまり悪げに目を逸そらす。明後日あさつての方へ向けた視線が、偶ぐう然ぜん『それ』を捉とらえた。




　──ありふれた住宅街の街並みを突き破り、天に向かってそびえる巨きよ大だいな塔とう型がた建築物。




　雲にまで届きそうなそれに、慧慈の眉み間けんのしわが深まった。

　あれもまたダンジョンの一つである。それも、慧慈や得藻に酷ひどく関わり深い……。

『ダンジョン』は『魔王』が造りしもの。『魔王』とは遥か地下深くに存在する強大な力の塊かたまり──〝熱き混こん沌とん〟と呼ばれるものにアクセスし、その力を引き出せる人間の能力者のことだという。

　八〇、九〇年代に掛けて大発生した魔王たちは、さらなる力を求めて直接〝熱き混沌〟に接せつ触しよくしようと目論もくろみ、地上から地下へ向け深く深く道を掘っていった。──それこそが『ダンジョン』と呼ばれる建造物群ぐんの正体なのである。

　やがて──魔王たちが競きよう争そう意い識しき、或あるいは〝熱き混沌〟への独どく占せん欲よくから、他の魔王の妨ぼう害がいの為ために生み出した異い形ぎようの生物、『魔ま物もの』が、人の中に紛まぎれた魔ま王おうを炙あぶり出す為ために人類社会をも巻き込んで大暴れし、地上からいくつかの都市が消しよう滅めつするほどの事じ態たいに発展した頃ころに……一人のある魔王が、後に〝最後の魔王〟となる人物が、〝熱き混こん沌とん〟へと辿たどり着いた。

　他の魔王たちよりいくらかマシだった彼は、魔王同士の争いが地上の人々さえ苦しめている件を憂うれいたという。そして己おのれが手にした〝熱き混沌〟の力を用い、他の魔王たちから魔王としての能力を強ごう奪だつ、さらに全ての魔物を自身の配はい下かに置くことで動どう乱らんを治めたのだそうな……。

　その後、その〝最後の魔王〟も何らかの理由で亡くなり……大半の人類にとっては正体不ふ明めいのままのダンジョンと、そこに棲すまい、魔王同士の争いというそうする理由も無くなって、地上にはほぼ出てこなくなった魔物たちのみが残される形になったのだが──




　──その状況に大きな変化が生じたのは、ほんの数日前のこと。




〝最後の魔王〟は、死ぬ前に配下の魔物との間に何人かの子──『魔ま人じん』を儲もうけていた。内うち一人であるスフィンクスの少女ルーラが、新たな魔王を求めて地上へと侵しん出しゆつしてきたのである。

　いくらかの魔物は既すでにそれを克こく服ふくしているというが……魔物は本能的に魔王を求めるという。そして、ルーラは父としての魔王に焦こがれていた。その衝しよう動どうを満たす為の侵しん攻こう──

　八〇、九〇年代の魔王たちは、全員が〝最後の魔王〟によって『ただの人』に戻されていたが……当時未み覚かく醒せいであったり、そもそも生まれていなかったりした魔王能力者たちは、未いまだ地上に相当な数が潜せん在ざいしていると目もくされていた。ルーラと彼女に率ひきいられた一部の魔物たちは、そんな魔王予よ備び軍ぐんを見付け出して自分たちの新しい主にしようと企たくらんでいたのである──が。

（何の因いん果がか、それはうちの両親でした！）

　……その上、魔王となった慧けい慈じと得える藻もの父・栄えい太た郎ろうと母・桜乃さくのは、〝熱き混沌〟にあてられて正しよう気きを失い、自宅を巨きよ大だいな塔とう型がたダンジョン……先さき程ほど見たあれである……と化したり、世界征せい服ふくを目め指ざしてみたり……。

　慧慈と得藻は、そんな中出会った魔物たちの再度の地上侵出を善よしとしない魔物……最強の名を冠かんするアンデッド、『リッチ』のグランディータや戦いの果てに心を通わせたルーラとともに、見事両親の野望を阻そ止ししたのであった──が。

（……父とうさんがダンジョン化させた自宅は、元に戻らずそのまま残っちゃったし──）

　それが三月末に引っ越したばかりの新しん居きよだったから泣けてくる。

（グランディータ……グラさんの話だと、ルーラの兄弟姉妹である魔人が同じようなことを計画するかもしれないってことだし！）

　また巻き込まれるかもしれないと、慧慈は気が気ではない。

「──何よりルーラを止めた時のご褒ほう美び、グラさんのおっぱいを揉もませてもらうって約束がまだ果たされてないし～～～～～～!!」

【注：リッチのグランディータは普段は骸がい骨こつっぽい外見ですが、気き合あいを入れると銀ぎん髪ぱつショートの肉感的な美女へ変へん貌ぼうします。──大変、いいおっぱいをお持ちです】

「天てん下かの往おう来らいでお兄にいちゃんは何叫んでるのっ!?」

　得える藻ものしなやかな肢し体たいが舞い上がり、跳び後ろ回し蹴げりが欲望を叫んだ兄の頭を薙なぎ払った。

　──ところで、今から中学の始し業ぎよう式しきである得藻は、当然学校の制せい服ふくであるセーラー服姿すがたで。

　……割と短いプリーツスカート姿でそんなことをすれば下した着ぎが丸見えであるのだが……天下の往来でそれはいいのだろうか？

　白地に散った桜さくらを思わせる花はな柄がら──実に春らしい現げん役えきＪＣの生パンに周囲の通つう勤きん中の会社員などがこっそり合がつ掌しようしていた。





　朝　か　ら　い　い　も　の　見　せ　て　頂いただ　き　ま　し　た　！






　そんなこんなしつつ走っていた日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹は、それでも何とか自分たちの通う学校に到とう着ちやくする。まだどうにか……遅ち刻こくには到っていないようだった。

「……新しい家が、前の家より学校に近くて助かった……」

「……本当にね」

　春休み中に引っ越したものの、変わらず同じ学校に通えることに兄妹は感かん謝しやする。それくらいにはこの学校には愛あい着ちやくがあったのだ。

　白い、近未来的なデザインの校舎。印いん象しようが鋭えい角かく的になり過ぎないのは、ところどころに中ちゆう世せいのヨーロッパを思わせる意い匠しようが盛り込まれているせいだろう。

　中高一いつ貫かん校『白しろ鐘がね学園』──その名が刻まれている重じゆう厚こうな門もん柱ちゆうの横を駆かけ抜けた地点で、兄妹は険しい声を耳にした。

「こんなギリギリの時間に登校とは……随ずい分ぶんいいご身分ですね、日暮坂慧けい慈じ」

　友好的とはとても言い難い硬い声の主は、白鐘学園高こう等とう部ぶのブレザー型制服を一いち分ぶの隙すきも無く着こなした少女だった。染せん色しよくも脱だつ色しよくもされていない髪かみは、肩に届かぬ長さで切り揃そろえられている。

「おお、風ふう紀き委員長じゃないか。ご機き嫌げん麗うるわしゅう──」

　親愛の笑顔で彼女にハグしようとした慧慈は脛すねを思い切り蹴られた。『弁べん慶けいの泣き所』とも呼こ称しようされる地じ味みに痛い箇か所しよを痛つう打だされ、慧慈は地面をゴロゴロ転がる。

「……日暮坂得藻さん、貴方あなたの兄は高校二年生になってもこの有あり様さまですか？」

「……妹として大変申もうし訳わけなく思います……」

　恐きよう縮しゆくする得藻に、風紀委員長と呼ばれた少女は嘆たん息そくした。

　一いつ見けん理り不ふ尽じんな慧慈の扱いであるが……彼が今までに白鐘学園で『やらかした事例』を聞けば、誰だれもがきっと納なつ得とくするだろう。昨年一年間だけでも──




　──高こう等とう部ぶ入学式の日に起きた、当時の生徒会長（超ちよう美人な女子）への『いきなり求きゆう婚こん事件』。

　──梅つ雨ゆも明けようかという時分に発生した、女子の指定水みず着ぎを白スク水（濡ぬれると透すける）に変えようと謳うたう『濡れ透けスク水署しよ名めい活動』。

　──秋の体育祭において、全女生徒の体たい操そう着ぎをブルマにすり替えた『ブルマ復活祭』。

　──慧けい慈じの所しよ業ぎように耐えかねた女子たちが謀はかって起こし、慧慈を死の淵ふちに叩たたき落とした『毒どく入いりチョコ事件』……。




　他多数。

　この学園における女生徒からの慧慈の認にん識しきは『危険人物』、その一ひと言ことに尽きるのである。

　……困ったことに反論のしようが無い。

「妹さんは優ゆう等とう生せいなのに……スポーツも万ばん能のうで、去年のインターミドルでも全国大会でベスト８でしたか？」

　部活で体操競技をやっている得える藻もの個人戦成せい績せきを挙げ、風ふう紀き委員長はますます嘆なげきの息を深くする。

　彼女に愛想あいそ笑いを向けつつ得藻が冷ひや汗あせだらだらなのは、そんな真ま面じ目め極まりない少女の足あし元もとで慧慈が彼女のスカートの中を覗のぞこうと必死になっているのに気付いたからだ。……本当にこの兄は……転んでもただでは起きない……。

「──まあ、いいです。始し業ぎよう式しきに遅れないよう、急いで下さいね」

　他にも校門前に詰めていた風紀委員や教きよう師しとともに、風紀委員長の少女はその場を後にする。

　閉ざされた門もん扉ぴの前に残された得藻は……ようやく立ち上がった兄に半はん眼がんを向けた。

「……で、見えたの？」

「うん、イメージ通りの純じゆん白ぱくだった！」

　サムズアップした兄のこめかみを、得藻の上段回し蹴げりが吹き飛ばした。




　……桜さくら柄がらのパンツ、本日二度目のご開かい帳ちようである。




　──そうして校門からの道を真まっ直すぐに駆かけた慧慈と得藻は、やがて十じゆう字じ路ろに差し掛かった。この道を右に行けば高等部、左に行けば中ちゆう等とう部ぶの校舎がある。

　つまり兄妹一いつ緒しよの道行きはここまでだ。

「……お兄にいちゃん。お願いだから二年生は大人おとなしく、真面目に過ごしてよ!?」

「俺おれはいつだって真面目に生きてるんだけどな……」

「……そうだったね。お兄ちゃんの真面目と世せ間けんの真面目は大きく隔かく絶ぜつしてるんだったね……」

　妹のお願いに真剣に首を捻ひねる慧慈に、得藻は一学期始業式も始まっていない今から諦あきらめの境きよう地ちに達しようとしていた。

　何はともあれ、背を向け合った兄妹はそのままお互いの学まなび舎やへ走る。慧けい慈じの駆かける道の左右には、満開の桜さくらがその花をこれでもかと誇っていた。

　そんな春特有の幻げん想そう的な風景の中に──




　──その少女は音も無く佇たたずんでいた。




　桜の花はな弁びらがレンズに付いてしまったのか、掛けていたシンプルな形状の眼鏡めがねを外す。その動作だけで、少女は慧慈の胸にすっと滑り込んできた。

　伏し目がちの切れ長の瞳ひとみは何かを愁うれいているように見えて、目が離せない。整った細ほそ面おもてには、触れれば砕くだけてしまいそうな危うさが感じられた。

　ブレザー型の制せい服ふくに包まれた肢し体たいは、黄おう金ごん比ひを描いているかのように非の打ちどころが無い。

　丁てい寧ねいに一本三つ編みにされた髪かみは色が淡く、春の陽よう光こうを浴びて幻想的に空間に溶け込んでいた。

　慧慈が呆ぼう然ぜんとし、立ち止まって声も掛けられぬ間に……その少女は慧慈に気付かぬまま、桜の並なみ木き道みちの先へ進んでいってしまった。その背中を見送り、見えなくなるまでその場から動けずにいた慧慈は、唐とう突とつに来た道を逆ぎやく走そうし始める。
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　十じゆう字じ路ろに戻り、そこから真まっ直すぐに中ちゆう等とう部ぶの方へ。沸わき起こる衝しよう動どうから足をさらに速める。

「──んえ!?」

　その道の先に居た得える藻もは、何な故ぜか激げき走そうしてくる兄に目を丸くして立ち止まる。慧慈はそのまま得藻の前まで来ると、彼女の肩をがっしりと摑つかんだ。




「得藻、俺おれは今──天使を見たぞぉぉおおおおおおおおおおっっ!!」




「何事か知らないけど、ちょっと落ち着けぇぇええええええええええ!!」




　早くも三度目の得藻のパンツは、慧慈の脳のう天てんに打ち落とされた跳び踵かかと落おとしによって晒さらされた──
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　慧けい慈じが出会った〝桜さくらの下の天てん使し〟は、奇くしくも彼と同じ学年、同じクラスの生徒だった。

　白しろ鐘がね学園普通科、二年二組出席番号六番、湖こ城じよう杏あ梨り子す。それが彼女の名前──

　しかも何の因いん果がか、慧慈は一学期最初の席替えで彼女の隣となりの席を勝ち取ったのである。

「これは……運うん命めいに違いない！」

　そう天てん啓けいを受けた慧慈は、杏梨子へ猛もうアピールを開始した。




　朝──

「おはよう、湖城さん！　今日きようはいい天気だね、太陽が君のように輝いてる!!」

「……そう（素そっ気けなく、目め線せんすら慧慈に向けない）」




　昼休み──

「湖城さん、お昼はお弁べん当とう？　それとも学食？　良かったらご一いつ緒しよしない!?」

「図と書しよ委員の集まりがあるから（背中を向け去っていく）」




　放ほう課か後ご──

「湖城さん、今から暇ひま──」

「……（慧慈など見えてもいないような態度で教室を後にする）」




　……そんな感じで四月も後半へ突とつ入にゆうした──




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　昼休みの白しろ鐘がね学園、学食。

　美お味いしいメニューがリーズナブルな価か格かくで豊富に取り揃そろえられているここは、本日も大盛せい況きよう。そこらのファミレスなど問題にならないほど多く用意されている席も、一つ残らず客の生徒たちに腰掛けられていた。

　特に中なか庭にわの景けい観かんを望める窓まど際ぎわの席は、いつも争そう奪だつ戦せんが行われる人気スポットである。

　そこのテーブルの一つを奪だつ取しゆした慧慈は──しかし歯は軋ぎしりしながら頭を抱えていた。

「──何な故ぜだっ、湖城さんが全然振り向いてくれない……!?」

　天を仰あおぎ大げさな仕し草ぐさで悩む慧慈に、対面に座る少年がやれやれと首を横に振る。

　背中に掛かるほど伸ばされた髪かみは、頭とう頂ちよう部ぶやや下の辺りで束たばねられていた。男でポニーテールとはほとんどの者がやればイタいだけだが……目元涼やか、凛りんとした顔立ちの彼がやったなら、実に『若わか侍ざむらい』的雰ふん囲い気きとなって非常に似に合あっている。

　首から上の容よう姿しだけでなく、四し肢しや胴どう体たいも侍的機き敏びんさを感じさせる瘦そう軀く。姿勢良く椅い子すに座る姿すがたでさえ、相当に絵になる。……若じやつ干かん背が低めなのはご愛あい嬌きようだが。

　皆みな守かみ和かず位い。慧けい慈じのクラスメイトであり、高校一年の頃ころもクラスメイト。ついでに言えば中ちゆう等とう部ぶ時代もずっとクラスメイトであり、さらには小学校でもずっとクラスメイトであったという……いわゆる幼おさな馴な染じみの腐くされ縁えんだった。

「折せつ角かく、湖こ城じようさんとランチをご一いつ緒しよ出来ればと確保した席なのに……何で俺おれは和位と二人で飯めしを食うことになってるんだ!?　大体、幼馴染なら可愛かわいい女の子の方が絶対良かった……！」

「ソレは残念だったな。ちなみにオレにはそんな可愛い女の子の幼馴染が居るワケだが。そう、得える藻もちゃんという」

「くそぉお！　うらやましい……!!」

「……何かヘンだとは思わんのか、オマエは？」

　和位の顔にははっきりと呆あきれが浮かんでいた。

「とゆーか──いい加か減げん諦あきらめたらどーだ、慧慈？　半月以上アプローチを続けてこの体ていたらく、見込みナシだと思うぞ？」

「馬ば鹿かな!?　自分で言うのもなんだが、この芸げい能のう人じん顔負けの美形を前にして!?」

「顔はともかく内面が致ち命めい的過ぎるんだ、オマエは。バレンタインのコトを忘れたのか？」

　和位が揶や揄ゆしたのは、例の『毒どく入いりチョコ事件』。読んで字の如ごとく、慧慈抹まつ殺さつを画かく策さくした女生徒たちが彼に毒入りのチョコを贈おくりまくったという出来事である。……それを大喜びで貪むさぼり食った慧慈は、危うく三さん途ずの川を向こう岸まで渡り掛けた。

　あの日のことを思い出した慧慈は、目を細めて微笑を浮かべる。

「小五の頃に死んだ祖じ父いちゃんが、俺をこちらの岸まで蹴けり戻してくれたっけ。……それにしても、俺を殺してでも自分一人で独どく占せんしたいなんて……この学校の女の子たちはヤンデレが多くて困るな☆」

「……オマエ、そのポジティブさをどーにかせんといつかホントに死ぬぞ？」

　和位は幼馴染の親友を宇う宙ちゆう人じんでも見るような目付きで眺ながめた。

「……まー、ソレはソレとしても。あの湖城杏あ梨り子すって女はオマエじゃムリだ。悪いコト言わんからやめとけ」

「何だその言い草!?　自分なら落とせると言わんばかりだな!?」

　和位は慧慈の親友にもかかわらず、本当に女子にモテる。クールな雰ふん囲い気きの美形で、口は少々悪いが面めん倒どう見みが良いのでそれも当然と言えば当然だが……本人はまるで女に興きよう味みが無いようなストイックな態度を貫つらぬいていた。

　だから彼が首を横に振ったのは慧慈も予想の範はん疇ちゆうだったが──その後続けて発せられた言葉は、些いささか想そう定てい外がいのものだったのである。

「オレだろーがオマエだろーが、彼女は関わりを持とうとしないハズだ。湖城杏梨子は『冒険者嫌ぎらい』で有名だからな」

「……何ですと？」

　知り得ていなかった情報に慧けい慈じは目を白黒させる。

『冒険者』──ダンジョンの発生により登場した、そこの探たん索さくを生なり業わいとする者たちだ。慧慈も実はその一員である……アルバイトだが。去年の夏休みや冬休みには、それなりに難なん易い度どが高いとされるダンジョンにも挑いどんでいる。そして、それらの事実を慧慈は特に学校で隠かくしているわけではなかった。

　ちなみに言げん動どうから解わかる通り、和かず位いも慧慈と同じアルバイト冒険者である。

「……ど、どうりで……」

　腑ふに落ちる部分があって、慧慈の顔に納なつ得とくの色が表れる。前に愛剣……自宅の塔とう型がたダンジョンを探索する折、グラから贈おくられた業わざ物もの……を杏あ梨り子すに見られたことがあったのだが、そういえばその時、いつもより鋭い目で睨にらまれた記き憶おくがあったのだ。

「ただでさえ学校中の女子から白い目で見られてるオマエだ。その上相手に『冒険者嫌ぎらい』って要素が加われば……オトすなんてほぼ絶望的だろ？　素直に諦あきらめた方が無ぶ難なんだ」

「ちくしょぉおお、そんなっ!?　湖こ城じようさんには是ぜ非ひ、俺おれがいずれ造るハーレムに入ってほしいと思ってたのに！」

「……あー、うん。オマエやっぱりつれなくされて当然だわ」

　哀かなしみを叫ぶ慧慈へ汚お物ぶつを見るような視線を送り、和位はコーヒーを啜すすった。と──

「……お兄にいちゃん、また何か馬ば鹿かなことをほざいてない？　あ、和位くん、こんにちはー」

　慧慈に対する怒ど気きと和位への親しみが籠こもった声が掛けられる。得える藻もがこちらへと手を振り、歩み寄ってくるのが見えた。和位が軽く手を上げ応こたえ、慧慈がハラハラと涙を零こぼし妹へ訴える。

「聞いてくれ、得藻っ。俺の夢が……ハーレム計画の第一歩が──」

「うん、それはお兄ちゃんにとっては夢でも、世の中の女性にとって悪あく夢むだから。潰つぶれてくれて何よりだよ」

「──俺の味み方かたはこの世に居ないのか!?」

　悲ひ哀あいを咆ほう哮こうする慧慈に「居るわけないじゃん」と内ない心しんツッコミつつ、得藻と和位は互いを見る。

「得藻ちゃんもお昼か？　何なら一いつ緒しよに食う？」

　学食は高こう等とう部ぶと中ちゆう等とう部ぶで共有なので、得藻がここに居るのも不ふ思し議ぎではない。慧慈と和位は既すでにほとんど昼食を食べ終えているが……得藻の分のテーブルスペースも空あけようとする和位に、得藻自身は首を横に振る。

「わたしも今さっき食べ終えたところだよ。それで──あ！　お兄ちゃんも和位くんもご飯はん食べ終わってるんだよね？　じゃあ、ちょっと手伝ってくれない？」

　唐とう突とつな得藻の依頼に、慧慈と和位は首を傾かしげる。

「わたしたち午後から美術の授業なんだけど……中等部の美術の先生、今日きようはお休みで。代わりに高こう等とう部ぶの糺ただすノの森もり先生が受け持つの。それで、何か資料を高等部の美術室まで取りに行かなきゃいけないんだよ。わたし今日きよう、日直だし」

　案内と荷物持ちお願い☆　そう言ってくる得える藻もに、年上の男子二名は暫しばし唸うなった。

「子ね夢むちゃんの授業か……。それは何というか……苦労しそうだな」「全く……」

　糺ノ森子夢は、慧けい慈じたちのクラスの担たん任にんである。だからこそ慧慈も和かず位いも、色々思うところがあった。

　子夢は二六歳さいであるが……身長は一五〇センチ前後の得藻よりも低く、顔立ちも極めて幼おさなげである。その為ため知らない人だと、彼女を中ちゆう等とう部ぶの生徒と勘かん違ちがいするケースがあった。……どころか、学園に迷い込んだ小学生と思われた例もある。

　そんな外見と穏おだやかで滅めつ多たに怒らない気き性しようも相あい俟まって、生徒からの人気が高い教きよう師しであるのだが……担当教きよう科かの美術が絡むと、何というか『鬼おに』となる人だった。

「芸術家肌はだっていうのかな……何か昔から、色んなコンクールで賞を取ってるらしいし」

「……けど、あの人の芸術性は、斬ざん新しん過ぎてオレには理解出来ん……」

　慧慈と和位が並んで遠くを見る。去年、校内の写生大会で実に精せい緻ちな風景画を描いた和位には首を捻ひねり、全ぜん裸らで戯たわむれる女の子たちを脳のう内ない補ほ正せいで描き加えた慧慈は絶ぜつ賛さんした教師だ。その感性は常じよう人じんには付いていき難いかもしれない。

　それを次の授業で炸さく裂れつさせられるだろう得藻に若じやつ干かん憐あわれみの目を向ける高二男子二人に、その当の得藻本人は何ど処こ吹く風で述べた。

「それにね……高等部を一人で歩いてると、男の先せん輩ぱいたちに色々声掛けられるから。和位くんはもちろん、お兄にいちゃんでもボディガードくらいにはなるでしょ？」

「……お前、そんな経験あったのか？」

　慧慈が目をパチクリさせる。確かに兄の贔屓ひいき目めがあるとしても、慧慈も得藻は可愛かわいいと思うし、歳としの割に大きい胸も男を引き付けるには充分過ぎるものなのだろう。……しかしそれであっても、まさか学内でナンパとは……（←自分のことは棚たなに上げています）。

　その話に、和位の眼がん光こうが鋭さを増した。

「──慧慈。得藻ちゃんに同行しよう。ンな輩やから、絶対得藻ちゃんに近付けないように。むしろ、一人残らず斬きり捨てるくらいのつもりで」

　傍かたわらに置いていた中なか身みの入った竹刀しない袋ぶくろを手にして早くも立ち上がる和位に、慧慈は驚きよう嘆たんした顔で漏もらした。

「そんな不ふ純じゆんな行いは許せないって？　和位って本当に男女関係にはお堅いよな？」

　言われた和位は何な故ぜか不自然に固まる。その視線がチラリと得藻を見て──彼女が特に興きよう味みが無さそうにしているのを確かく認にんして小さく溜ため息いきを吐きつつ、慧慈にそっと囁ささやき返した。

「……そーゆーコトにしておいてくれ……」




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　何ど処この学校でも恐らく、美術室は校舎の奥まった方にある。ここ白しろ鐘がね学園も、その例には漏もれなかった。

「……何だか凄すごく解わかり難い所にあるね。わたし一人だったら絶対迷ってたよ」

　呆あきれ半分、感かん嘆たん半分で言う得える藻もに、慧けい慈じと和かず位いもうんうん同意する。

「俺おれたちも、高こう等とう部ぶに入ったばかりの頃ころはここに来るのに結けつ構こう迷ったよなー」

「この学校、無む駄だに校舎はデカいし、敷しき地ちも広いからな……」

　一年前の苦労をフラッシュバックさせつつ、あの角かどを曲がれば美術室という所で──慧慈たちは険しい顔の集団に遭そう遇ぐうした。

「おや？　風ふう紀き委員長じゃないか。ご機き嫌げん麗うるわしゅう──」

　いつかのように笑顔で親愛のハグをしようとした慧慈の鳩尾みぞおちを、風紀委員長がレイピアの柄つか尻じりで突いた。その事実に和位と得藻の顔が険しくなる。

　……別に、慧慈が痛い目に遭あわされたことはどうでもいい（ぶっちゃけ、慧慈の方が一〇〇％悪いからだ）。

　問題は、風紀委員長……どころか彼女に率ひきいられた風紀委員全員が武装していたこと。その数十数名に上る。

　魔ま物ものが地上を席せつ巻けんした事件を今も引きずるこの時代、一いつ般ぱん人じんであっても剣や槍やりで武ぶ装そうしていることはそう珍めずらしくはない……が、流石さすがに中高生という血けつ気き盛んな世せ代だいに、学校内で武ぶ器きを無条件に携けい帯たいさせてくれるほど学校側も甘くはない。

　白鐘学園で武装を許可される生徒は風紀委員のみ。それも何かしらの非常事態時に限られるのである。

　つまり……この状況は『何かが起きている』ことを暗あんに示していた。

「──何が起きている？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな和位の質問に、白い革かわの胸当てを装そう備びした風紀委員長は軽く溜ため息いき。

「その前に逆に訊ききましょう。……貴方あなたたちは何な故ぜこちらへ？」

「ええと……次の授業で使う資料を取りに、美術室まで。糺ただすノの森もり先生に、そう言われました……」

　得藻の事情説明に、風紀委員長はかなり困った表情を浮かべる。

「あの先生は……今け朝さこの近辺で起きた事件を軽く見ているのでしょうか……？」

　訝いぶかしむ得藻たちへ、風紀委員長は嘆たん息そく交じりに説明する。

「今朝早く、この近くで美術部員の生徒が魔物らしき姿すがたを目もく撃げきしました。昨日きのうの部活で忘れた物を取りに来たとのことですが……何にせよ、事実なら放ってはおけません。それの調査を行っている次第です」

「……オイ」

　一いち大だい事じじゃないかと和かず位いが半はん眼がんで呻うめく。

　慧けい慈じや得える藻もはポコポコ倒している魔ま物ものだが──一いつ般ぱん人じんにはやはり脅きよう威い度どは高い。小こ鬼おに型の魔物であるゴブリンなどは、ケンカ慣れした男子高校生なら楽勝だが……それは逆を言えば、ケンカ慣れしていない女子高生なら軽くない怪け我がを負わされる可能性もあるということだ。出現が本当ならばこの周辺を封ふう鎖さし、生徒たちも校内から避ひ難なんさせるべきのはずである……が。

「目もく撃げき者しやが一人でどんな魔物だったのかもはっきりしないようでは、そこまでのことは出来ないですよ。先生たちの間でも、『見み間ま違ちがいだったのでは？』という意見が根強いですし……」

　その対応に納なつ得とく出来ていない顔で述べる風ふう紀き委員長。頭を振って気を取り直すと、得藻に向け諭さとすように告げる。

「そんなわけですから、出来ればここからすぐ離れて下さい。万まん一いちのことがあってはいけませんから──」

「──いや、それくらいなら多分、俺おれたちなら何とかなるから」

　鳩尾みぞおちのダメージから立ち直った慧慈が、起き上がりつつ言う。和位もそれに続いた。

「慧慈も、そしてオレも冒険者だからな。実際に魔物と戦って撃げき破はした経けい験けんもある。ダンジョン内じゃなく地上に出てくる程度の魔物なら……何とかなるだろ」

　強い……即すなわち頭も切れる魔物たちほど、現状迂う闊かつに地上に出てくるリスクを理解している。故ゆえに現在地上に出てくる魔物たちは、あまり頭のよくない……即ち弱い魔物たちが大半だ。

　それを言げん外がいで告げた和位の後に続き、得藻も手を上げる。

「あ、わたしも春休みに経験したから、戦えるよっ。もしかしたらお兄にいちゃんや和位くんよりも強いかも？」

「……え？　……オイ、慧慈。聞いてないぞ、どういうコトだ？」

「……まあ……ちょっと色々あってさ……」

　得藻の主張に問い質ただしてくる親友に、しかし慧慈も曖あい昧まいにごまかすしかない。

（自宅の地下がダンジョンと繫つながってたとか、親が魔ま王おうになったとか……いくら何でも言えないって！）

　そんな慧慈たちに、風紀委員長……そればかりでなく他の風紀委員たちも悩む素そ振ぶりを見せた。

　学内で唯ゆい一いつ武ぶ装そうを許可されているとはいえ、彼らは冒険者ではない。ダンジョンに潜もぐったことも無ければ、魔物との実戦経験も皆かい無むなのだ。そんな彼らが、如い何かに風紀委員の責務だとはいえ魔物が居るかもしれない場所に踏み込むのは……相当な不安があったのだろう。

　そこに現れた慧慈たちその道の『プロ』（アルバイト冒険者なので正確には『セミプロ』だが）。助けを求めたい気持ちが少なからずあるのだろう……が。

「……解わかりました。美術室まで資料を取りに行くのは許可します。それでも、なるべく早くこの場を離れて下さいね？」

　校内という自分たちの縄なわ張ばりで他者に頼るのは、プライドが邪じや魔ましたのだろう。或あるいは、相手が慧けい慈じであったことも要因の一つだろうか？　風ふう紀き委員長はそれだけ言い捨てると踵きびすを返した。他の風紀委員たちもそれに従う。

　釈しやく然ぜんとしない思いのまま、彼女らの背を慧慈たちは見送るしかなかった──




「失礼しまーす……って、お兄にいちゃん待った！」

「ぎゃふ!?」

　美術室……正確にはその隣となりの美術準備室の扉とびらを開いた得える藻もは、咄とつ嗟さに慧慈に目め潰つぶしを放った。一時的に視力を喪そう失しつし床でのたうつ慧慈に、和かず位いは何かを察したのか後ろを向く。

　男子二人を置いて室内に入った得藻は、目の前の大きな段ボール箱にこめかみを揉もみ解ほぐした。

　そこからベージュのストッキングに包まれた脚あしと、お尻しりが突き出ている。お尻は本来であればタイトスカートに隠かくされていたのだろうが……すっかりめくれ上がってレース満まん載さいの下した着ぎまでもが露ろ出しゆつしていた。

　脚がパタパタ動き、ちょっと舌した足たらずな声が響ひびく。

「だ、誰だれかそこに居るのっ？　お願い、助けて～！」

　得藻はそれの腰の辺りを摑つかみ、えいやっと引き抜いた。

「──ぷはぁっ。あ、ありがと～！　覗のぞき込んでたらバランスを崩くずして、戻れなくなっちゃって」

　乱れたフワフワのショートカットを手て櫛ぐしで直し、愛あい嬌きようのある丸顔をにっこりと微笑ほほえませる。

　このドジっ子臭しゆうを漂ただよわせまくった女性こそ慧慈たちの担たん任にん、糺ただすノの森もり子ね夢むその人だった。

　彼女は助けてくれた得藻に礼れいを言い……高こう等とう部ぶ校舎にそぐわない中ちゆう等とう部ぶの制せい服ふく姿すがたに首を傾かしげ──やっと察した様よう子すで手を打つ。

「ああ！　午後から授業を受け持つ中等部の子ね？　資料取りに来てくれたんだ」

「はい、そうですけど──」

「ちょっと待ってね。この段ボール箱の中だから──んきゃあっ!?」

　自分がさっきまで突っ込んでいた段ボール箱を再度覗き込み──再びひっくり返る子夢。得藻は呆あつ気けに取られながらも先さき程ほどと同じ要よう領りようで助け出す。

「ご、ごめんね～。あたしったら同じドジを……」

「それもそうなんですけど……ずっとスカートがまくれっ放しです。流石さすがに直した方が──」

　得藻の指し摘てきに可愛い悲ひ鳴めいを上げ、子夢がタイトスカートの位置を正した。短時間でよく解わかった彼女のキャラクターに得藻も嘆たん息そくする──と。

　──バインッ。
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「は、はぅっ？」

　そんな擬ぎ音おんを上げそうな物体に得える藻もは気け圧おされた。

　着ているというより着られている感じの女性用スーツ、そのブラウスの胸むな元もとのボタンをちぎり飛ばしそうなほど豊かに実った果肉がたゆゆんと揺れている。

　得藻も歳としの割になかなかのものを持っているが……Ｄの領りよう域いきの彼女に対し、子ね夢むのそれは最低でも二段階は上を行く。だのに背せ丈たけは得藻よりやや低いのだから……犯はん罪ざい臭しゆうすら感じさせた。

「見ろ、得藻。あれこそ白しろ鐘がね学園高こう等とう部ぶ二年二組が誇る合法ロリ巨きよ乳にゆうだ──ぶっ!?」

　担たん任にん教きよう師しに大変失しつ礼れいなことを抜かした慧けい慈じへ、得藻の裏うら拳けんが叩たたき込まれた。

「一体いつの間に復活したの？　もっと深めに目を突いた方が良かったかな……？」

「……お前、本ほん気きで俺おれを失明させる気か……!?」

　顔面に迫る凶きよう悪あくなチョキを、慧慈は得藻の手首を摑つかんで押し留める。

　二人の気心の知れた感じに、子夢が疑問符ふを浮かべた。

「……あれ、日ひ暮ぐれ坂ざか君？　何でここに？　彼女と……お知り合い？」

「知り合いどころか、コチラの得藻ちゃんは慧慈の妹だ。オレにとっては幼おさな馴な染じみ」

「え？　ああ、そうなんだっ」

　和かず位いのタメ口を気にすることなく、その説明に手を打ち合わせる子夢。しかし学校では優ゆう等とう生せいで通っている得藻は、眉まゆをひそめ苦く言げんを呈ていした。

「……和かず位いくん。目上の人には敬けい語ごを使わないと駄だ目めだよ？」

　一応目上の人である兄・慧けい慈じの股こ間かんを蹴けり上げつつ言う得える藻もに、けれど当の子ね夢むがパタパタと手を振る。

「いいのいいの。そういう分け隔てなくフレンドリーに接するのがあたしの魅み力りよくだって旦那だんなからも言われてるし♪」

　その台詞せりふに得藻が石化した。

（──旦那!?　結婚してるの、この人!?）

　こんなロリプニッとしてるのに──得藻の驚きを察した様よう子すで和位が語る。

「春休み中に入にゆう籍せきしたんだと。新婚ホヤホヤで……まー、そこはかとなくウゼェ」

「ふふ、妬ねたまない妬まない☆」

　和位の呆あきれ顔さえ何のその、満まん面めんの笑えみで子夢がのろけ出す。

「本当に……大好きな人といつも一いつ緒しよに居られることは幸せなんだよ♥　朝起きると隣となりに彼が居て……その寝顔を眺ながめるのがとっても楽しみなんだ♪　彼ったら少し朝弱いから、あたしの方がいつも先に起きちゃって──」

　──ギリィッと、得藻の後ろで奥歯が嚙かみ締しめられる音がした。

　……慧慈が血けつ涙るいを流している。

「……子夢ちゃん……！先生も、先生もいずれは俺のハーレムに入ってほしかったのに……!!」

「うん、無む理り♪」

　にこやかに子夢に一いつ刀とう両りよう断だんされ、慧慈は撃げき沈ちんした。そんな友に和位は肩をすくめる。

「子夢ちゃん、旦那といつから付き合ってたんだっけ？」

「高校時代から。かれこれ一〇年になるかな」

「オレたちが子夢ちゃんと会ったの、この学校の中ちゆう等とう部ぶに入ってからだろ？　教育実習で来てた時だ。オレたちと出会った時には、既すでに子夢ちゃんは他の男のモノだったんだ。最初からオマエに入り込む余よ地ちなんて無かった。理解しろ、慧慈」

「……俺おれは膜の有無なんて気にしないのに──」

　とつとつと諭さとす和位にとんでもない問題発言を返した慧慈の顎あごを、得藻が飛び膝ひざ蹴げりで砕くだいた。

「……何というか……こんな兄で本当にすみません……！」

「うん、まあ……高こう等とう部ぶの先生はもう皆慣れてるから」

　恐きよう縮しゆくする得藻にそう返答する子夢だが……裏を返せば慣れてしまうほど慧慈が問題を起こしまくっていたということに他ならない。

（家に帰ったら改めてお仕し置おきしよう……）

　心に誓ちかう得藻だった。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「失しつ礼れいしましたー！」

　紆う余よ曲きよく折せつあったものの、無ぶ事じ資料を受け取った慧けい慈じたち。美術準備室を後にして中ちゆう等とう部ぶ校舎を目め指ざし歩き出す。

「……しかし……これ、本当に何に使うんだ？」

「オレには解わからん……」

　両手で抱える段ボール箱に満まん載さいされた謎なぞの彫ちよう像ぞう的オブジェに、慧慈も和かず位いも首を捻ひねった。

　……このわけ解らなさが、高こう等とう部ぶの生徒たちが戸と惑まどう子ね夢むクオリティなのである。

　慧慈たちよりも小振りの箱を抱えた得える藻もは、両サイドのミニポニーテールをピコピコ揺らし、先まで話していた子夢のことを思い返した。

「確かにちょっと変わってるけど……良い先生みたいだね。人気ありそうっ」

「実際に人気あるよ。まー、マスコット的な感じだけど」

「いやいやいや、それだけとは限らないぜ？」

　和位の得藻への返答を覆くつがえすように、慧慈が意味深しんに語る。

「見ただろ、あの小さな身体からだにアンバランスなおっぱいを！　あれで挟んでもらいたいという男は学園内にも多いはずだ!!」

「……お兄にいちゃん、いい加か減げんにしないと焼くよ？　焼き尽くすよ？」

　得藻の瞳ひとみの奥に炎ほのおが揺らめいた。彼女の場合、魔ま法ほうで本当に焼いてくる。

「というかな……もう既き婚こん者しやになった相手に、オマエのソレはどーなんだ、慧慈？」

　本物の馬ば鹿かを見る目で眺ながめてくる和位に、逆に胸さえ張って慧慈は言ってのけた。





「人ひと妻づまを　寝取ってこその　ハーレム王（字余り）」







「下か半はん身しん　新品のまま　よう抜かす」






　川せん柳りゆう的に主張した慧慈を、同じく川柳的に和位が斬きって捨てる。

　チェリーなボーイであることを揶や揄ゆされた慧慈は、廊下の隅すみに体操座ずわりしてさめざめと泣いた。

　そんな兄を尻しり目めに、得藻はきょろきょろと周囲を見回す。

「……ねえ。風ふう紀き委員の人たち……どうなったかな？」

　その言葉に和位の顔が苦にがいものになった。慧慈でさえ気を取り直し、顔を真剣にする。

「本当に魔ま物ものが居るとしたら……相手次第ではヤバいかもな」

「確かく認にんするだけで済ませるなら、キケンは少ないだろーけどな……」

　慧けい慈じも和かず位いも懸け念ねんを示すのは、風ふう紀き委員たちが大人数を揃え、なおかつ武装していたこと。

「単に魔ま物ものが本当に居るかどうかを調べるだけなら、あんな大おお人数を武ぶ装そうさせたりしないよな？」

「ヘタすると魔物を刺し激げきするからな」

　魔物は野生の猛もう獣じゆうとは違う。外見が獣けもの染じみていたとしても、地上に出てくる頭のよくない魔物たちでも、最低限人間の幼よう児じ以上の知性は有していると考えられていた。

「だから、魔物相手の偵てい察さつだったら、普通はもっと少しよう人数で哨しよう戒かいする。人間相手に行うのと同じように。にもかかわらず、あんな大人数を揃そろえたってことは──」

「……風紀委員のヤツら、自分らで魔物を倒す気なんじゃないか？」

　慧慈の抱いた嫌いやな想そう像ぞうを、和位がはっきり口にする。

　それは、魔物との戦せん闘とう経けい験けんを持つこの場の三名からしてみれば、決してお勧め出来る解決策ではなかった。

　魔物が本当に居た場合……それがゴブリンとかスライムとかコボルトとか、そういった『雑ざ魚こモンスター』たちならまだいい。

　もしそれより上の『ホブゴブリン』などであったなら……。

　自宅地下のダンジョンでかつて遭そう遇ぐうした彼らの、プロレスラーもかくやの巨きよ軀くを思い出して、慧慈も得える藻もも渋い顔をする。

　そのようなそこそこ以上に強い魔物は、最も早はや地上には出てこないというのが通説だが……兄妹はそうとは限らない事例を知っていた。

「──仕方ない。ちょっと見に行くか？」

　慧慈の提てい案あんを得藻も和位も拒否しなかった──が。

　……彼らのその判はん断だんはやや遅かったと言える──




「──うわああああああああああああああ!?」

「いやああああああああああああああああ!!」




「!?　行くぞ得藻、和位！」

　突とつ如じよ廊下に響ひびいた悲ひ鳴めい──そして戦闘音。

　慧慈は荷物を放り出し廊下を駆かけた。得藻、和位もそれに続く。

「……けど、ちょっと待て慧慈。オマエ、武ぶ器きは？　得藻ちゃんも──」

「案ずるな、和位！」

　慧慈は制せい服ふくの左の袖そでをまくる。そこから現れる銀色に輝く腕うで輪わ──

「行くぞ、《武装アームド》！」

　途と端たん、慧けい慈じを光が包み……それが晴れた後、ブレザーとスラックスの上に装そう着ちやくされる肩当て、胸当て、腰当て、籠こ手て、膝ひざ当あてからなる部分鎧よろい群。腰にはシンプルな形状の長ちよう剣けんも佩はかれている。

　──説明しよう！　慧慈が自宅のダンジョンを巡る戦いでグラから贈おくられたこの一連の装そう備びは、通常時は腕うで輪わの形態で待たい機きさせておくことが出来るのだ!!

「……便利だけど、明らかに校こう則そく違い反はんだよね、これ……」

　得える藻もの方は首元からペンダントを引っ張り出す。「《着装ドレスアツプ》」と小声で唱となえれば、その身には鳳ほう凰おうを思わせる黒こく金ぎんのローブとつば広三角帽ぼう子し、渦うず巻まく羽はねの如ごとき意い匠しようの杖つえが出現した。

　風ふう紀き委員ではない二人が学内で武ぶ装そうするのは明確に違反行為だが……この際仕方ないと腹を括くくる。

　そんな兄妹の姿すがた……正確には得藻の姿にまばたきも忘れて見入る和かず位い。

「……和位くん？」

「──（ブンブン）や、何でもない……」

　キョトンと得藻に問われ、我に返った風ふうに和位は返事をした。彼女から目を逸そらし、慧慈へと睨にらみ付ける如き視線を向ける。

「……その装備、かなり良い物じゃないか？　ドコで手に入れた、ンなモン？」

「はっはっは。とっても美人でセクシーなお姉ねえ様さまからのプレゼントだ」

「ンな解わかり易やすいウソはいいからホントのコトを言え」

「噓うそじゃありませんよ!?」

　本当に噓じゃないけど、信じてもらえなかった。

　そんなこんなで廊下の角かどを曲がった慧慈は──そこに倒れていた人ひと影かげに目を見張る。

「こ、これは……!?」

「──風紀委員のヤツだな。けど……コレは……？」

　慧慈と同じく疑問符ふを浮かべた和位が、その相手を険しい目で見み詰つめる。

　割と体格のいい少年……纏まとう装備は慧慈と似た部分鎧群なのだが──鋼はがねで出来たそれが壮そう絶ぜつに腐ふ食しよくしていた。

「まるで塩えん酸さんに浸つけた釘くぎみたいだね……」

　得藻が杖の石いし突づきでツンツンつつくと、少年の胸当てがボロッと崩くずれた。

「オイオイ……金きん属ぞく鎧を溶よう解かいするって、かなりマズイだろ？」

　少なくとも『雑ざ魚こモンスター』でこの能力はあり得ない──和位の不安は日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹にとっても同意見だ。

　さらに先から未いまだ響ひびく怒ど号ごうと騒そう音おん。慧慈たちは猶ゆう予よ無しと判はん断だんし直ただちにそちらへ向かう。そこには──

「なっ!?」「わっ!?」「……!?」

　三さん者しや三様に驚きよう愕がくの声を上げさせる『それ』が待っていた。




　──プルンプルンと弾はずむ表面張ちよう力りよくに富むボディ。




　──それでありながら実に柔じゆう軟なんに、様さま々ざまな形状へ変化する……。




　──半透とう明めいのその身は、窓から射さす陽よう光こうを受け煌きらめきを放っていた。




「……スライム？」

「で、でも……大き過ぎない!?」

　量るように言った慧けい慈じに、得える藻もはわたわたと反論した。

　──確かに……デカい。近所でも割と見掛ける普通のスライムが犬いぬ猫ねこ程度の大きさなのに対し、目の前のそれは成せい人じん男性を二、三人まとめて吞のみ込めそうなサイズである。とても同じ魔ま物ものとは思えないが……。

「──いや、スライムにもピンキリがあるから。多分コイツは……それなりにピン」

　和かず位いの説明に慧慈も頷うなずく。

「スライムは、弱い個体は確かに雑ざ魚こ中の雑魚だけど……強い個体になればそれこそドラゴンにも匹ひつ敵てきするって言われてるんだ。中には魔ま法ほうまで使いこなす奴やつも居るらしい」

「魔法って……脳のうも無さそうなのに!?」

　信じられぬ様よう子すの得藻に、慧慈が「あー」と呻うめく。

「得藻、『粘ねん菌きん』は知ってるか？　あれは単たん純じゆんな菌類だけど……増ぞう殖しよくして結けつ構こうな量になると、その内部にかなり高度な情じよう報ほうネットワークを構こう成せいするらしい。あたかも人の脳のニューロンのような。スライムもそれに近い特性を持ってるらしくてさ。ある程度デカくなった個体はその身を高度な情報回かい路ろと化して、なかなか高い知性を獲かく得とくするらしい……」

「……それ、身体からだ全体が脳細さい胞ぼうみたいになるってこと？」

「まあ、そう考えて支し障しようは無いかな？」

　そんな豆まめ知ち識しきを共有し合った日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹は、改めてすぐそこのスライムを見る。

「ほんとにそうなら……あれ、かなり危ないんじゃ!?」

「そだな……」

　得藻に頷きつつ短く返した和位。彼の見る先で──風ふう紀き委員たちが劣れつ勢せいに立たされていた。

「うわぁっ!?」

　風紀委員男子の一人が手にする大たい剣けんが、スライムから伸ばされた触しよく手しゆ状の身体に巻き取られる。焼け焦こげるような音と異い臭しゆうを上げ……それが半なかばから溶かし折られた。

「この！　──ひっ……!?」

　別の方向から女生徒の一人が槍やりを突き込むが──その穂ほ先さきがスライムに刺さった途と端たん、溶けて無くなった。柄えだけの棒ぼう切きれと化した得え物ものに、彼女の口から悲ひ鳴めいが漏もれる。

　十数名居た風ふう紀き委員は、既すでに四分の三が倒れていた。残る面メン子ツも武ぶ器きや防具が破は損そんし、とても戦せん闘とう継けい続ぞくが可能な状態には見えない。

　そんな風紀委員たちに、大型スライムは身体からだから伸ばした触しよく手しゆを鞭むちのようにしならせ──

「やらせるか！」「ああ、もう、面倒めんど臭くせぇ！」

　──そこに慧けい慈じと和かず位いが駆かけ込んだ。

　慧慈の長ちよう剣けんがスライムの触手を弾はじく。宙ちゆうに踊ったそれに和位が鋭い視線を向け──

　和位の持つ竹刀しない袋ぶくろの口くち紐ひもが解ほどかれる。次の瞬しゆん間かん、走る銀ぎん閃せん。スライムの触手が刹せつ那なの間に無数の破は片へんと化し、床に落らつ下かした。

　和位の手に握られる、緩やかな弧こを描く日本刀とう。鞘さや走ばしったそれが、美しき刃は紋もんを誇る如ごとく鍔つばを鳴らした。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「は、はい、ありがとう……」

　問うた慧慈に後ろに居た女生徒は惚ほうけたような声を上げるが……その視線が向いているのは和位の方である。思わず慧慈は悪あく態たいを吐いた。

「何で和位ばっかり!?」

「ンなコトいいから集中しろ、来るぞ！」

　和位が慧慈を怒ど鳴なり付ける。今の攻こう防ぼうで明確に二人を敵と認にん識しきしたらしく、ラージなスライムはプルプル震えてさらなる触手を慧慈と和位へ向けた。仕し草ぐさ自体は見み様ようによっては愛あい嬌きようがなくもないのだが……大きさが大きさの上、今度の触手は先せん端たんが杭くいのように尖とがっている。

　その杭状触手がまさにパイルバンカーの如ごとく撃うち出されようとした瞬間──

「《ファイアァァァァブラストォォオオオオオオッッ》!!」

　得える藻もの咆ほう哮こうが大たい気きを切り裂さいた。彼女が構えた杖つえの先に、赤しやつ光こうで構こう成せいされた幾き何か学がく模も様ようが躍おどる。飽ほう和わした光はやがて渦うず巻まく焰ほむらと化し、火山噴ふん火かの如ごとく飛び出した。

　ダンジョンの出現とともにこの世界に発生した『マナ』と呼ばれるエネルギーがある。それは不ふ可か視し、無む味み無む臭しゆうであり、ガソリンのように車を走らせることも電気のように家か電でん製品を動かすことも出来なかったが……一握りのマナを認識出来る生物の意い志し力りよくに反応し、炎ほのおや稲いな妻ずま等の自然現げん象しように転てん化かしたり、手を触れず物体を動かしたり、そんな『魔ま法ほう』染じみた効果を生じさせることが出来た。

　──否いな、それを体たい系けい化かした技術は本当に『魔法』と呼ばれている。

　得藻はそんな魔法を扱う才さいを持っており──その中でも最も得意としているのが、この直線状の範囲に破は壊かいの炎を炸さく裂れつさせる魔法、《ファイアブラスト》。

　──猛もう火かが一いつ直線に突き進み、ビッグスライムを吹き飛ばした。周囲の陰いん影えいを変えるほどの炎ほのおはスライムの巨きよ軀くすら丸々吞のみ込む。大型粘ねん体たいは炎えん上じようしつつ、ボヨンゴロゴロと廊下の果てへと転がっていった……。

「──良しっ。やったよ！」

「『良しっ』じゃねぇええ！」

　渾こん身しんの火か焰えん魔ま法ほうにガッツポーズする得える藻もに、珍めずらしくも慧けい慈じがツッコんだ。

「な、何よお兄にいちゃん!?　折せつ角かく敵を倒したのに……」

「倒したとしてもお前……場所をわきまえろ！　火事になったらどうするんだ!?」

「……あ」

　慧慈が示した周囲の様よう子すに、得藻がしまったという顔をする。自動車程度なら余よ裕ゆうで粉ふん砕さい可能な爆ばく炎えんは学校の廊下を焼き焦こがし、あちらこちらで火の手を上げさせていた。戦せん闘とう不能になって廊下に伏せていた風ふう紀き委員の中には、真ま上うえを掠かすめていった紅ぐ蓮れんに可哀想かわいそうなほど蒼そう白はくになっている者も居る。

　得藻はぎこちなく視線をさ迷わせ──やがて開き直ったように慧慈に指を突き付けた。

「い、いいんだよっ。魔法の基本は火力なんだから！」

「本当にその大たい艦かん巨きよ砲ほう主義、何とかしろ！」

「…………。あのさ、ちょっといいか、二人とも？」

　ぎゃーぎゃーわーわー言い争う兄妹に、遠えん慮りよがちに和かず位いが声を掛ける。

「あのスライム……まだ生きてるんだが」

「「え？」」

　揃そろって振り返った慧慈と得藻は、ブルルンと震えて巨きよ体たいから火か炎えんを吹き飛ばすスライムを目もく撃げきする。見た感じ……それほどダメージを受けている様よう子すは無い。あの迫はく撃げき砲ほうの如ごとき威い力りよくをまともに喰らったにもかかわらずである。

「噓うそ!?　あのスライム魔法防ぼう御ぎよ力りよく高い!?」

「あ、あれ？　スライムって普通物ぶつ理り防御力が高くて、反はん面めん魔法防御力は低めってのがパターンのはずだけど……？」

　驚きよう愕がくの得藻を庇かばうように前に出つつ、慧慈は違い和わ感かんに首を捻ひねる。

「……まー、そういう個体も居るってコトじゃね？　けど、どーするか……」

　刀を正せい眼がんに構え、和位が唇くちびるをへの字にする。

　先さき程ほど和位は触しよく手しゆ状じようになったスライムの身体からだを切り落としたが、それも実質どれほどのダメージになったのか解わからなかった。ゼリー状のボディは表情が全く読めず、そういう部分も量りづらい。物理攻こう撃げきも魔法攻撃も効きづらいのであれば、どう対たい処しよすべきか？　そう悩む中──

「……くっ……」

「い、委員長っ!?」

　慧慈たちの後ろで風ふう紀き委員たちが騒さわぐ声。肩越しに見れば、少女が一人レイピアを杖つえに立とうとしている。見覚えがある、肩にやや届かぬ長さの髪かみのクールビューティは……風ふう紀き委員長。

「ちょ、風紀委員長、無む理りするな！　ここは俺おれたちが──」

「日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ、貴方あなたには頼りません……！」

　頑かたくなに言って、風紀委員長はレイピアの切きっ先さきをスライムに向けた。そのまま矢のように飛び出す。

　……彼女の性格上、反感を持つ慧慈に助けられるのは我が慢まんならなかったのだろう。しかし──その特とつ攻こうは無む謀ぼうという他なかった。

　レイピアがずぶりとスライムに突き刺さる……が、その刺し突とつが効いたわけではない──

「──え!?　きゃ……!?」

　刺さったレイピアが一いつ切さい動かなくなる。刀とう身しん周辺のスライムの身体からだが、鋼こう鉄てつのように硬化したのだ。反射的にそれを抜こうと四し苦く八はつ苦くする風紀委員長を取り囲む如ごとく、スライムのボディから触しよく手しゆが乱らん舞ぶする──

「──ヤバい、早く手を離せ！」

「え？　──ああっ!?」

　慧慈が風紀委員長を引っ張り戻そうと手を伸ばすが、一いつ瞬しゆん遅い。彼女はスライムの触手に絡め取られてしまった。

「くっ──和かず位い！」「おうっ！」

　慧慈と和位が、スライムを風紀委員長から引き剝はがそうと縦じゆう横おう無む尽じんに剣を振るう。けれど固体と液体の中間のような身体は、切った傍そばからくっついて少女から引き離すことが出来ない。得える藻もも兄たちに続けと魔ま法ほうを放つが、至し近きんに人が居る状況を気にして大だい火かり力よく魔法を叩たたき込めずにいる。炎ほのおの矢を放つ《フレイムアロー》などのちまちました魔法では、スライムの表面すら焦こがせない。

「くっ……は、放しなさい……！」

　もがきながら風紀委員長が苦しげな声を上げる。もがける程度の拘こう束そく力りよくということは、少なくとも絞しめ殺される可能性は低いということであるが……それは何の安心にもならない。

　慧慈たち三人の脳のう裏りに、溶かされた剣や鎧よろいが浮かぶ。このスライムには、人の身体でも容易たやすく溶かせる強きよう酸さん性せいの性質があるはずなのだ。目の前で人間……それも顔見知りの少女が溶かされる光こう景けいなど、見るのは絶対ご免めんである。

「この……放しなさい……放して──あっ!?」

　レイピアを取り落とした風紀委員長が、悲痛な声を上げた。

　彼女の身のあちこちにへばりついたスライムが、じゅぉぉっ……と油が焦げる如き音を上げる。それに合わせ、触れているブレザー型制せい服ふくや革かわ製せいの防具が煙を上げた。

「──くそ、まずいぞ！　早く助けないと……」

「人が骨になる光景なんて見たくねぇ──」

「…………あれ？　ちょっと待って……？」

　焦しよう燥そうに駆かられる慧けい慈じ、和かず位いに対し、やや離れた位置に居た得える藻もが訝いぶかしむ声を漏もらした。

　防具や服は確かに溶けている……が、それに合わせて露あらわになっていく素す肌はだは少女らしいきめの細かいもののまま。爛ただれるどころかシミ一つ出来ていない──

「──え？　あ、や……何ですか、これは!?」

　風ふう紀き委員長も目を丸くする。革かわの胸当てが完全に溶かされ、ブレザーの袖そでも失われるが……傷らしい傷は彼女の身体からだの何ど処こにも出来なかった。

「え？　噓うそ、まさか……このスライム、服とか防具だけ溶かしてる!?」

「──何だとぉぉおおおおおお!?」

　得藻の台詞せりふに、慧慈が物もの凄すごい速さでスマホを取り出した。──が、動どう画が撮さつ影えい開始直前に得藻の杖つえに叩たたき落とされる。流れるような動作で、踏み砕くだかれた。

「俺おれのスマホぉぉおおおお!?　得藻、お前また……なんてことをしてくれたんだ!?」

「お兄にいちゃんこそなんてことをしようとしてたの!?　女の子が脱がされる場面を撮影しようだなんて……最低だよ!?」

「スライムによる女の子の服溶かしなんて、そうそう見られるものじゃないだろ!?　それを前にしたら男は誰だれだって俺と同じ反応をするっ！　見ろ!!」

　慧慈が背後を指差す。そこでは、風紀委員の男子たちも揃そろってスマホを取り出していた。……得藻や風紀委員女子たちの冷たい視線を浴び、ばつが悪そうに彼らはスマホを仕し舞まう。

「こ・の・人・た・ち・は・！　紳しん士し力りよくが全然足りないよっ。和位くんを見習ってよね!!」

　得藻がズビシッと示した先、和位が実に紳士的に風紀委員長から目を逸そらしていた。

「な……何だと……!?」

　慧慈が信じられぬものを見たという顔でわなわな震える──が、はっと何かに気付いた様よう子すで和位の肩に手を置いた。

「和位、お前────ＥＤだったのか？　その歳としで……大変だな」

「──よぉし、慧慈。ちょっと表おもてに出ろ。ぶっ殺してやる」

　とんでもない濡ぬれ衣ぎぬを着せられた和位が猛もう烈れつな殺さつ気きを全身から噴ふき上げた──刹せつ那な。

「──ひゃああんっ!?」

　風紀委員長が悲ひ鳴めいを上げた。普段の落ち着いた様さまからは考えられぬ鼻に掛かった……。何事かと皆の視線が集中する。

「やっ……スカートの中……!?」

　見れば顔を真まっ赤かにした彼女のスカートの中に、スライムが身体の一部をうぞうぞと潜もぐらせていた。どころか、完全に胸当てもブレザーも失った彼女の上じよう半はん身しんまでも、ブラウスの中にまで──

「き……気持ち悪いです……やぁ……ヌルヌルして──あぁっ!?」
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　突とつ然ぜん、風ふう紀き委員長が全身をビクンと跳ねさせる。

「し、下した着ぎの中にまで……!?　ひゃあっ、そこは、だ、駄だ目め、で、す──あぁああああっ!?」

　甲かん高だかい啼なき声を上げ、風紀委員長がビクン、ビクン、と悶もだえた。並行してブラウスやスカートが溶け落ちていき……事じ態たいがこの場の他の人間たちにも明白になっていく。

　風紀委員長の全身を絡め取ったスライムが……その身の一部を彼女のブラやショーツの中にまで入り込ませていた。……否いな、入り込ませただけではなく、その純じゆん白ぱくの布ぬの地じの内で蠢うごめいており……粘ねん液えきで徐じよ々じよに透すけていく下着はやがてことの詳しよう細さいを赤せき裸ら々らに──

　──晒さらす前に、慧けい慈じの視し界かいは闇やみに包まれた。

「──って、何で俺おれの目を塞ふさいでるんだ得える藻もぉぉおおおお!?」

「塞ぐに決まってるでしょうが!!」

　その繊せん手しゆで目め隠かくししてきた妹に慧慈は怒ど声せいを上げるが、より憤いきどおる得藻の怒ど号ごうにそれを砕くだかれる。

「風紀委員女子の先せん輩ぱい方も、絶対男子の目を開かせたら駄目だよ！　こ、これは……何があろうと男子には見せちゃ駄目!!」

　風紀委員男子たちも、風紀委員女子たちに目を塞がれているらしい。果たして風紀委員長に何が起こっているのだろうか？　それを見る術すべは慧慈たち男子には無いが……何やら耳には「あぁー！」とか「いぁああ……！」とかいう風紀委員長の艶なまめかしい声が飛び込んでくる。しかも、それは段々と甘ったるく、熱を帯びていっており──

「……あ、あんなこと……そ、そんなことまで……!?」

「え、得える藻も？　いや、本当に……何が起こっているんだ!?」

　視し界かいが閉ざされているせいで、逆に妄もう想そう力りよくが高まる。慧けい慈じの脳のう裏りに風ふう紀き委員長のあんな痴ち態たいやこんな痴態が浮かんで──

「………………」

　……下か半はん身しんの一部分が元気になってしまった為ため、慧慈はやむなく正せい座ざした。彼には見えないが、風紀委員男子たちも同じように正座している。そして──

「あっ……ああ、あ、あっ────ああぁぁああああああ～～～～～～っっ!!　……あ……」

　切せつ羽ぱ詰つまったように啜すすり泣いた風紀委員長の声が高く高く響ひびいた後──唐とう突とつに途と切ぎれた。……以下、熱っぽい乱れた吐と息いきが断続的に届いて……。

「「「「「──ひ？　ひぇええええっ!?」」」」」

　得藻を始めとした女子たちの困こん惑わくの声。次の瞬しゆん間かん、慧慈たちの視し界かいが開ける──と。

「「「「「──ぎょええええええええ!?」」」」」

　慧慈たちも驚きよう愕がくの声を上げた。

　成せい人じん男性を二、三人、丸々と吞のみ込める……その程度の大きさだったスライム。その時点でもなかなかの大きさだったわけだが──それが今、さらに数倍の大きさに膨ふくれ上がっていた。廊下が濁だく流りゆうの如ごときスライムに埋め尽くされている。

「な、何だこいつ……？　増ぞう殖しよく……巨きよ大だい化かしたのか!?」

　まじまじと見る慧慈の目の端はしに、ぐったりとした半はん裸らの風紀委員長がスライムの波に浚さらわれるのが映ったが……生あい憎にく今は助けに向かうことは出来ない。──慧慈たちの方にもスライムが押し寄せてきたからである。

「「「「「どわわわわっ!?」」」」」

　跳ねるように立ち上がり、回れ右して走り出す慧慈＆風紀委員男子。その後ろ髪がみをスライムの触しよく手しゆが掠かすめた。

　スライムの成長を見て取るなり、速攻で逃げた得藻＆風紀委員女子に置いてけぼりを喰らった形の慧慈たちは、若じやつ干かん逃げ遅れ気ぎ味みだった──とか言っている内に、最さい後こう尾びの風紀委員の男子が粘ねん体たい触手に捕ほ縛ばくされる。

「うわっ!?　……え？　あ、え？　いやぁああああっ!?」

　じゅぅぅ……という音とともに捕つかまった彼の服が溶かされる。あれよあれよという間に、下した着ぎのみになった彼のパンツの中にスライムが入り込んで──

「だ、駄だ目め……お婿むこに行けなくなる……ア────────ッッ!!」

　……最後まで見ていることが出来ず、慧慈は前方へ視線を戻した。

「ヤ……ヤバい……このスライム、男女の区別無しなのか!?」

　自分の背後で次々に風ふう紀き委員男子たちが捕つかまる気け配はいがする。「やだ、やだぁ！」「助けて、誰だれか助けてくれぇ！」「ッア────!!」と、次々届く彼らの断だん末まつ魔まに慧けい慈じは震え上がった。

　──しかも、その度たび慧慈の後ろから伸びるスライムの影が……大きくなっている。それが示す答えに、慧慈は戦せん慄りつを覚えた。

（よく、解わからないが……あのスライム、『ああいうこと』をやることによって成長しているのか？）

　なんとスケベな……と思わなくもないが、実際問題、急速に倒し難くなっていっている事実に慧慈は歯は嚙がみする。

「くそ、どうする？　和かず位い、何かいいアイディアはないかっ？　……和位？」

　そこで慧慈は初めて気付いたが、和位は彼の傍そばに居ない。大だい分ぶ先行する得える藻もたちの方に居た。

「何で和位だけそっち側なんだよぉぉ!?」

「和位くんはあの状況で、自分から目を閉じて耳さえ塞ふさいだ紳しん士しの鑑かがみだもん！　逃げる時は当然わたしたちと一いつ緒しよだよ！」

　非難の声を上げる慧慈へ、和位の手を引く得藻が返す。当の和位は何やら顔を上じよう気きさせて沈ちん黙もくを保っているが……それはともかく──

「──あ？」

　和位に気を取られた慧慈は、自分の足に何かが絡み付いた感かん触しよくに血の気を失った。気が付けば凄すさまじい力で引っ張られ──逆さ吊づりにされる。

　恐る恐る見てみると……巨きよ大だいスライムが無表情でＷｅｌｃｏｍｅしていた。

「うぎゃああああ!?　ヤバい、ヤバい、まさかこいつ……!?」

　慧慈に向かってうぞぞぞぞっ……とスライムの触手が伸びてくる。視し界かいの隅すみで、見るも無む惨ざんな事後状態になっている風紀委員男子たちが見えた。

　──それはまさに、明あ日すの我が身。

「Ｎｏ！　Ｎｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ!!　得藻、和位っ、後ご生しようだから、後生だから助けてくれぃ!!」

「……イヤ、助けろと言われてもな……」

　和位が困った様よう子すで慧慈を、それを捕とらえるスライムを見上げる。

　スライムは、あまりに大きくなり過ぎていた。その大きさに校舎がミシミシ不ふ穏おんな音を立てるほどである。和位の持つ刃は渡わたり二尺しやく七寸すん程度の刀では、流石さすがにもう解体するには心こころ許もと無い。

「……お兄にいちゃんは、少し風紀委員長さんと同じ苦しみを味わうといいと思うよ……」

　にべもなく言う得藻の目は、ひたすら冷たかった。

「そんなこと言わんと救いの手をぎゃああああああああああっ!?」

　必死で叫び、もがく慧慈の尻しりをスライムの触手が撫なでた。

「Ｋｎｏｃｋｉｎｇ　ｏｎ　Ｈｅａｖｅｎｓｄｏｏｒ～～～～～～～!?　やめろぉ、俺おれはまだヴァージン♥　なんだぁぁああああああああああ～～～～～～～～!!」

　日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ、ある意味人生最大の危き機き。このままめくるめく新たな世界の扉とびらをこじ開けられてしまうのか？　……と、思われた時──




　──ヒュンッ！




　空気を鋭く切り裂さく異い音おん。得える藻もたちのさらに向こうから、長くしなる『何か』が伸びる。一いつ瞬しゆん、新あら手てのスライム、その触しよく手しゆかと思った慧慈だが──それは『鞭むち』だった。超高速で舞ったそれは慧慈を拘こう束そくするスライムの触手を切り刻む。啞あ然ぜんとする慧慈の腕に絡むと、彼の細身をスライムから力強く引き離した。

「お、おうっ!?」

　得藻と和かず位いの足あし元もとへ救助された慧慈が目だけ振り向かせると、同じ要よう領りようで風ふう紀き委員男子も救出されていくところだった。

（鞭なんて扱いが難しい武ぶ器きを、ここまで自在に……。風紀委員にも意い外がいな使い手が居たもんだ）

「……？　でも、この鞭捌さばき、何ど処こかで見たような……？」

　慧慈の記き憶おくの底から何かが甦よみがえる……ことは、残念ながらなかった。スライムに捕つかまっているのが残るは風紀委員長一人……となった途と端たん、それだけは奪うばわれて堪たまるかと言わんばかりにゼリーの如ごとき巨きよ軀くが大暴れを始めたのである。

「う、うおっ!?」

　右から左へ振り回されたスライムの触手を、慧慈は廊下を転がり躱かわす。得藻も和位も焦り顔で後こう退たいした。スライム自体が巨きよ大だい化かした分、触手の規き模ぼも凄すごいことになっている。電でん柱ちゆうよりも太いそれは、直ちよく撃げきを受ければ肋ろつ骨こつなど全部まとめてへし折られそうだった。しかも──

「──ちっ、マズイぞ、コレは……！」

　舌した打うちする和位の目は、壁や床に走り始めた亀き裂れつを捉とらえていた。スライムの重量が増え過ぎて、それが暴あばれる衝しよう撃げきに校舎が耐えられなくなりつつある模も様ようで……。

「ちょっとぉ、耐たい震しん強度が足りてないんじゃない!?」

「今時の学校の校舎でそんなことあるわけないだろっ。あのスライムがとんでもなさ過ぎるんだ！」

　転び掛けた得藻を支えてやりながら、慧慈が奥歯を鳴らす。特大スライムが右へ左へ蠢うごめく度たび、校舎全体が地じ震しんのように揺れた。元々消しよう耗もうしていた風紀委員たちなど立っていられないくらいである。下へ手たをすれば本当にこのスライムの動きだけで、校舎が倒とう壊かいし兼ねない。一いつ刻こくも早いこの怪かい物ぶつの撃げき破はが求められる状況だった。

（……けど、どうやって？　物理攻こう撃げきも魔ま法ほうもほとんど効かないような相手に──）

「──お兄にいちゃん、あれは!?　お父とうさんとお母かあさんを倒した……」

　得える藻もが言っているのは、魔ま王おうと化した栄えい太た郎ろうと桜乃さくのを打ち倒した慧けい慈じの切きり札ふだのことだ。奥おう義ぎ──名を《天てん剣けん絶ぜつ刀とう》という。

　グラやルーラ曰いわく、慧慈は『勇ゆう者しや』なのだそうだ。それは、魔王とはまた別種の特とく異い能力者。自身が喰らったダメージをある種のエネルギーとして体内に蓄ちく積せきし、それを任意のタイミングで爆ばく発はつさせ、超ちよう越えつ的な能力を発はつ揮きすることが出来る。

　言ってしまえば『火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢから』。もしくは『格かく闘とうゲームにおける超必ひつ殺さつ技』。

　確かに《天剣絶刀》……勇者の力により感覚と肉体の速度を超加か速そく、それによる超高速斬ざん撃げきを寸すん分ぶん違たがわぬ位置に連ならせることにより、時空間すら切り裂さいて極きよく大だいの空間断だん裂れつを生み出すその技ならば、眼前のスーパースライムをも倒せるかもしれないが──

　慧慈は得藻へ首を横に振った。

「まだ《天剣絶刀》を打てるほど力が溜たまってないんだよ。……仮に溜まってたとしても、この状況では放てない。あれは……威い力りよくが大き過ぎる……」

　慧慈が見るのは、ひび割れていく廊下。《天剣絶刀》は威力が凄せい絶ぜつ過ぎる。空間断裂そのものはそれなりに細かい狙ねらいの調ちよう整せいが利くのだが……余よ波はまでは慧慈も制せい御ぎよし切れない。その余波だけでも、現状の校舎を崩くずすには充分過ぎるのだ。

（父さんと母さんに放った時も現場のダンジョンが崩れ掛かってたけど……あの時はグラさんが魔ま法ほうで支えてくれてたからなぁ……）

　今はそれが無い。スライムを倒せても自分たちが生き埋めでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。──故ゆえに、慧慈の奥義はこの場では使えない……。

　……だが──

「……あのさ、得藻ちゃん。ちょっと頼みがあるんだけど──」

　慧慈と並んでグレータースライムを睨にらんでいた和かず位いが、得藻に改まった声を掛ける。

「《ファイアブラスト》だっけ？　あの魔法、ちょっとオレにぶちかましてくんない？」

「……へ!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない和位の要よう請せいに得藻は瞳ひとみを真まん丸まるにした。

「ちょ、何言ってるの、和位くん!?　自分に攻こう撃げき魔法を撃うってほしいとか……そんなマゾヒストはお兄ちゃんだけで充分だよ!?」

「待て、得藻。俺おれがマゾであることは否定しないが、俺が自分からお前に『俺に向かって魔法を撃ってくれ、激しいやつ』と頼んだことは一度も無い。つまり和位の方が俺より一段階上のマゾであるということだ。一いつ緒しよにするな」

「よぉし、慧慈、表おもてに出ろ。今度こそぶち殺してやる──って、ンなコトやってる場合じゃねえ」

　慧慈の襟えり首くびを摑つかみ掛けた和位だが、ここはぐっと我が慢まんして──気を取り直して得藻に依頼する。

「誤ご解かいされるのイヤだから言っておくけど、オレは決してマゾじゃねーよ。──単に、オレのは慧慈のより少ない充電で済むから、あの魔法一発喰らえば打てそうなんだ」

「……え？」

　意味が吞のみ込めない得える藻もを尻しり目めに、和かず位いが慧けい慈じに目を向ける。

「ま、そんなワケだから、少しの間時間稼かせぎしてくれ、慧慈」

「おいおい、それが人にものを頼む態度──」

「拒きよ否ひしてもいいが、どーもあのスライムは逃のがした獲え物ものであるオマエを改めて襲おそう気満々みたいだぞ？」

「──へ？」

　和位の指し摘てきにぎぎぎっ……と振り返った慧慈は──ゆらゆらと触しよく手しゆを向けてくる山のようなスライムに頰ほおを引き攣つらせる。

「ま、待て、来るな……ぎゃああああああっ!?」

　慧慈に殺さつ到とうするスライムの触手。上から雪崩なだれのように降ってきたかと思えば、下から尻しりに迫る。左右から押し寄せてきたと思えば、死角からケツに忍しのび寄る。連続攻こう撃げきで慧慈の意い識しきを引き付け、その隙すきに肛こう門もん目め掛がけ鋭く重い一いち撃げきを──

「やめろぉおおおおっ！　俺おれの純じゆん潔けつはお前なんかに奪うばわれる為ために守ってきたわけじゃない!!」

　必死に後ろをガードしつつスライムを引き付ける慧慈に微笑し、和位は得藻と向かい合った。

「──さ、頼むよ、得藻ちゃん」

　あっけらかんと言ってくる年上の幼おさな馴な染じみに、得藻は「うーっ」と唸うなって──

「ほ、本当にいいの？　あれ、本当に威い力りよくが高いから、和位くんに酷ひどい怪け我がを負わせちゃうかも……」

　心配そうに見上げてくる年下の幼馴染に微び苦く笑しようし、気にするなとばかりに和位は頷うなずく。

「オレは全然平気だから、思いっ切りやっちゃって。……こういう形でも得藻ちゃんに心配してもらえるとか、むしろ本ほん望もうだしさ」

「──え、何？」

　後半部分がよく聞き取れなかった得藻が首を傾かしげるが、和位はごまかすように笑うだけ。どんと来いと言うように身み構がまえる和位に得藻は溜ため息いきを吐いて──

「……あー、もうっ。信じるよ、和位くん！」

　──朗ろう々ろうと、詠うたい出した。

　吟ぎんじられる詠えい唱しように合わせ、得藻の身体からだから蛍ほたる火びを思わせる燐りん光こうが立ち昇る。それは束たばねられる糸の如ごとく杖つえの先せん端たんへと集しゆう束そくし──幾いく重えもの円で構こう成せいされた幾き何か学がく模も様ようを描き出す。

　その光の円の中に、ちろちろと舌したのような炎ほのおが踊った。

「本当に、信じるからねっ。《ファイアァァブラストォォオオオオ》ッッ!!」

　得える藻もが集めたマナが紅ぐ蓮れんの龍りゆうと化し、和かず位いへ突き進む。そのまま彼に激げき突とつし──勢いが収まることなく、その向こうのマウンテンスライムにまで届いた。

「──あ。やば……!?」

　ポカミスに得藻がおたおたする。慧けい慈じを追い詰めていたスライムは、わずらわしそうな動作で得藻の方へ身体からだの向きを変えた。丸まる太たの如ごとき触しよく手しゆの先せん端たんが槍やりの如く尖とがる──

「きゃああっ!?　……あ、あれ？」

　破は城じよう槌ついのように撃うち出されたそれが──得藻に届くことは無かった。その前へと立ち塞ふさがった和位が、その刀を閃ひらめかせ一つ残らず斬きり飛ばす。

「──得藻ちゃんに手を出して……そんなに死にたいか、ヘドロ？」

　火の点ついた上うわ着ぎを脱ぎ捨てつつ、据すわった目でスライムを睨ねめ付け──和位は刺し突とつの構えを件くだんの魔ま物ものへ向けた。

「──秘剣、発動」

　そう呟つぶやいた和位の感覚が、人間の限界を超えて加か速そくする──




　世界が色を失い、静止した。自分の隣となりで驚きよう嘆たんの表情を浮かべる得藻をチラ見し、和位は愛刀を握り直す。




　時が止まった世界の中で、和位はあまりに巨きよ大だいになったスライムを凝ぎよう視しした。

　その巨体のありとあらゆる部分を、余すことなく。そうやって得た情じよう報ほうを脳のうに叩たたき込み、フル稼か働どうで分ぶん析せき開始──




　……この世の如い何かなるものにも、『絶対的に脆もろい一点』が存在するという──




　そこを正確に突くことが出来れば、どれほど強固なものでも、如何に強大なものでも、僅わずかな力で粉砕され、塵ちり芥あくたへ還かえる──




　勇者の力をもって得た超感覚でその『脆い一点』……『目』を完かん璧ぺきに見切り、神しん速そくの刺突にてそれを貫つらぬくことにより万ばん物ぶつを粉砕する……それこそが慧慈の《天てん剣けん絶ぜつ刀とう》に匹ひつ敵てきする和位の秘ひ剣けん──




「──《光こう風ふう霽せい月げつ》っっ!!」




　……光の中を吹き渡る爽そう風ふう。雨上がりの澄すみ切った空の月──そんな意味の名を付けられた彼の剣技は、慧慈の《天剣絶刀》と比べあまりに静せい謐ひつだった。

　恐らくそれを受けたスライムも、いつ和かず位いがその技を放ったか、認にん識しき出来なかったに違いない。

　けれど、その効果は絶大で──




　──ピキッ……！




　薄はく氷ひようが割れるような音が、辺りに鳴る。

　それは徐じよ々じよに数を増し、やがて大だい合がつ唱しようのようにひびだらけの校舎に鳴り響ひびいて──




　──────────────ッッ!!




　スライムが声無き絶ぜつ叫きようを上げ、爆ばく裂れつ四し散さんした。砕くだけた半はん透とう明めいな肉片がさらに破は裂れつし、より微び細さいな破は片へんへと変へん貌ぼうする。津つ波なみの如ごときだった巨きよ軀くが、瞬またたく間に跡あと形かたも無く崩ほう壊かいしていって……。




　降り注そそぐスライムの残ざん滓しから得える藻もを庇かばいつつ、和位はただクールにその場に佇たたずんでいた──




「……お前、やり過ぎ」

　廊下の端はしで、スライムのなれの果てを全身に浴びた慧けい慈じが嘆たん息そくしていた。ネバネバとする糊のり状物体に制せい服ふくをドロドロにされながら、慧慈はすぐ脇わきに目を遣やる。

　──砕け、崩くずれていくスライムの中から、慧慈が必死になって助け出した少女……意い識しきの無い風ふう紀き委員長。

　彼女に優しげに微笑ほほえんで、慧慈はそっと囁ささやく──

「君が無ぶ事じで、本当に良かった……」

　……純じゆん白ぱくの下した着ぎが透すけまくった風紀委員長のあられもない姿すがたに、慧慈が鼻はな血ぢを出さずにいたのなら大変良いシーンだったのだが──




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「……ふーん♪」

　そんな慧慈たちを、廊下の彼方かなたから見る影があった。

　一ひと言ことで言って──白い。

　ショートカットの髪かみは雪のように白く、肌はだも白はく磁じ。瞳ひとみまで銀に近い灰はい色いろで、身に纏まとう肌に密みつ着ちやくするレオタードの如き衣い装しようも純白。

　まだ三歳さいくらいの、中高一いつ貫かん校こうである白しろ鐘がね学園にはあまりに場違いなその幼よう女じよは、外見の割に聡さとそうな瞳ひとみを細め、にぱっと笑った。

「おかあさんのつくったあれをたおすなんて、ほんとうにすごい」

　純じゆん粋すいな賞しよう賛さんの目で慧けい慈じたちを見る幼よう女じよは、てくてくと彼らの方へ歩み寄ろうとして──

「──ベルちゃんが日ひ暮ぐれ坂ざか君たちと接せつ触しよくするのは、まだ早いかな～。もうちょっと大きくなってからね」

　背後から掛けられた声に、ベルと呼ばれた少女はピタリと止まる。止まったけれど……何ど処こかふて腐くされた顔で後ろに立つその女性を見上げた。

「可愛かわいい顔をそんなに膨ふくらませちゃ駄だ目め。大だい丈じよう夫ぶ、すぐにちゃんと会える機き会かいが来るから」

「……はーい、おかあさん」

　ベルはぎゅっと母と呼んだ女性に抱き付いた。彼女を小こ柄がらな身体からだに不ふ釣つり合いに大きな胸へと抱き寄せた女性は、目を細めて慧慈たちを見る。

「……ルーラちゃんを倒した日暮坂君たちが凄すごいのは予想してたけど……皆みな守かみ君も意い外がいにやるなぁ。それに、あの娘こもね」

　女性の視線が向けられるのは、慧慈、得える藻も、和かず位いのさらに向こう側。腰を抜かした風ふう紀き委員の皆に紛まぎれるようにしていたその少女は、そそくさと鞭むちを仕し舞まってその場から踵きびすを返す。

　淡い色の一本三つ編みが、駆かけ去るその背で揺れていた。

「これは……彼へのお土産みやげ話が増えたかな？」

　そう呟つぶやく女性の唇くちびるは、楽しみで仕方がないというように笑えみの形を描いていた──




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──と、いうことがあったんだ。で、グラさんの意見を訊ききたいんだけど……」

「ふむ……」

　慧慈に問われ、銀ぎん髪ぱつショートのセクシーな美女は顎あごに手を当てた。胸むな元もとが大きく開いた夜や会かい服ふくのスカートから伸びる脚あしを、優ゆう雅がに組み替える。

「──そして、いい機会なのでおっぱい揉もませてくれる約束を果たさせて下さい！」

「《エクスプロージョン》」

　ワキワキと手を伸ばそうとした慧慈を、得藻の爆ばく裂れつ魔ま法ほうが横合いから吹き飛ばす。

「ははは……」

　紅こう茶ちやの入ったカップを運んできた柔らかい印いん象しようの赤あか毛げの娘むすめが、困った様よう子すで苦く笑しようを漏もらした。

　──大だい理り石せきを思わせる石造りの部屋。けれど、その一いつ角かくにはかなり場違いな最さい新しん鋭えいパソコンが設置されている……。

　ここは、慧慈たちの自宅の地下部分……正確にはそこから繫つながったダンジョン内である。あの〝最後の魔ま王おう〟が造ったという、この世界の最さい下か層そうへ通じるこの世で最も深きダンジョン、そのほぼ入口部分だ。

　そしてリッチのグランディータが住んでいる領りよう域いきでもある……。

「……治した方が、いい？」

「放っておいて大だい丈じよう夫ぶだから、ルーラちゃん」

　消し炭ずみ状態の慧けい慈じを指差して問う、金きん髪ぱつ緑りよく眼がんの十代前半の少女──魔ま人じんルーラに、得える藻もは手をパタパタと振った。

　昼休みの大立ち回りを終えた後……あれだけのことがあった為ため、午後の授業は全て中止されたのである。

　和かず位いと別れ、そんな白しろ鐘がね学園から大おお慌あわてで帰き宅たくした慧慈と得藻は、その足でグラの許もとを訪れていたのだ。

　今回の件について、何か情じよう報ほうが無いか確かく認にんする為である。

「まあ、冗じよう談だんは置いておいて……これってまさか、魔人絡みか？　ルーラの兄弟姉妹が……うちの学校で何かやらかそうとしてるとか？」

「……可能性としてはあり得なくはないのう……」

　受じゆ肉にく状態美女モードのグラが、難しそうな顔で言う。

　グラがネットを介かいした魔ま法ほうの師し匠しようである得藻は、尊そん敬けいする師の悩む姿すがたに不安げだ。それを少しでも和らげたかったのだろう、隣となりのルーラに話し掛ける。

「ね、もしルーラちゃんのお兄にいさんやお姉ねえさん、弟さんや妹さんが関わってるとしたら……誰だれだか心当たりはないかな？　例えば……スライムの魔人とかって、居たりする？」

「……流石さすがにスライムの魔人は居ないわ」

　翡ひ翠すい色いろの法ほう衣いの裾すそから尻尾しつぽを揺らし、嘆たん息そく気ぎ味みにルーラが返す。

「……ただ、今行方ゆくえが解わからなくなっている魔人は、何人か居て。その誰かが関わっている可能性は……否定出来ない」

「……うぅ～」

　怖おず怖おず言うルーラに、得藻は頭を抱えた。

「じゃあ、あんなエロスライムがまた現れる可能性があるの？　お兄ちゃんが襲おそわれるのはいいけど……今日きようみたいにまた女の人が襲われるのは嫌いやだよっ」

「俺おれのお尻しりについては心配して頂いただきたい！」

「あたしも……慧慈さんのお尻がそんなことになるのは……困るかな」

　得藻へ訴える慧慈の傍かたわらで、赤あか毛げの娘むすめマリーがぽそり。今は人間と同じ姿すがたに擬ぎ態たいしているが、その正体は美女の上じよう半はん身しんに巨きよ大だいな異い形ぎようの犬の下か半身を持つ魔ま物もの、『スキュラ』である。

「ありがとう、マリー。君の優しい言葉が俺を癒いやしてくれる……」

「あ、あの……」

　手を握り、キラキラの笑顔で囁ささやく慧慈に頰ほおを染めるマリー。そんな二人をやれやれと見つつ、グラが眉まゆ根ねを寄せて切り出した。

「……慧けい慈じ君。今日きよう戦ったそれは、本当にスライムだったのかの？」

「……へ？」

　質問された慧慈は首を捻ひねる。

「……いや、見た目は完全にスライムだったけど？」

「得藻えるもちゃんの魔ま法ほうが全然効かぬ上、男女区別無く凌りよう辱じよくし、それに合わせて巨きよ大だい化かしていくようなスライムなど、わしは知らん。そんな魔ま物ものは存在せぬはずじゃ」

「でも、俺おれたちは遭そう遇ぐうしたんだぞ──って、ああ、そうだ！」

　慧慈は思い出したように懐ふところから小こ瓶びんを取り出した。その中には……蠢うごめくゼリー状の物体。

「……実はそのスライムの一部を持って帰ってたんだ。……って、こいつまだ動いてる!?　和かず位いの秘ひ剣けんを喰らってまだ生きてるのか!?」

「──!?　慧慈君、それ、見せてくれんか!?」

　言われた慧慈は、グラに小瓶ごとスライムの欠片かけらを手渡す。それをしげしげと観察したグラは……驚いたように目を見開いた。

「これは……スライムではないぞ！　それどころか、魔物ですらない！」

「……はい？」

「これは……『ゴーレム』じゃ！」

「……は？　ゴ、ゴーレム!?」

　グラの主張に慧慈は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

『ゴーレム』……それは『魔法によって生み出される人工生命』。土つち塊くれだったり、石だったり……そんな命無き物質に魔法で擬ぎ似じ的な生命を付与して作り出される仮かり初そめの生き物……。

「いや、でもゴーレムって……普通はもっと人形人形した外見じゃないか!?　こんなスライムに……曲がりなりにも生き物にそっくりのやつなんて──」

「……作れぬことはない。一見して普通の生き物と区別が付かぬほど精せい巧こうに模もされた外見のものも、一応存在する。……まあ、作るにはそれ相そう応おうの高い技術力が必要になるが……」

　色々な角度から眺ながめて、やはりこのスライムはゴーレムだと結論付けるグラ。そして、困こん惑わくの表情をますます深くした。

「おかしいのぉ……こんな完成度の高いゴーレム、魔ま人じんの中にも作れる者は居らんはずじゃぞ？　というか、わしでも無理じゃ。一体何ど処この誰だれがこんなものを作ったのか……？」

「噓うそ……先生でも無む理りなの？　ゴーレム作成ってそんなに大きな魔ま力りよくが必要なの？」

　訊きいてくる弟で子し得藻に、グラは首を横に振って否定した。

「魔力の規き模ぼが……というより、ある種のセンスの問題なんじゃよ。絵かい画がや彫ちよう刻こくに近いかの……どれだけ絵の具や紙があろうと、本当に芸術的な絵を描けるとは限るまい？　重要なのは道具ではなく、感性じゃ。ゴーレム作成は、魔力よりもその感性が重要視される……」

　解わかるような解らないような……微び妙みような顔の日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹を前に、グラが頭を搔かく。

「本当に誰だれが作ったものなのかのう……？　──まあ、幸いにも彼奴きやつの魔ま力りよくは感じぬから、そこは安心か──」

「……彼奴？　誰の話だ、グラさん？」

　尋たずねた慧けい慈じに、グラが固まった。ルーラやマリーも同様に石化している。

　少し悩む素そ振ぶりを見せた後……グラは溜ため息いき交じりに告げた。

「……今、一番危険な魔人が行方ゆくえ知れずになっておるのじゃよ。まあ、このゴーレムは其奴そやつ関係ではなさそうじゃと安心しておったところじゃ──」

「──って、ちょっと待て、グラさん！　今何か、物もの凄すごい不ふ穏おんな言葉が聞こえた!!」

　慧慈が猛もう烈れつな勢いでツッコんだ。得える藻ももびっくりした顔でルーラを見る。……ルーラは大変に申もうし訳わけなさそうな表情で、ぽつぽつと語り出した。

「……私たち魔ま人じんの長兄が、今、行方知れずなの。あの人の性格上、絶対何かとんでもないことを企くわだてているはずなんだけど……」

「ルーラちゃんの……お兄にいさん？　え、何の魔人なの？」

「──『ドラゴン』じゃよ」

　グラの告げた答えに、慧慈も得藻も顔色を無くす。

　──かつて、アメリカで一つの都市を一体で消しよう滅めつさせたという最強の魔ま物もの。強きよう靭じんな鱗うろこにて武ぶ装そうされた皮ひ膚ふは如い何かなる攻こう撃げきも弾はじき返し、小さくとも数メートル以上に及ぶ巨きよ体たいからはそれに相そう応おうの怪かい力りきが発はつ揮きされる。その口からは天てん変ぺん地ち異いを模もしたブレスが吐かれ……翼つばさあるトカゲと心無い表現をされることもあるが、実際にはそんな可愛かわいい代しろ物ものではない悪あく夢むの化け身しん──

「……え？　ちょ、ちょっと待った！　〝最後の魔ま王おう〟って……そんなものとの間にも子供が!?　……あ。でも……長兄……？」

　慧慈の訝いぶかしむ声に、グラが説明する。

「〝最後の魔王〟の一番最初の伴はん侶りよ、それがドラゴンだったのじゃよ。……まあ、戦闘形態を主に考えるのであれば、確かにあれを后きさきに……というのは信じられぬかもしれんが──」

「──ああ、そうか。マリーみたいに人間と同じ姿すがたになれるのか？」

「そういうことじゃ。……綺き麗れいな娘むすめじゃったぞ、〝最後の魔王〟の正せい妃ひは。それに、ドラゴンは他の魔物とは出自が違うからのう。それもあるから、彼奴はあれに惹ひかれたのであろうな」

「……はい？」

　他の魔物と出しゆつ自じが違う──それは慧慈も初めて聞くドラゴンに関する情じよう報ほうだった。

「……どういうことだ、グラさん？　魔物って、魔王が作ったものだって──」

「ドラゴンはそこから外れるんじゃよ。あの魔物たちは……〝熱き混沌〟から直接生じるのじゃ」

「──は、はあっ!?」

　予想外の言葉に慧けい慈じが目を剝むく。得える藻ももポカンと口を開けた。

「じゃから、ドラゴンは真の意味で魔王と対等になり得る魔物なのじゃよ。それ故ゆえに、あの娘むすめは〝最後の魔ま王おう〟の配はい下かではなくパートナーとなり得た……」

　思い起こすように語るグラ。在りし日の光こう景けいをその瞳ひとみに映しているようで……得藻も声を掛けづらい。──と、慧慈は何な故ぜか口をへの字に結び、グラを見た。

「なあ……出しゆつ自じが違うってことは……もしかして、例の部分も違うのか？　魔ま物ものは死んでも甦よみがえるっていう……」

　真まっ直すぐに自分を見る慧慈に、グラも真っ直ぐな視線を返す。

　魔物は、死んでも肉体がマナに還かえり……魂たましいは周囲のマナを吸収してやがて肉体を再さい構こう成せいする。そんな不ふ思し議ぎ生物だ。慧慈が今までに殺あやめてきたゴブリンやら何やらも……いずれはそういう風ふうになる。そのことを慧慈はグラから聞いており、その辺りについてはある種の悟さとりを得ていた、そのはずであるが──

「……ドラゴンはその例に漏れる。あれらは一度死ねば……二度と復ふつ活かつ出来んよ」

　はっきり言ったグラに、慧慈が拳こぶしを握り締しめる。

　その姿すがたに──グラはふぅっと息を吐き問い掛けた。

「まるで、ドラゴンを殺したことがあるような感じじゃのう？　なあ、慧慈君？」

「「「──へ？」」」

　それに間の抜けた声を漏もらしたのは、得藻、ルーラ、マリーの三人。

「え？　噓うそ？　お兄にいちゃんが竜りゆう殺ごろし？　ドラゴンスレイヤー？　そんなまさか──」

「──ああ、今のはちょっと意い地じ悪わるじゃったな。済まぬな、慧慈君。わしはとうの昔……初めて君と会った時から気付いておったのじゃよ。じゃから君が勇ゆう者しやであることも、初めから気付いておったんじゃ」

　茶ちや化かそうとした得藻の台詞せりふに被かぶせ、グラが真ま面じ目めな声こわ音ねで言う。

「……あー、そうだったんだ……。恨うらみ言ごとじゃないけど……人が悪いよ、グラさん」

　慧慈が肩をすくめつつ返した。その表情は複雑そうに歪ゆがんでいる……。

「……そうじゃな。わしは知っていて利用しておった。君のその勇者の力……竜を殺すことで手に入れたその力を。──まあ、そんなわしが言ってもあれじゃが……あの竜を殺したことは、気に病やむ必要は無いぞ、慧慈君。あれは……放っておけばダンジョン内ばかりか、地上の人間社会も蹂じゆう躙りんしたはずの魔ま性しようじゃ。誰だれかが手を下す必要はあったのじゃから……」

　グラは遥か下へと目を向ける。〝熱き混こん沌とん〟があるはずのその場所へ──




「……あれは、生まれてくるべきではなかったのじゃよ。この世の全てを憎にくむ、〝深しん淵えん竜りゆう〟──〝アビスドラゴン〟『イスカリオテ』は──」
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　──ピチャンッ……。

「──う……うぅ……？」

「……お、気が付いたか、慧けい慈じ？」

　頰ほおを打った雫しずく……その冷たさに目を開けた慧慈は、自分を覗のぞき込む幼おさな馴な染じみの少年の姿すがたに、一いつ瞬しゆん状況を量りかねた。

　鉢はち金がねを巻き、小こ袖そでに袴はかま、軽けい装そうの具ぐ足そくで身を固めた和かず位い。今の彼は、普段以上に若わか侍ざむらい的な雰ふん囲い気きが強い。……ただ、砂や埃ほこり、汗あせにまみれた現在の様さまからは、爽さわやかな印いん象しようは些いささか薄れている。

（まあ、落おち武む者しやってほどじゃないが──!?）

　そこまで思い、やっと慧慈の頭も現実に追い付いてきた。胸に強きよう烈れつな焦しよう燥そうが湧わき上がって……それに任せて身を起こす──

「──ぐっ？　痛たたっ……!?」

「……あー、まだ無む茶ちやすんな。転落のケガ、治してもらったばっかなんだから……」

　和位の後ろで、修しゆう道どう服ふく姿の女性が頭を下げた。その動きに、胸や肩を守る銀の甲かつ冑ちゆうが澄すんだ音を鳴らす。

　彼女は、今回のダンジョン探索で慧慈たちと同じ班はんに加えられた回復役ヒーラーで、同時に前ぜん衛えいも担になう、いわゆる〝聖騎士パラデイン〟。ちなみに大和やまと撫子なでしこ的外見の文もん句くなしの美人なので、普段の慧慈なら「貴方あなたは命の恩おん人じんです。お礼れいに俺おれが幸せにします、結けつ婚こんして下さい！」程度のことは抜かすところだが……流石さすがに現状では彼にもそんな余よ裕ゆうは無い。

「……マジかよ……」

　頭ず上じようを見上げ、慧慈は呆ぼう然ぜんと漏もらす。

　石造りの、かなり頑がん丈じようそうな構こう造ぞうの地下迷めい宮きゆう……その天てん井じようが無い。今居る階かい層そうのそればかりでなく、その上の階の天井も、そのまた上の階の天井も……相当上の階層に到るまで、ひたすらに広範囲にわたり、迷宮が崩ほう落らくしているのだ。

　慧慈たちの周りにはカンテラ型懐かい中ちゆう電でん灯とう（腰に紐ひもで提さげられ便利なのだ）やら松明たいまつやらが並び、それなりに明るいが……上に行くほど暗くら闇やみに覆おおわれ、状況が見え難くなる。少なくとも慧慈には、ダンジョンの崩ほう壊かいの果てが目に出来ない。彼は傍かたわらの幼馴染に怖こわ々ごわ尋たずねる。

「和位……俺たち、どれくらい落ちてきたんだ？」

「……解わからん」

　吐き捨てるように返した和位は、奥歯を嚙かみ締しめていた。

「この中で一番目がいい……暗あん視しにも長たけるアンリでも見えんほどらしい。クソッ……」

　足あし元もとの石……恐らくは崩くずれたダンジョンの一部を蹴ける和位の向こうで、忍しのび装しよう束ぞくを思わせる衣い装しようの人物が直ちよく上じようを睨にらんでいた。頭ず巾きんで顔立ちも解らず、年ねん齢れい性別も不ふし詳ようの人物だが……アンリなる彼（？）がダンジョン探たん索さくにおいて優れた技術を持っているのは、慧慈も短い……今回の探索で初めて一いつ緒しよになった……付き合いの中で良く理解している。

「……とりあえず現状を確かく認にんしたい。本日……七月二六日。ダンジョン探たん索さくのアルバイトに参加した俺おれ、日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じは、同行の仲間たちと共に途と中ちゆうまでは順調にそれを進めていた……。──が、一三時半頃ごろ、足あし元もとの床が突とつ如じよ崩ほう壊かい。そのまま下へ下へ……ダンジョンのかなり下層まで落らつ下かして現在に到る。その認にん識しきで……ＯＫ？」

「ＯＫ。気き絶ぜつしてた割に完かん璧ぺきだぜ、慧慈」

　サムズアップして褒ほめてくる和かず位い。しかし慧慈は全く嬉うれしく感じなかった。

　高校一年、夏休み。それを利用して初めて本格的に参加したダンジョン探索のアルバイト……まさか、そこでこんなトラブルに見み舞まわれるとは……。

「……これ、バイト代どうなるんだろうか……？」

「ンなコトより、無ぶ事じに帰れるかを心配しろ」

　おニューだった革かわ鎧よろいがズタボロ状態なのを嘆なげきつつ言う慧慈に、和位が呆あきれたように述べる。

　今回のアルバイト、本来ならダンジョンの浅い階かい層そうを巡回する予定のものだった。故ゆえに、経けい験けんの浅い冒険初しよ心しん者しやたちでも滞とどこおりなく進められるはずであったのだが……最も早はやそれは過去の話となっている。

「……『ダンジョンは、深部に潜もぐるほど強力な魔ま物ものが巣す食くうようになる』──か……」

　アルバイトの事前説明会で聞いた話を、慧慈は確かめるように口に出す。今居るここ──恐るべき深部と考えられるこの場所には、果たしてどんな魔物が存在しているのか……？

「ああ、くそ、落らつ下かする時は小こ鳥とりさんの縞しまパンが見えてハッピーだったのに！」

　慧慈の嘆きに、小鳥という名の聖騎士パラデインがバッと修しゆう道どう服ふくのスカートを押さえた。真まっ赤かになって慧慈を睨にらみ付ける彼女へ、和位は申もうし訳わけなさそうに頭を下げる。

「折せつ角かく治してもらったのに……このバカが恩おんを仇あだで返すようなマネをしてすみません」

「何を言う和位!?　俺はこれ以上無いほど小鳥さんに恩おん義ぎを感じているぞ！　治ち療りようして頂いただいたばかりかパンツまで見せて頂いて……特に白と青の縞々パンツは、年上の小鳥さんがあんなにも可愛かわいらしい下した着ぎを着けているというギャップがまさに萌もえっ。この対価として俺は己おのれの童どう貞ていさえも捧ささげたいくらいで──」

　熱ねつ弁べんを振るう慧慈の顔面へと、小鳥が電でん光こう石せつ火かの速さで取り出した鎖くさ付りつきのトゲトゲ鉄てつ球きゆう──俗ぞくに『モーニングスター』と呼ばれる超ちよう鈍どん器きがめり込んだ。

　そのままぶっ倒れた慧慈は、今度は回復してもらえない……と。

「……何をしていらっしゃるのですか、皆さん？」

　慧慈たちに困こん惑わく気ぎ味みな声が掛けられる。

　崩くずれたダンジョンの瓦が礫れきを乗り越え、慧慈や和位と同年代に見える少女たちが現れた。その声を聞いた途と端たん、慧慈が頭部からの流血もものともせず立ち上がる。

「おお、帆夏ほのかに架夏かすか！　何ど処こに行っていたんだ？　姿すがたが見えなくて心配したぞ──」

　響ひびく銃じゆう声せい。マズルフラッシュも激しく飛び出した威い嚇かく射しや撃げきに、慧慈は手て近ぢかな瓦礫の陰へと避ひ難なんする。

「……ちょっと周りの偵てい察さつに行っていただけです。それよりも──舐なめるようないやらしい視線で見ないで下さいな。蜂はちの巣すにしますよ？」

「いや……見るなと言われても、なあ？」

　両手に銃剣バヨネツト付き拳けん銃じゆうを握った帆夏ほのかなる少女に唸うなられながらも、慧けい慈じはだらしない笑顔で和かず位いに同意を求める。和位は肩をすくめただけだったが……その視線を帆夏たちの方へは向けない。

　帆夏の方はひらひらフリルやショールが付いた踊り子風ふう、その一歩後ろに立つ架夏かすかなる少女はトップスがさらし、ボトムが褌ふんどし風ふうの和テイストという差はあるが──彼女らが纏まとう装そう備びは、あの超有名な男の夢のファンタジー、詰まるところの『ビキニアーマー』だった。

「……恥はずかしいなら、最初から着なきゃいいだろーが」

　和位のもっともなツッコミに、帆夏がさめざめと泣く。

「違うのです、これは……架夏に騙だまされて……」

「だ～いじょ～ぶぃ！　ほのっち、とっても似に合あってるぜぃｗｗｗ」

　ほくそ笑えんだ架夏に、帆夏が躊ちゆう躇ちよなく二に挺ちよう拳銃の引き鉄がねを引いた──が、カンラカラカラと音も高く笑って、架夏はひょいひょいと銃じゆう弾だんを避ける。

　……ところで、その拍ひよう子しに帆夏は慧慈や和位に背を向けることになっているのだが……それで見えた彼女のボトムアーマーのお尻しり部分、Ｔバックであった。和位が慌あわてて目元を覆おおい、慧慈が鼻はな血ぢと、ついでにモーニングスターで割られた額ひたいからも鮮せん血けつを噴ふき上げる。

　ちなみに、今もじゃれ合い（？）を繰り広げる帆夏と架夏、秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうもしなやかな肢し体たいの方もとてもよく似ており、『瓜うり二つ』の表現が相応ふさわしい。それもそのはずで一いち卵らん性せいの双ふた子ごなのだそうな。衣い装しよう以外の見分ける方法は帆夏が右、架夏が左のサイドポニーテールである点。……そこが無くとも、お嬢じよう様さま風ふうの帆夏にちゃらんぽらんな架夏という具合で、言げん動どうを見聞きしていれば大体解わかるのだが。

　そんなカオスな一同の様よう子すに、一番年上（と言っても慧慈より三歳さい上なだけらしいが）の小こ鳥とりが嘆たん息そく交じりに手を叩たたく。

　一応このパーティのリーダー、ただ一人のアルバイトではない冒険者たる小鳥の呼び掛けに、慧慈たちも顔を引き締しめた。

「……とにかく、この現状を打だ破はしなければなりませんのね……」

　帆夏が己おのれの身を搔かき抱くようにして言う。

　本来予定されていた探たん索さくルートを大きく外れ、ダンジョンのかなりの深部……危険極まりないと思われる階かい層そうまで到とう達たつしてしまった。メンバーの中でプロの冒険者は小鳥一人。残りは多少の経けい験けんの差はあれど、全員アルバイト冒険者。ダンジョンの上じよう層そう部ぶ……ひいては地上まで、何とかして帰らなければ……命すら危ういと予想に難くない。

「……つっても、落ちてきたルートを登るのは無む理りっしょ？　別の道を通って戻るのも、かなり骨が折れそうだぜぃ？」

　大おお仰ぎように溜ため息いきを吐く双ふた子ごの姉妹、架夏かすかを帆夏ほのかは鋭く睨にらみ付ける。その肩が微かすかに震えているのは……帆夏も本心では泣きそうなほどの不安を感じているからだろう。

「──大だい丈じよう夫ぶ。君のことは俺おれが守る。だから良ければメアドの交換を……」

「うみぃやぁぁああああああああああっ!?」

　帆夏の剝むき出しの肩を抱き、囁ささやいた慧けい慈じに、当の彼女は鳥とり肌はだを立てて銃じゆう剣けんで斬きり掛かった。

「……今のは明らかにオマエが悪い。明白にセクハラだ」

　また傷が増えた親友を呆あきれ気ぎ味みに見下ろす和かず位い──と、仰あお向むけの慧慈がふと真剣な目で真ま上うえを見み詰つめているのに気が付く。

「……どーした？　オマエがそういう顔をしてると、いつもロクなコトがないんだが？」

「酷ひどい言い草だな……って、ああ、ちょっと気になっただけだ。何でダンジョンが突とつ然ぜん崩ほう落らくしたのかなって」

「そーだな……まさかダンジョンを崩落させるほどヤバい魔ま物ものが居るとかじゃないだろーな？」

　慧慈の疑念に、和位が心しん底そこ嫌いやそうに頭ず上じようを見上げる。

　──この時点では、まだ慧慈たちは知らない。基本的に魔物には、ダンジョンを破は壊かいすることなど出来ないと。魔ま王おうに絶対服ふく従じゆうの因いん子しを持ち、魔王はもちろん、それと繫つながりが深いものにも一いつ切さい傷を付けられないように設定されている魔物たちには、魔王にしか造れない、当然魔王との繫がりが深いものの一つに数えられるダンジョンも、破は損そんさせることは出来はしないのだという事実を。




　……そして、その点において唯一例外となる魔物の存在も──




　…………………………ッッ……！




「……ん？　──おおっ!?」

「な？　何だ──」




　────────────────────ッッ!!




　──唐とう突とつに、慧慈と和位の視し界かいが揺れた。

　……地じ震しん？　否いな、音が──突とつ如じよ鳴り響ひびいた轟ごう音おんが慧慈たちの脳のうを、全身を揺さぶったのだ。

「今の──何です!?」

「こ、声……？　咆ほう哮こうだったみたいだぜぃ──」

　膝ひざを突いた帆夏ほのかと架夏かすかが冷ひや汗あせを全身に滲にじませる。

　音の出で所どころ……真ま上うえに広がる崩ほう壊かいしたダンジョンを慧けい慈じたちは凝ぎよう視しした。闇やみが濃く、見通すのが難しいが──

「……あ……」

「……来る……！」

　小こ鳥とりが、アンリが小さく告げると同時、慧慈たち他の面メン子ツの目にも映った。いくつもの、血の如ごとく赤い光が──




　──それは、『その存在』のあちこちから噴ふん出しゆつする炎ほのおだった。




　その身をくまなく覆おおう暗色の鱗うろこ……その隙すき間まから漏もれ出る、あまりにも血の色に似た、自然界かいには存在しえぬ焰ほむら……その灯ともし火びで闇やみを裂さき、『それ』はのそりと己おのれの姿すがたを慧慈たちへと晒さらす。




　──頭にはねじくれた角つのがあった。




　三角形の攻こう撃げき的な頭部には溶岩の如ごとく輝く眼めが四つ。長く切れ込んだ顎あごからは不ふ揃ぞろいで、それでありながら凄せい絶ぜつに鋭いことは共通する牙きばが数え切れぬほど覗のぞく。

　三〇メートルには達するはずの巨きよ軀くは、超ちよう古こ代だいに生きたという恐きよう竜りゆうたちに似て。その背中より伸びる三対ついの被ひ膜まくの翼つばさは、僅わずかに振るわれただけで周辺の大たい気きを打ち砕くだいた。

　……慧慈がその場にへたり込まなかったのは、この場に居る六名の半数以上が女性で、ひとえに彼女たちへ情なさけない姿を見せたくないと、そう感じた男としての矜きよう持じゆえである。

（とはいえ──この場面でその矜持を貫つらぬけるのは、男として誇っていいんじゃないかな!?）

　慧慈が胸きよう中ちゆうでうそぶいたのは、もうほとんどやけくそだったからか？

　出現したその魔ま物ものを、慧慈は初めて見た。だが、それでも『それ』の名を間違うはずは無い。




　──『ドラゴン』。ドラゴン。ドラゴン！




　……かつてアメリカで、一体で都市一つを壊かい滅めつさせた逸いつ話わもある最強魔ま獣じゆう。

〝百ひやく手ての巨きよ人じん〟と異い名みようを取る無数の腕と目を持つ巨人、『ヘカトンケイル』や、〝地じ獄ごくの番犬〟と称される三つ首＋蛇じや頭とうの尾おを持つ妖よう獣じゆう『ケルベロス』……超強力な魔物として名高いそれらでも、一〇体以上揃そろってさえ勝ち目が無いと言われる暴ぼう虐ぎやくの化け身しん……。

　そのどこまでも凶きよう悪あくな威い容ようから、慧慈たちは目を逸そらすことが出来なくて──

　──〝騎士の極星ナイト・オブ・ポラリス〟鏡かがみ野の小こ鳥とり。




　──〝奇面フアニーフエイス〟アンリ。




　──〝舞踏銃姫プリマガンナー〟高たか科しな帆夏ほのか。




　──〝陰陽獣姫ソウルテイマー〟高科架夏かすか。




　──〝清廉なる剣聖サムライハート〟皆みな守かみ和かず位い。




　そして──〝天衣無縫オーバーロード〟日ひ暮ぐれ坂ざか慧けい慈じ。




　……後に冒険者として勇名を馳はせる若き六人の、これは物語に記されない、最初の一ページ目の死し闘とう──
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　慧慈いわく、そのドラゴン──今の今まで名前すら知らなかった〝深淵竜アビスドラゴン〟イスカリオテとの激げき闘とうの内容は、詳しくは憶おぼえていないという……。

「……つーか、あまりに過か酷こくで……いちいち記き憶おくしてる余よ裕ゆうも無かったっていうか。何にせよ、我に返った時には……満まん身しん創そう痍いの他の仲間に見守られる中、あの化ばけ物もの竜りゆうの頭に、和位と一いつ緒しよに剣を突き立ててたんだよなー……」

　すっかり冷めてしまった紅こう茶ちやを飲み干し、慧慈が回かい想そうを終えた。

　その彼を、共に応おう接せつセットのテーブルを囲んだ四名の女性が神しん妙みように見み詰つめている。

　一人はこの場所──日暮坂家の地下に広がるダンジョン……その一角に設けられた、最さい新しん鋭えいのパソコンを擁ようする書しよ斎さい風ふうの部屋の主あるじ、最強アンデッド、『リッチ』のグランディータ。

　今は受じゆ肉にくし、銀ぎん髪ぱつショート、夜や会かい服ふく姿すがたのセクシー美女モードのそのグラの横で、ソファーから身を乗り出すようにして慧慈の話に聞き入っていたのは、金きん髪ぱつ緑りよく眼がんの小こ柄がらで細ほそ身みな少女。

　外見年ねん齢れい一二歳さいくらいの彼女は、〝最後の魔ま王おう〟の娘むすめたる『スフィンクス』、ルーラ。

　慧慈に対して色々思うところがある彼女だが（様さま々ざまなセクハラをされたせいである）、この中でも特に年若い容よう姿し相そう応おうに、胸躍おどる冒険譚たんには興きよう味みが尽きないらしい。人に近い姿に変へん化げした今も金きん髪ぱつから覗のぞく獣けもの耳みみ、翡ひ翠すい色いろの法ほう衣いから覗く獣尻尾しつぽが興こう奮ふん気ぎ味みにピコピコ揺れている。

　そんなルーラを微笑ほほえましそうに見、慧けい慈じのカップに紅こう茶ちやのお代わりを注ついだのはマリー。赤あか毛げのロングウェーブがなかなか肉感的なボディラインを流れ落ち、柔らかな顔立ちからはお淑しとやかな印いん象しようを受けるが──彼女も魔ま物もの、下か半はん身しんが複数の巨きよ大だいな犬で構こう成せいされた『スキュラ』が真の姿すがただ。

　その三名の魔物の女性陣じんとは異なり、この場で唯ゆい一いつの人間の女の子──慧けい慈じの妹、日ひ暮ぐれ坂ざか得える藻もは、ツーサイドアップの髪かみを軽く振り、その反動で一三歳さい中ちゆう二にの年ねん齢れいにそぐわないＤの巨きよ乳にゆうさえも弾はずませて……兄に憐みの籠こもった視線を向ける。





「──そういう夢を見たんだね、お兄にいちゃん」






　──あまりと言えばあまりの得藻の感想に、慧慈ばかりかグラ、ルーラ、マリーもずっこけた。

「得藻ぉぉ!?　いくら何でもその反応は酷ひどいぞ!!」

　流石さすがに慧慈もテーブルをバンバン叩たたき、得藻に抗こう議ぎする。しかし、そんな兄へ妹は胡散うさん臭くさそうな目を向けた。

「だってぇ……お兄ちゃんが〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟？　全然柄がらじゃないんだもん」

　呆あきれ気ぎ味みに細い肩をすくめる得藻。

「〝竜殺し〟って……まさに『勇ゆう者しやの代だい名めい詞し』でしょ？　お兄ちゃん程度がそれを名乗るなんて、本当におこがましいよ？」

「勇者だからっ。俺おれ、これでも一応『勇者』だから！」

　慧慈が必死で訴える。

　慧慈の名めい誉よの為ために補ほ足そくしておくと、確かに彼は『勇者』である。『魔ま王おう』が〝熱き混こん沌とん〟から力を引き出せる特とく異い能力者であるように、『勇者』も自らが受けたダメージをエネルギーとして体内に溜ため込み、それを任意で引き出して使える能力者のことだ。慧慈は確かにその『能力者としての勇者』の資質を有している。

「……まあ、生まれつきじゃないことは確かだけど……」

「──イスカリオテを倒して身に付けたのじゃろう？」

　グラの確かく認にんに慧慈はコクリと頷うなずく。

「竜りゆうの血を浴びて……っていうのは北ほく欧おう神しん話わのジークフリートが有名だけど。あの竜を倒して、その返り血を浴びて以い降こう、俺や和かず位いに今までは無かった力が宿ったのは確かだよ」

　前述の超必ひつ殺さつ技ゲージ（グラ談だん）ばかりでなく、ジークフリートほどではないが、慧慈も和位も肉体の耐たい久きゆう度ど、及び自己治ち癒ゆ力りよくが格段に向上したのは自覚していた。

「ジークフリートの逸いつ話わではないが……ドラゴンを倒すことでそういう特とく異い能力、『勇者としての力』を身に付ける例はあるのじゃよ。言った通り、ドラゴンは〝熱き混こん沌とん〟から直接生ずる。つまり、それ自体が『分離した〝熱き混沌〟の一部』と呼べるわけじゃ。その血液を浴びるなどして肉体に取り込めば……まあ、魔ま王おうに匹ひつ敵てきするような力を得ない方がおかしいじゃろう？」

　即すなわち、慧けい慈じや和かず位いの力の根こん幹かんはそこにあるわけだ。

「ちなみに、竜りゆうの血を取り込んだところで、資質の無い者では力は得られぬぞ。竜の血の秘ひめるエネルギーに負けて死ぬだけじゃ」

「………………ぅえっ!?」

　もしかしたら、物語開始前にうっかり死んでいたかもしれない主しゆ人じん公こう、慧慈だった。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「──ま、ともかくじゃ。あのイスカリオテを殺あやめたことに関しては、慧慈君が気に病やむことは無いぞ。あの竜は、慧慈君たちが遭そう遇ぐうした時点で千以上の魔ま物ものを虐ぎやく殺さつしておったからのう。あれを殺してくれたことを、むしろわしら地下の魔物は感かん謝しやしておる」

　グラが言うには、魔物は死んでもいずれは甦よみがえる不ふ思し議ぎ生物だが……ドラゴンに殺された場合においてはその限りではないのだという。

「〝熱き混沌〟より直じかに生まれるが故ゆえ、ドラゴンには他の魔物には無い特とく殊しゆな力がある。その内の一つに、『対たい象しようの魂たましいを直接傷付ける』というものがあってのう。ほら、よく言うじゃろ？　『竜の咆ほう哮こうは聴きいた者の魂を砕くだく』と。それはその能力ゆえのことなんじゃ」

　そして、魂自体に深い傷を負えば、如い何かに魔物と言えど復活は覚おぼ束つかない。故にドラゴンは魔物たちの『天てん敵てき』とも言えるのだ。

「その上、イスカリオテは八〇、九〇年代の魔王たちが思うままに力を吸い出し──その代わりに彼らの欲望、悪あく想そう念ねんを叩たたき込まれまくった〝熱き混沌〟より生まれた竜じゃったからのう……。その性さがは邪じや悪あく。この世の生きとし生けるものをことごとく憎にくみ、滅ほろぼそうとする存在じゃった。あれの誕たん生じようの結果、この地下のダンジョン世界がどれほどの脅きよう威いに見み舞まわれたかは……思い出すだけで背せ筋すじが冷えるわい」

　ぶるりと震えて、グラは温あたたかい紅こう茶ちやを啜すする。最強アンデッドのグラをしてそう言わしめる彼かの〝深淵竜アビスドラゴン〟の脅威、推おして知るべし。

「……さらに言えば、ドラゴンは魔王に作られたわけじゃないから、ダンジョンを破壊出来るの。イスカリオテが壊こわしたダンジョンの総面積も、恐ろしい範囲に及ぶわ。死んでいなかったら……多くの魔物が住処すみかを失っていたかも……」

　ルーラもしみじみと語る。……彼女にとって、今居るこのダンジョンは父が遺のこした物。それが壊こわされずに済んで、ほっとした部分もあったのかもしれない。

　その時、マリーがふと思い出した様よう子すで口を開いた。

「そういえば……そのイスカリオテにはほとんどの魔ま人じん様たちでも対たい抗こう出来なかったと聞いているけど──確か唯ゆい一いつ対抗出来たのがエンデュミオン様なんですよね？」

　訊きかれて、グラが紅こう茶ちやを吹いた。ルーラも激しく咳せき込む。慧慈と得える藻もは『エンデュミオン』という聞き覚えの無い名に顔を見合わせる。

「……エンデュミオン？　誰だれなんだ、グラさん？」

「……先さき程ほど少し話した、〝最後の魔ま王おう〟の長ちよう子しじゃ」

　その回答に、日ひ暮ぐれ坂ざか兄妹の顔も強張こわばる。

　現在行方ゆくえが解わからなくなっている〝最後の魔王〟の子供──『魔ま人じん』の中で、特に危険人物だと目もくされる相手。〝最後の魔王〟と、ドラゴンであったその正せい妃ひの間に生まれた最強のハーフ。

「……いや、ドラゴンの魔人なら、確かにあの化ばけ物もの竜りゆうとも戦えたって不ふ思し議ぎはないけど……」

　慧けい慈じの顔に冷ひや汗あせが滝たきのように浮かぶ。

　実際にイスカリオテと交こう戦せん経験があるからこそ、慧慈には解わかる。六名であれに勝った自分たちは、まさしく奇き跡せき的だった。もう一度戦っても……たとえ今の時点での戦せん闘とう力りよくがあったとしても……再び勝つ自信は慧慈には無い。

（そのイスカリオテと、勝てないまでも一人で互ご角かく……!?）

　別にその魔人と戦えとは、慧慈は言われていない。にもかかわらず、この時点で既すでに慧慈は胃いが痛かった。そう感じてしまうほどの、潜せん在ざい的な脅きよう威い……。

（是ぜ非ひとも、潜在したままで終わって頂いただきたい……！）

　切せつに切に、慧慈は願うのだった。
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　──そして翌日。

「……改めて思い返すと、化物竜イスカリオテや魔人の長兄エンデユミオンについて話してた時間の方が長かったよな……」

「あ？　何の話だ？」

「いや、こっちのこと」

　昨日きのうの件を思い返して呟つぶやいた慧慈に、和かず位いが訝いぶかしげに問う。それに慧慈は曖あい昧まいな返答でお茶を濁した。

（……和位にも、グラさんたちのことを話した方がいいのかもしれないけど……）

　彼も、慧慈と共にイスカリオテを討うった当人だ。いつか感かん謝しやを伝えたいと、グラたちは話していた。とはいえ、魔ま物ものや魔王、ダンジョンの真実について一切知らない和位。機き会かいはしっかりと考えた方がいいと思われる。

（今はまだ……ってやつだよな）

　それらのことは一いつ旦たん区切り、慧慈は思し考こうを切り替える。

　思うのは、昨日グラに会いに行った本題──慧慈たち＆風ふう紀き委員一同と激げき戦せんを繰り広げた謎なぞのスライム……実はゴーレムだったあれのこと。

　慧けい慈じが回かい収しゆうしていたそれの一部は、グラに預けられた。今いま頃ごろはより詳しい分ぶん析せきがされているであろう。ひとまずはそれの結果待ちであるが──

（……だからと言って、俺おれたちには他にやることがあるわけで）

　学生である慧慈も得える藻もも、学校で授業があるのである。

　昨日きのうのスライムの大おお暴あばれ事件があったとはいえ、白しろ鐘がね学園は休校にはならなかった。

　ぶっちゃけ、剣も魔ま法ほうも魔ま物ものもダンジョンも溢あふれるこの世界において、魔物（あのスライムは正確には魔物ではなかったわけだが）が暴れたくらいで翌日まで臨りん時じ休校となる学校は無い。特に、例のスライム＝ゴーレムは既すでに倒されているわけであるし。

　そんなわけで、慧慈も登校し、現在進行形で授業を受けているのだ。

　……もっとも、ただ今自習状態なのだが。

「……なあ、剛ごう力りき先生、どうしたんだって？」

「嫁よめさんが産さん気け付いたらしいぞ」

　慧慈の質問に和かず位いが興きよう味み無さそうに答える。

　剛力三さん蔵ぞう、四三歳さい。日に焼けた肌はだ、盛り上がる筋きん肉にくが暑苦しい、白鐘学園高こう等とう部ぶは二年生男子担当の体育教きよう師しだ。ちなみに元冒険者で、慧慈たちの目から見ても身のこなしはなかなかである。

　そんな彼が年とし甲が斐いも無くハッスルし、奥さんは今妊にん娠しん中なのだそうな。

　そして、ほんの十数分前に「破は水すいした」との連れん絡らくがあり、剛力教師、慧慈たち授業途と中ちゆうだった男子生徒一同に自習を言い渡し、学校を飛び出していった。

「子ね夢むちゃんトコといい、この学校の教師陣じんは夫ふう婦ふ仲なかが良さそうで何よりだな」

「呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪[image: ……][image: ……]！」

「……慧慈、みっともないコトはやめろ」

　夜や叉しやの形ぎよう相そうで剛力教師を呪のろう慧慈へ、和位は溜ため息いきを吐いた。

　……まあ、剛力教師の奥さんは二〇歳も年下の若奥様らしいので、慧慈の気持ちも解わからなくもないが。

　そのまま二人はぼんやりと、グラウンドの様よう子すを見守る。意い外がいに強い春の陽ひ射ざしの下で、慧慈たちのクラスとその隣となりのクラスの男子たちが、サッカーでの対決に興きようじていた。

　……そこに加われない二人はクラスでハブられている……ということではなく。

　──アルバイトとはいえ、冒険者として魔物との実戦を重ねている慧慈たちは、その身しん体たい能力が他の同級生たちを凌りよう駕がし過ぎているのだ。下へ手たに二人がサッカーに加われば……試合が一方的な展開になるだけならまだいいが、場合によっては同級生たちに怪け我がを負わせかねない。それ故ゆえの自じ重ちようである。

　……しかし、慧慈も和位もまだ一六歳の少年だ。内ない心しん寂しさを感じないわけがない──

「……和かず位い。ここで見てるだけってのも不毛だ。ちょっと付き合えよ」

「……りょーかい」

　どうせ監かん督とく役の体育教きよう師しも居ない。慧けい慈じと和位は授業を抜け出した。

　グラウンドを後にしつつ、和位は慧慈へ問い掛ける。

「で、ドコに行こーってんだ？」

「女子の授業を覗のぞきに行く！　女子は確か器き械かい体たい操そうのはずだし、心が躍おどるぞ！」

　ぐへへと笑う慧慈に、和位はグラウンドの方へ踵きびすを返す。

「待て待て和位！　何な故ぜいきなり帰ろうとする!?」

「オマエと同類に思われたくないからだよ！」

　至し極ごく当然の回答だった──が、慧慈は理解出来ないというように首を横に振る。

「解わからない、解らないぞ、和位!?　女子たちが平へい均きん台だいとかの上で、背を反そらして胸を強調したり、大だい開かい脚きやくで股こ間かんを強調したりするんだぞ!?　しかも、スパッツで!!　何かこう……グッとくるものがあるだろう!?」

「ねーよ」

　和位の慧慈に対する態度は極ごつ寒かんに到りつつあった。

　……なお、白しろ鐘がね学園の女子体操着は、昨年の体育祭において慧慈の策さく略りやくによりブルマとなったが、直後に女生徒たちからの猛もう抗こう議ぎを受け……しかし、それに慧慈が真まっ向こうから立ち向かい……紆う余よ曲きよく折せつを経てスパッツに落ち着いていた。

「ブルマも確かに良い物だ。けれど……極ごく薄うすの布が尻しりやら太ふと股ももやら股間やらへ密みつ着ちやくするスパッツも、実に趣おもむき深い……」

「語るな。オレはオマエの服ふく飾しよくに対する変へん態たい的な性せい癖へきを一切共有したくない……！」

　ズルズル慧慈を引き摺ずり、和位は自じ販はん機きコーナーへ差し掛かった。時間はちょうど午前最後の授業中。空腹も意い識しきされる頃ころ合あいである。

「和位ー。何か奢おごるから一いつ緒しよに女子の授業見に行こうぜー」

「……一いつ瞬しゆん、その交こう渉しようを秤はかりに掛けた自分をブン殴なぐってやりてぇ──」

　慧慈あくまの囁ささやきに和位が苦く悩のうを顔に浮かべた時──

「「…………？」」

　二人ともが気付いた──自販機コーナーの先客に。

「──んしょ、んしょ……！」

　……歳としの頃ころ、六、七歳さいか？　ちっこい身体からだの幼よう女じよが背をいっぱいに伸ばし、自販機のボタンを押そうと四し苦く八はつ苦くしている。

「……何故、高こう等とう部ぶに幼女が？」

「しかも、何か変わった格かつ好こうだぞ……？」

　慧慈と和位が声を潜ひそめて語り合う。

　華きや奢しやな肢し体たいをレオタードのような真まっ白しろい衣い装しようで包んだその幼よう女じよは、高校という空間にあまりに場違いで。

「いや、待て……まさか、人間の世界に紛まぎれ込んだ妖よう精せいさんなのでは!?」

「……慧けい慈じ。オマエのその思し考こうは残念過ぎる……」

　和かず位いは嘆たん息そく気ぎ味みに言うが──確かにその幼女、顔立ちは整っているし、純じゆん白ぱくの髪かみも銀に近い灰はいの瞳ひとみも神しん秘ぴ的てきで、『妖精』という表現がよく似に合あう。

　……まあ、もっとよく似合う表現が『迷子まいごのコスプレ幼女』なのだが。

「何はともあれ、本当に迷子の可能性もあるし、声を掛けた方がいいよな……？」

「……慧慈。不ふ埒らちな下心は……無いよな？」


「いくら俺おれでも流石さすがにあれは守しゆ備び範囲外だ」



　ペドフィリアの疑いに全力で反論しつつ、慧慈は白い幼女へ近付く。

　幼女は相変わらず、自じ販はん機きと格かく闘とうしていた。……どうも、欲しい商品のボタンに手が届かないらしい。

「えっと……これか？　『濃のう厚こうホワイトミルクオレ』？」

「……飲みたいモンも白いのか……って、ミルクをミルクで割ってどーする……？」

　ガシャコンと出てきた缶かんを幼女へ手渡す慧慈。その後ろで和位が色々ツッコんでいた──

「あ！　ありがとう──って、は!?」

[image: ]

　目当ての飲み物を受け取った幼よう女じよが、突とつ如じよ驚きよう愕がくした様よう子すで慧けい慈じから飛び離れる。

　和かず位いは迅じん速そくに慧慈の腕を捻ひねり上げた。

「おまわりさんコイツです……と、人を呼ばないとな──」

「俺おれは何もやってないよ本当に!!」

　スマホに一一〇番を打ち込む和位に、「弁べん護ご士しを呼べー！」と訴える慧慈。そんな二人の傍そばからこそこそ離れようとする幼女……が、その身が何かにぶつかった。

「あう」

　ポテンと倒れる幼女へ、ぶつかられた対たい象しようが慌あわてたように手を差し伸べる。

「あ、ご、ごめんね。大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うぅ……へ、へいきっ。ベルはこのていどじゃなかないこ──はっ!?」

　びっくりした様子で跳ね起きる幼女。その視線が見上げるのは、陽ひの光を透すかす淡い色の一本三つ編みの髪かみ。スパッツの体たい操そう着ぎでは隠かくし切れない、黄おう金ごん比ひを描く肢し体たい。眼鏡めがねの奥の切れ長の瞳ひとみは、困ったように揺れていた。

　慧慈が今、最も気になっている隣となりの席のクラスメイト──湖こ城じよう杏あ梨り子すの困こん惑わくの立ち姿すがたである。

　彼女の登場に気付いた和位は、淡たん々たんと熱の籠こもらない声を掛けた。

「湖城──この慧ゲ慈スがその幼女に性犯はん罪ざいを働いた。職しよく員いん室しつまで行って教きよう師し陣じんを連れてきてくれ」

「だから本当にやってないんだよぉぉおおおおおおおおおおっっ!!」

　喉のどが裂さけんばかりに慧慈が絶ぜつ叫きようする。確かに彼の立場として、杏梨子にそういう誤ご解かいをされるのは深しん刻こくにまずい。

「俺の今までの行いを考えると、本当にうっかり信じられそうだし～～～～!!」

「自覚があるなら普段から行動を自制しろ──って、待て、ソコの幼女。オマエ……ドコ行く？」

　そこでようやく和位が、忍しのび足で離れていこうとしている幼女に気が付く。ピタッと硬こう直ちよくしたその背に、慧慈、杏梨子の視線も刺さった。

　恐る恐るという感じで肩越しに振り向いた幼女は、ばつの悪そうな表情をしている……。

「……おかあさんにはまだだめっていわれてたのに……ベルはかれらとであってしまった……。かくなるうえはっ！」

　幼女はビシッと傍かたわらの自じ販はん機きを指差す。「やっちゃって！」との高い声が響ひびき渡った刹せつ那な──




　──ガシャン……ガコンッ……！




「「……は？」」

　慧慈と和位がポカンとする。何というか……自販機に、手足が生えた。

　購こう入にゆうボタンを色とりどりに輝かせた自販機は、手足を振って慧慈たちへ襲おそい掛かる。

「……っ、何事だ!?」「オレが訊ききてぇ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、自じ販はん機きの拳けん撃げきを躱かわした慧けい慈じと和かず位いだが──舗ほ装そうされた地面が粉こな々ごなに砕くだけ散った。容よう赦しやのない威い力りよくに舌した打うち一つ、二人は杏あ梨り子すを背後に庇かばうように着ちやく地ちする。

　──が、それは少々迂う闊かつだった。

　自販機の商品取り出し口がガパッと開き、そこから大量のドリンクが溢あふれ出す。コーラに微び糖とうコーヒー、ソーダの缶かんが、スポーツドリンクに緑りよく茶ちやのペットボトルが、尻しりからミサイルのように炎ほのおを噴ふん出しゆつし、空中へと乱らん舞ぶした。

　それが──様さま々ざまな角度から慧慈たちの方へ殺さつ到とうする。

「ぬおっ!?」「くっ……！」

　ブレスレットに手をやった慧慈がそれに擬ぎ態たいしていた装そう備びを展開、愛剣でいくつかの缶を叩たたき落とす。和位も靴くつ底ぞこで蹴けり付けてペットボトルの軌き道どうを逸そらすが……不ふ意い打うち気ぎ味みかつ数が多く、慧慈たちも万ばん全ぜんの状態とは程遠い。一部の缶やペットボトルは二人の脇わきを抜けて──その後ろの杏梨子へ突き進んだ。

「湖こ城じようさんっっ!!」

　慧慈の悲痛な声が上がり、ドリンクミサイルが杏梨子の身体からだを撃うち抜く──そんな光こう景けいが幻げん視しされた瞬しゆん間かん。

　トンッ……！

　──軽やかに、杏梨子の身体が舞った。全くのノーモーションから、慧慈たちの頭ず上じようより高く。缶とペットボトルの砲ほう撃げきをあっさり飛び越えた杏梨子は、音すら立てず自じ律りつ稼か働どうする自販機の上へ着地する。

　自身の頭の上に飛び乗られた自販機は、どう反応すればよいのか解わからない様よう子すで停止。慧慈と和位も啞あ然ぜんと停止。

「──ぼ、ぼーっとしてないでやっちゃう！」

　そんな中、いち早く正気に返った幼よう女じよが自販機に命令を下した。それで再さい起き動どうした自販機、腕を頭上へ伸ばし、杏梨子を捕つかまえようとする──

「い、いや！」

　──それより僅わずかに早く、杏梨子が再度飛ひ翔しようした。ふわりと蒼そう穹きゆうへ舞い上がる……が、その為ための蹴り脚あしは強きよう烈れつに尽きた。ズンッ！　と重々しい音を立て、自販機が前のめりに倒れる。

「お、おおっ……!?」

　わたわたと慧慈が自販機に剣を振り下ろし──大きくボディを裂さかれた自販機がプシュゥッ、と間の抜けた音を上げ活動を止めた。その向こうに舞い降りた杏梨子は、やはり着地音一つ立てはしなくて……。

「……こ、湖城さん？　君は、一体……？」

　目をパチクリさせる慧慈から、杏梨子は目を逸そらし、合わそうとしない。慧慈が混乱のまま、続けて疑問を放とうとするが──

「……その前にコイツだ、慧けい慈じ」

　和かず位いがそこに割り込んだ。その手には、猫ねこのように襟えり首くびを摑つかまれた白い幼よう女じよ。

「オレには、コイツがその自じ販はん機きに命令を出してたようにしか見えなかった。色々吐かせるべきだろ？」

「……いや、まあ、そりゃそうだけど──」

　和位の主張に納なつ得とくしつつ、慧慈は横よこ目めで杏あ梨り子すを見る。

　慧慈の目から見て、寸前の杏梨子の体たい術じゆつは一いつ般ぱん人じん離れしていた。むしろ──慧慈や和位のような冒険者のそれに近い。

（……いや、冒険者の中でもそれなりの実力者じゃないと……）

　あれほどの動きは出来ない──が、そのような考えが過よぎる慧慈の脳のう裏りに、同時にあの事実が浮かぶ。




　──湖こ城じよう杏梨子は『冒険者嫌ぎらい』。




　……その事実から考えれば、彼女が冒険者であることはあり得ない。けれど……それならあの体術は、何ゆえのものなのであろうか？

（……一体、どういうことなんだ？　湖城さん、君は何者……？）

　その答えに辿たどり着く術すべが無い慧慈が、歯は痒がゆさを嚙かみ締しめた──その刹せつ那な。

「……え？」「オ、オイ……!?」「きゃっ……!?」




　──ザンッ!!




　──世界が、真っ二つになった。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　──時間は、少し遡さかのぼる……。

「……んー？　何か、お兄にいちゃんがまた馬ば鹿かなことをやってる気がするよ……？」

　猫ねこを思わせる仕し草ぐさで虚こ空くうを睨にらみ、得える藻もが唇くちびるをへの字にする。

　……まあ、確かに一日の間で、慧慈が馬鹿なことをやっていない時間の方が珍めずらしい為ため、彼女の予感は多分当たっている……が、それはともかく。

「──さ、皆、資料は行き渡った？　一人一つ、持ててる？」

　白しろ鐘がね学園中ちゆう等とう部ぶ、美術室の教きよう壇だんに立ち、タイトスカートスーツ姿すがたの子ね夢むがパンッと手を叩たたいた。下へ手たをすれば得藻より年下に見える丸顔は、満まん面めんの笑えみである。

　昨日きのうの子ね夢むの授業はスライム騒さわぎで中止となったが、この時間本来の授業が自習予定となり、さらに相も変わらず中ちゆう等とう部ぶの美術担当教きよう師しが休みの為ため、急きゆう遽きよ子夢の執とり行う美術の授業となった得える藻もたちのクラスであった。

　席に付いた得藻は、机の上に置かれた奇き怪かいなオブジェをまじまじと眺ながめる。

（昨日お兄にいちゃんたちも言ってたけど……これ、本当に何だろう……？）

　クトゥルー神しん話わの世界で、邪じや神しん教きよう団だんが崇あがめるご神しん体たい──パッと見、一番それが適切な表現だと思えた。

　異い様ようがる得藻たちも何のその、子夢がマイペースに授業を進めていく。

「それに手を翳かざして、イマジネーションを研とぎ澄すましてみて」

（……それ、具体的にはどうすればいいんですか？）

　あまりに感覚的で全然解わからない……が、相手は教師だ。ツッコミたいのをどうにか我が慢まんして、得藻はクラスメイトたちと同様に、困こん惑わく気ぎ味みに彫ちよう像ぞう的オブジェへ手を翳す。すると──

「わっ!?」「あ、あれ？」「何これ……？」

　クラスメイトたちから素すっ頓とん狂きような声が次々に上がる。

　オブジェの目が光ったり、首がグルグル回ったり、触しよく手しゆのような部分がウネウネ動いたり……何とも微び妙みような反応が美術室のあちこちで展開した。得藻の前でなど──

「………………」

　実に豊満で女性的なボディラインを持つ彫像が、トーガ風ふうの衣い装しようを焦じらすように脱いでいた。慧慈など大変喜びそうな光こう景けいである……その像の首から上が蟹でなければ。

　……得藻が頭痛を覚えていると、ひょこっとそれを覗のぞき込んでくる子夢。

「わっ、凄すごいわね、日ひ暮ぐれ坂ざかさん！　ここまで滑なめらかに大きく動くなんて……本当に魔ま力りよくが強いのね」

「……え？　これ、魔力に反応してるんですか？」

　子夢の予想外の発言に、得藻は訊きき返す。

　改めて、魔ま法ほう使いとしての感性をもって得藻がクラスメイトたちを見回してみれば──確かにオブジェがどういう形であれ反応している者からは、大小様さま々ざまな魔力を感じた。

　魔力──即すなわち魔法を使う才さい。数えてみると、得藻のクラスメイトはおよそ半数が魔法の才能を有しているらしい。

「これだけの人数が一つのクラスに固まるなんて、結けつ構こう珍めずらしいことなんだよ」

「はー、そうなんですか……？」

　子夢の説明を聞きつつ──ふと得藻は訝いぶかしんだ。

（……魔法の才能の有う無むなんて、そんな簡単に解るものなの？）

　魔法使いなら、実際に魔法が使われれば、それにより変容したマナを感じ取り、他の魔法使いの存在を感かん知ち出来る。先さき程ほど得藻がクラスメイトたちから魔力を感じたのも、それの延長線上だ。

　だが、未いまだ魔ま法ほうを使えぬ、潜せん在ざい的な魔ま力りよく保有者に反応し、その魔力を半なかば強ごう引いんに引き出して、魔法に近い効果を発動。魔法の才さいの有う無むを確かく認にんしてしまう道具など……そう簡単に用意が出来るものだろうか？

　……何より──




（これが、美術の授業と何の関係があるの？）




　得える藻もの猜さい疑ぎ心しんがムクムクと膨ふくれ上がった……そのタイミングだった。

「……え？　あ？　何だこれ──」

　オブジェが反応していた男子の一人が、不ふ思し議ぎそうな声を上げる。彼の前に置かれた二に枚まい貝がいを思わせる物体がパカパカ開閉しながら見る見る巨きよ大だい化かし──




　──パックンチョ。




　……悲ひ鳴めいを上げる暇ひまも無く、彼はそれに丸まる吞のみにされた。

　クラス中の時が凍る……。

　──それは、致ち命めい的な隙すきをもたらした。

「ひぇっ!?」「わっ!?」「ぎゃああ!?」

　一いつ瞬しゆん遅れて、他のオブジェも突とつ如じよ巨大化し、眼前の生徒に襲おそい掛かったのだ。最初の犠ぎ牲せい者しやのあっけない有あり様さまに混乱していた中学生たちは、抵てい抗こうすら見せることなく、巨大化したオブジェに蹂じゆう躙りんされる──

「くぅ……!?　エ、《エクスプロージョン》！」

　──ただ一人、得藻を除いて。

　泡あわを吐きつつ繊せん手しゆを伸ばしてきた蟹かに乙おと女めを爆ばく裂れつ炎えん上じようさせると、得藻は「《着装ドレスアツプ》」と唱となえる。魔法の炎ほのおにライトアップされながら、その身がペンダントより展開した鳳ほう凰おうを連想させる魔ま術じゆつ師し装しよう束ぞくに包まれた。

「……な、何これ……？」

　つば広三角帽ぼう子しを少し持ち上げ、得藻は美術室内の惨さん状じように絶ぜつ句くする。

　クラスメイトの約半数──直前にオブジェが反応していた生徒たちが、巨大化したその彫ちよう像ぞう群に捕ほ獲かくされていた。反応が無かった生徒たちは、用無しとばかりに同じく巨大化したオブジェによって薙なぎ払われ、床で呻うめいている。

　得藻は、思わず床に倒れた級友たちへ駆かけ寄ろうとするが──

「──あら、日ひ暮ぐれ坂ざかさん、捕獲用ゴーレムを倒しちゃったんだ。んー、やっぱりこの程度じゃ、相手にならなかったかー」

　大して無む念ねんがっているようにも思えないその声こわ音ねに、得える藻もは大きくその場から飛び離れた。

　得藻に背後からそのような声を掛けたのは、子ね夢む。彼女と相あい対たいし直した得藻は、渦うずを巻く羽はねの如ごとき意い匠しようの杖つえを構える。

　──当然の反応だった。

　級友たちを捕とらえ、薙なぎ払った巨きよ大だい化かオブジェ群は、もとをただせば子夢が用意した物。つまり今のこの事じ態たいは、子夢が狙ねらって引き起こしたことである可能性が高い。子夢から得藻へと向けられた発言も、それを充分に裏付ける──

（……って、ちょっと待って……？）

　先の子夢の台詞せりふに、得藻は気になる箇か所しよを見付けた。即すなわち、『捕獲用ゴーレム』。

（ゴーレムといえば、昨日きのうのスライムも……）

「……まさか、昨日のスライム型ゴーレムって──」

「──え？　……へえ……昨日のあれがゴーレムだって、もう気付いてたんだ。そっか、考えてみれば、日ひ暮ぐれ坂ざかさんたちってグランディータとも交こう流りゆうがあるんだっけ。彼女の許もとにあのゴーレムの一部でも持ち込んだのかしら……？」

　子夢が紡つむぐ言葉に、得藻の背せ筋すじが段々と冷えていく。昨日のスライムが実はゴーレムであった事実を、得藻も慧けい慈じも誰だれにも話していない。知っているのは他にはグラたちと……あのゴーレムを学校に持ち込んだ何者かだけのはず。ならば──

　……それに、もう一点、得藻としては看かん過か出来ない部分があって……。

「……糺ただすノの森もり先生は先生──グランディータさんとどういうお知り合いなんですか？」

「あ、やっぱり気になる？　日暮坂さんはグランディータのお弟で子しさんだものね。──まあ、実のところ、あたし自身は彼女と面めん識しきは無いんだけど……」

　得藻の問い掛けに、思いの外あっさりと子夢は返答する。……もっとも、それは微び妙みように要よう領りようを得ないものであったが……。

（とにかく、ここまででもはっきりしたことはあるよ！）

　昨日のスライム＝ゴーレムを白しろ鐘がね学園に持ち込み、あのような事件を引き起こしたのは子夢。そして、あれだけの被ひ害がいを出しながら……得藻たちが止めなければもっと大きな被害が出ていたかもしれないのに、それについて一いつ切さい悪びれていない。得藻が子夢を『敵』として認にん識しきするには、それでもう充分過ぎた。

　それに加え、クラスメイトたちを傷付け、或あるいは捕らえる所しよ業ぎよう……そこもまた、得藻にとっては許し難い……。

「糺ノ森先生……ちょっと痛い目を見てもらうよ──」

　精神を戦せん闘とうモードに切り替えた得藻が魔ま法ほうを紡つむぎ上げようとした──その時。




「……あ……」「やぁ……んっ」「あぅ、あぁっ……！」




　鼻に掛かった……何というか、甘い声の数々。……何やらそれらに聞き覚えがあって、得える藻もはバッとそちらを向く。

「──ぅええっ!?　み、皆ぁ!?」

「え、得藻ちゃ……見な、いで──あぁんっ！」

　涙ながらに、クラスメイトの女子の一人が懇こん願がんする。

　得藻のクラスメイトの女子……その中でゴーレムに捕とらわれている者たちがあられもない姿すがたになっていた──




◆宮みや脇わき未み緒お（眼鏡めがねおさげの図と書しよ委員、華きや奢しやながら得藻に次ぐ学年二位の巨きよ乳にゆう）の場合≫≫≫「い──やぁっ……!?」

　背中に取り付いた蠍さそり型ゴーレム……頭から尾おの付け根までで一メートルはあるそれが、本来は歩行用のはずの多た脚きやくでガッチリ未緒をホールドしていた。腕は拘こう束そくされてまともに動かせず、脚あしも背中から圧のし掛かるゴーレムの重さでガクガクと震える未緒。耐え切れず、目の前の机に身を預ける形となる──

「──ひゃぅんっ!?」

　そうして前まえ屈かがみになり、お椀わん型に強調された未緒の乳ち房ぶさを蠍型ゴーレムの両のハサミがむんずと挟み込んだ。左右のハサミでそれぞれ挟まれた双そう乳にゆうが断ち切られる──わけではなく、適度にリズミカルに、根元から先せん端たんへと向けて搾しぼり上げるように揉もまれていく。

「いっ……ゃ、はぁ……へ、変っ……！」

　意い外がいに器き用ように動くハサミで双そう丘きゆうをこね回されていると、『先っぽ』がどうにもムズムズしてくる未緒。そこに狙ねらいを澄すますのは、後ろ側から回り込んできた蠍型ゴーレムの長い尾……その先端の針はり──

　──つにゅんっ！

「い、きゃうぅぅんっ!?」

　──初うい々ういしいチェリーピンクの蕾つぼみに、直ちよく・撃げき・弾だん・☆　であった。




◆風かざ祭まつり詩し亜あ（ショートボブのスポーツ少女、気の強いスレンダーボディ）の場合≫≫≫

「こ、この、退どきなさいよ！」

　スポーツ万能の詩亜であるが、蛙かえる型ゴーレムからは逃のがれられない。丸まる々まる太ったそのゴーレムは美術室の天てん井じように届きそうな巨きよ体たいでありながら俊しゆん敏びんで、あっという間に彼女を部屋の角かどへ追い込む。

　──がしっ、ぐぃっ！

「やっ──放せぇ！」

　詩し亜あのポニーのような脚あしを蛙かえる型ゴーレムは無む造ぞう作さに摑つかみ、そのまま彼女を逆さ吊づりにした。

　めくれる制せい服ふくのスカートを必死で押さえる詩亜だが、その努力を嘲あざ笑わらうように蛙型ゴーレムは詩亜のもう片方の脚も摑つかみ──強ごう引いんに股またを開かせる。

「いやぁぁああああ!?　何すんの、この……!?」

　ライトグリーンのデルタの布ぬの地じが晒さらされるのを懸けん命めいに拒こばむ詩亜だが……事じ態たいはそんな程度では済まなかった。

　──蛙型ゴーレムがその口を開く。

　そこからデロリと這はい出てきた舌したは蛙型ゴーレムの全長よりも長く……唾だ液えきを思わせる透とう明めいな液でヌメヌメと光っていた。

　それが蛇へびに似た動きで狙ねらいを定めるのは──詩亜が全力で隠かくそうとしている魅惑の三角地帯。

「ちょ……や……噓うそでしょ……!?」

　腰を捻ひねって何とか狙いをずらそうとする詩亜だが……それは無む駄だな努力。逆に見方によっては誘っている風ふうにも見えて──

　ヒュンッ──ペロッ……レロレロレロッ……！

「──ひゃあっ!?　あぅぅうううう～～～～～～～～んっっ!!」

　……詩亜の抵てい抗こう虚むなしく、フロッグス・タンは彼女のデルタゾーンの奥深くまで滑り込んだ──




◆岬みさき俊しゆん介すけ（サッカー部所しよ属ぞく、爽さわやか系けい好少年）の場合≫≫≫

　そんな（↑）感じのクラスメイト女子の痴ち態たいを前に、クラスで一番モテると評ひよう判ばんのナイスガイは──若じやつ干かん前ぜん屈くつ姿勢になっていた。

　……責めないであげてほしい。思しし春ゆん期き真っ盛りの中学生男子だもの、どれだけハンサム君でも、エッチなことには興きよう味み津しん々しんだもの、こんな状況では勃たってきちゃうんだもの……！

　……むしろ、ここで勃たなかったらＥＤの疑いが（以下略りやく）。

　そんな俊介も子ね夢むのゴーレムに絶ぜつ賛さん捕つかまり中である。彼を捕まえているのは身長二メートルに達する豚ぶた面づらの大おお男おとこ染じみたゴーレムなのだが──

「………………」

「……な、何だよ？」

　そいつは俊介を羽は交がい絞じめにしつつ、彼が腰を引いて目立たないようにしている一部分へ目を凝こらしている。気き恥はずかしさと……何となく嫌いやな予感を覚える俊介──

　──ズブンッ。

　……と、その豚面の肩からさらに二本の腕が生はえた。まあ……それはいい。良くないのは──何な故ぜかその腕が俊介の制せい服ふくのズボンのベルトを外し始めたことで。

「ちょぉ!?　おま、何する……!?」

　戸と惑まどう俊しゆん介すけへ、豚ぶた面づらはいい笑顔（のような気がする顔）で未み緒お、詩し亜あを指差す。

　その瞳ひとみが、こう語っているように思えた──




　──オカズにしたいんだろう？　手　伝　っ　て　や　る　。




「ちょ、待ったおいこらぁぁああああああああああ!?」

　俊介の気持ちを代だい弁べんしよう。……うん、まあ……前半部分については、その……否定出来ない。だって健けん康こう的な男の子だもの。


　──だが、後半部分は切せつ実じつに余よ計けいなお世せ話わだ。



　……そんな俊介の願いも届かず、彼のズボンは脱がされ……露あらわにされたトランクスの中に、やけにごっつい豚面の手がワキワキと蠢うごめきながら潜せん入にゆうする──

「いや、待て、本ほん気きでやめ──ああああぁぁぁぁああああああああああああああああああっ!?」




「──って、ちょっと待ったぁぁああああああああああ～～～～!!」

　得える藻もが杖つえをぶん回し、美術室に怒ど号ごうを響ひびかせた。

　無数の爆ばく弾だん火か球きゆうを生み出す魔ま法ほう、《フレアボムズ》を発動させるが──ゴーレムたちは狡こう猾かつにも得藻のクラスメイトたちを盾たてにするように動く。威い嚇かくのつもりで至し近きん距きよ離りで炸さく裂れつさせても、元がん来らい生物ではないゴーレムたちは怯ひるみもしない。地じ団だん太だを踏んで、得藻は子ね夢むを怒ど鳴なり付けた。

「あ・な・た・教きよう師しでしょう!?　こんな破は廉れん恥ちなこと──何考えてるの!?」

　顔を耳まで真まっ赤かにし咆ほう哮こうする得藻に、しかし子夢はのほほんとした態度を崩くずさない。

「あのねー、何て言うか……魔力って、エッチなことをすると高まる傾向があるの。〝魔ま女じよ〟と呼ばれる一部の魔ま法ほう使つかいたちは、自らの魔ま力りよくを高める為ために大乱交を繰り広げるんだけど……一応理りには適かなってるのよ。だから、必要な分の魔力を確保出来るようにする為には、あたしとしてもこうするしかなくてねー……」

「そんな魔法の豆まめ知ち識しきは要いらないよっっ!!」

　お怒りの得藻、まだキスも知らない乙おと女めである。流石さすがに顔見知りの少女たち（一部少年たち）の凌りよう辱じよくを、黙だまって見過ごすわけにはいかない。

「皆が人ひと質じちにされて、ゴーレムが狙ねらえないなら……！」

　それを操あやつる者を倒せばいい。そう判はん断だんした得藻が口早に呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。彼女の強固な意い志しに導かれたマナが炎ほのおに変容し、さらに掌しよう中ちゆうにてくねりのたうつ鞭むちと化した。

「《フレイムタン》！」

　それは『炎の舌した』の名を冠かんする魔法。生み出された炎の鞭は宙ちゆうを泳ぎ、割り込んだゴーレムを搔かい潜くぐって子夢を捉とらえた──

「もう、せっかちなんだから。──《ストーンスキン》」

　子ね夢むが囁ささやいた直後、《フレイムタン》が袈け裟さ懸がけに彼女を打ち据すえる──が、その炎えん熱ねつでスーツの上うわ着ぎが、ブラウスが、その下のブラまでもが焼け焦こげる中、子夢の肌はだには火傷やけど一つ生じない。シミ一つ無い滑なめらかな肌が焰えん光こうに映える。

「土つち属ぞく性せい、自身の皮ひ膚ふに石の如ごとき防ぼう御ぎよ力りよくを付ふ与よする魔ま法ほうだよ。あたしが使ったなら、その硬さはダイアモンド並み。その程度の威い力りよくじゃ、ダイアモンドは砕くだけないかな～？」

「……ダイアモンドって、燃えるんだよ。炭たん素その塊かたまりだから」

「……え？　あ、そうなんだ」

　得える藻ものツッコミにあちゃ～という顔をする子夢だが……得藻の方は魔法をあっさり防がれて、内ない心しん心穏おだやかではない。

（こうもあっさりわたしの魔法を防ぐなんて……最低でも、ルーラちゃんクラスの魔法の腕？　一体何者──）

　子夢の正体を推おし量ろうとした得藻は──それを視し界かいに捉とらえた。

　──ぼゆんっ。

　下へ手たをすれば得藻より小こ柄がらで細ほそ身みながら……得藻のＤカップを上回るＦカップの豊ほう乳にゆう。ブラの破は損そんによって束そく縛ばくから解き放たれたそれは実に悩ましく揺れるのだが──

　──ギョロリ。

　それの谷間で、縦に瞼が裂けた禍々しい眼球が得藻を睨んでいた。

「ひっ……!?　え、ええっ？　な、何それっ!?」

「……あら？　そんなにびっくりすることもないんじゃないかなー？　単なる魔王の証だし」

「……え？」

　魔王と呼ばれる能力者には、〝熱き混沌〟とリンクしてそこから力を引き出す為の専用の器官が発生する。……隠かくすことでもないように異い形ぎようの眼がん球きゆうが何かを明かした子夢に、得藻の思し考こうは一いつ瞬しゆんフリーズした。

　そんな得藻へ、仰ぎよう々ぎようしく子夢が挨あい拶さつする。




「改めて、名乗っておくね。魔王、糺ただすノの森もり子夢よ。日ひ暮ぐれ坂ざか得藻さん、あたしたちの野望の、礎いしずえとなってね？」




「…………!?」

　気け圧おされたように一歩下がる得藻とは反対に、子夢は気負いなく一歩前へ出る。先せん刻こく己おのれを庇かばいに入ったゴーレムへ手を当てると、短く呟つぶやいた。

「──《クリエイトウェポン》」

　動く全身甲かつ冑ちゆうの如ごときだったそのゴーレムが一瞬で形を失い……子夢の身の丈たけを軽く超す、全長二メートル以上の大たい剣けんへと再構こう築ちくされる。続けて「《グレートストレングス》、《アクセラレータ》」と二つの魔ま法ほうを発動させた子ね夢むは──大たい剣けんの重量を全く感じさせぬ速さで、一気に得える藻もへと突とつ撃げきしてきた。

「……っ、《プロミネンスエッジ》！」

　対たい抗こうするように、得藻が炎ほのおの剣を生み出す。太陽の如ごとき輝きを放つ長ちよう剣けんを手にした得藻に──ほんの少しだけ眉まゆをひそめた子夢は、口の中で呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「《カルネージウェポン》」

「──えっ？　きゃああああっ!?」

　得藻の手の炎の長剣は──子夢の大剣と打ち合うなり、半はん瞬しゆんと保もたずに断ち切られた。衝しよう撃げきで吹き飛ばされた得藻が、美術室の壁に激げき突とつする。

「……駄だ目めね～。今のは明確な判はん断だんミス。明らかに剣の扱いに慣れてるあたしに、まともに剣を握ったことが無い日ひ暮ぐれ坂ざかさんが剣で挑いどむのは無む謀ぼうだよ。──まあ、そうせざるを得なかった部分もあるんだろうけど」

　身を起こしつつ得藻は、子夢の指し摘てきが正解であることに奥歯を嚙かみ締しめた。

　──昨日きのうのスライム＝ゴーレム戦の時と同じである。あの時は周囲に戦せん闘とう不能の風ふう紀き委員たちが居て……今日きようはゴーレムに捕とらわれた、或あるいは打ちのめされたクラスメイトたちが居た。得藻の得意とする魔法は、高こう威い力りよく広範囲のものが大半を占める。が、クラスメイトたちを巻き込んでしまう可能性がある現状ではそれらはほぼ使えず、あまり使い慣れていない魔法、戦せん術じゆつを用いるしかない状況だった。ただ……。

（まずいよ……この人、強い。もしかしたらお兄にいちゃんや和かず位いくんよりも……）

　純じゆん粋すいな剣技なら、慧けい慈じや和位の方が上かもしれないが……子夢は魔法で身しん体たい能力を大幅に強化しているらしく、その上乗せで慧慈たちの太た刀ち筋すじすら霞かすませる。さらに言えば、感じ取れる魔ま力りよくの強さが得藻自身を凌りよう駕がしていた。それどころか……魔ま王おうと化していた時の得藻の父母、栄えい太た郎ろうや桜乃さくのすらも超えていて……。

（なのに……〝熱き混こん沌とん〟にあてられて暴ぼう走そうしてる雰ふん囲い気きも無いよ……。ちょっと、これは……まず過ぎるんじゃ……？）

　得藻が迷いを見せる中、小首を傾かしげた子夢が少し考え──

「──うん、場所を変えよう。ここだと日暮坂さん、思うように戦えないみたいだし」

「……へ？」

　ゴーレムたちへ現状維い持じを命じた子夢は、美術室の壁を大たい剣けんで切り開く。校舎の外への大穴を開いた彼女は、そこから身を躍おどらせた。慌あわてて得藻がそちらへ駆かけ寄ると──

「──さ、来て、日暮坂さん。ここなら思い切り戦えるでしょ？」

　──中ちゆう等とう部ぶの中なか庭にわで、悠ゆう々ゆうと子夢が待っているのが見下ろせた。異常に気付いたらしく、他の教室の窓からも子夢を見ている生徒、教きよう師しが見られる。子夢の行動の意味が解わからず、得藻は中庭に降りるのを躊ちゆう躇ちよするが……。




「──あ、別に罠わなじゃないから安心して。単に今ここで、万全の日暮坂さんを叩きのめして心を折っておいた方が後々楽になりそうだから、そうしようってだけなの」




　────カチンッ。

　得える藻もの中で、何かが切れた。ローブの裾すそを大きく翻ひるがえし、得藻が中なか庭にわへ降り立つ。

　──同時に、幾いく重えもの幾き何か学がく的円形が得藻の周囲に舞い踊った。




　──扉とびらよ　開け

　遥か地の底へ続く扉よ




　鍵かぎは我が意い志し

　漆しつ黒こくの闇やみを越え

　我は深く　深しん淵えんまで潜もぐる

　彼かの地に燃える

　大いなる力を手に収めんが為ために──




　グラ直じき伝でん、得藻の使える魔ま法ほうの中でも屈くつ指しの威い力りよくを持つものの一つ、《インフェルノ》。

　地上に顕けん現げんさせた地じ獄ごくの業ごう火かで万ばん物ぶつを焼き尽くす超魔法……しかし、それを前にした当の子ね夢むは──微笑んだ。

「《インフェルノ》かー。いいよ、あたしに効くか試してみて？」

　その挑ちよう発はつに、得藻の詠えい唱しようは加か速そくする。




　混沌ちからよ　我を受け入れよ

　其その方に足は無く　其の方に翼つばさは無く

　地の底を這はいずるばかりの汝なんじに

　我は新たな形を与えん




　揺らめき　光れ

　熔とかし　焦こがせ

　この世の全てを焼き尽くす

　煉れん獄ごくの焰ほむらとなりて

　あまねく罪ざい過かを浄じよう化かせよ！




「我が命めいに従いて、その威光ちからを示せ！　万ばん物ぶつを焼き尽くし──顕けん現げんせよ、《インフェルノ》!!」

　得える藻も最強の攻こう撃げき魔ま法ほうが、手て加か減げん抜きで解き放たれる！

　その圧あつ倒とう的灼しやく熱ねつの中──子ね夢むは大たい剣けんを天へ向けた。

「それじゃあ、見せてあげるね。──本当の魔ま王おうの力を」

　子夢の周りに、幾いく百ひやくもの魔法円えんが光り輝く──




　──初めに　混こん沌とんありき




　万物に形は無く

　空も　海も　陸も無し

　無限無む窮きゆうの彼方かなたまで

　ただ　全にして一なる混沌が広がるのみ──




　子夢の掲かかげた大剣が砕くだけ散る。

　……それはキラキラ煌きらめく破は片へんとなって彼女を取り巻き──新たな形へと変へん貌ぼうを開始した。




　世界の形を成す為ために

　始まりの王　鎚つちを振るう

　石は鉄に　鉄は鋼はがねに

　鋼は炎ほのおと水で伸ばされ

　鋭き姿すがたへ生まれ変わる




　──それは裂さくもの

　この世で最初に生まれし刃やいば




　其そが断つは混沌

　無形なるものを切り分け

　世界に新たなる形を創つくる──




　──ああ　今　天てん地ち開かい闢びやくの時を見よ！




「始まりの終わり、終わりの始まり。その時──今ここに来たれり！　《アルファオメガ》!!」

　──子ね夢むの手に剣が生まれる。

　それは、元々の彼女の剣と比べればあまりに小振りだった。

　刃は渡わたりは一メートルと少ししかないだろう。




　しかし──夜空を映したような透とう明めい感溢あふれる刃やいばは、ただ横に流しただけで得える藻もの最大攻こう撃げき魔ま法ほうたる《インフェルノ》を消しよう滅めつさせた。




「…………え？」

　何が起きたか解わからず、得藻が呆ほうけた声を上げる。

　そんな彼女へにっこり笑い掛け──子夢が夜色の刃を振り被かぶる。




「──死にたくないなら、気をしっかり持って避けてね」




　そんなあっけらかんとした言葉の後に、夜を映す剣は振り抜かれ──




　──ザンッ!!




　……そして、慧けい慈じたちが見たように──世界が真まっ二ぷたつになった。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──うぅ……って、は！　湖こ城じようさん、無ぶ事じか!?」

　とんでもない何かの衝しよう撃げきからようやく立ち直った慧慈は──開かい口こう一番、気になる少女の行方ゆくえを捜さがした。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

　──か細い返事は予想以上に近くて。慧慈がはっと見下ろせば……四よつん這ばいになった彼の下に、覆おおい被かぶさられる形で杏あ梨り子すが居た。

　普段の慧慈なら狂きよう喜き乱らん舞ぶする状態だったが……あまりに不ふ意い打うち過ぎたせいで慧慈の反応はひっくり返る。

「のっぴょぉぉおおおお!?　ご、ごめん、湖城さん！　今のは決して不ふ埒らちな思いがあってやった所しよ業ぎようではなく!!」

「……う、うん……」

　過か剰じようとも言える慧慈の反応に、杏梨子の方がキョトンとするほどだった。彼女に背を向けて、慧慈は息を整える。

（おお……今のは、ラッキースケベのチャンスだったんじゃないのか!?　いや、いかんいかん。湖こ城じようさん相手に……そんな迂う闊かつなのはＢＡＤ　ＥＮＤコースだ！）

　慧けい慈じが恋心とスケベ心の板挟みになっていると──

「……クソ……がっ。あの幼よう女じよ……今のヤツに紛まぎれてドコかへ行きやがった……！」

　──瓦が礫れきを踏み越え、和かず位いが姿すがたを現す。杏あ梨り子すと二人きりの状況を邪じや魔まされたという無む念ねんさと……幼おさな馴な染じみの少年の顔を見た安心感と。またそんな板挟みに遭あいながら慧慈は彼を出迎える……。

「……って、おい待て。瓦礫？　──ぅおおい!?　こ、校舎がっ!!」

　そこで慧慈はやっとこさ気付く。……崩ほう壊かいした白しろ鐘がね学園高こう等とう部ぶの校舎に。……否いな、その向こうには同様に崩壊した中ちゆう等とう部ぶ校舎も見えて──

「え、得える藻もぉぉ!?　ぶ、無ぶ事じなのか──」

「待て慧慈、落ち着きやがれ！」

　妹を捜そう索さくするべく中等部の方へ駆かけ出そうとした慧慈を、和位が摑つかみ止めた。鬼おにの形ぎよう相そうで睨にらみ付けた慧慈を、和位が修しゆ羅らの形相で睨み返す。

「オレだって今すぐ得藻ちゃんを捜しに行きたいんだよ！　けど、その前にはっきりさせるべきコトがあるっ。……慧慈、さっきのアレ──オマエの《天剣絶刀》に似てなかったか？」

「……何？」

　言われて記き憶おくをリピートして──慧慈の肝きもが冷えた。確かに、世界を真まっ二ぷたつにした如ごときあの何かは……慧慈の奥おう義ぎによく似ている。

「……おいおい。世界殺しの次元斬ぎりなんて……そうそう巷ちまたに放てる奴やつは居ないだろ!?」

「少なくともオレはオマエ以外知らねーよ……」

　顔を見合わせた慧慈と和位が、恐るべきものを見る目で中等部校舎があった方を見み遣やる。

　破は壊かいの方向性を見るに、《天てん剣けん絶ぜつ刀とう》に似た何かは中等部の方から放たれたのは明白だ。普通に考えればそちらには背を向けるべきなのであろうが──

「……兄あに貴きとして、妹の安あん否ぴを確かく認にんしない選択肢しは無い。俺おれは行くぞ、和位」

「……オレにも個人的事情があってな。付き合うぜ、慧慈」

　少年二人が中等部へ足を向けた──その時だった。

「……あの、ご一いつ緒しよしてもいい……？」

　杏梨子の申し出に、慧慈は「え？」と目を剝むく。

「ま、待った湖城さん！　えーと……多分、危ないんだよ。俺としては、何ど処こかに避ひ難なんする方がいいんじゃないかなと……」

「……まー、オレもそう思うがな」

　焦る慧慈と気乗りしない様よう子すの和位に──杏梨子は深い溜ため息いきを吐いた。

「……やっぱり、気付いてないんだね。慧慈も、和位も……」

「……は？」「何か言ったか？」

　杏あ梨り子すの漏もらした呟つぶやきは、小さ過ぎて慧けい慈じたちには届かなくて──

　慧慈と和かず位いが疑問符ふを浮かべまくる──と。




　再び、大きな衝しよう撃げき。




「きゃっ……？」「こ、今度は何だ……!?」

　杏梨子と和位が体勢を何とか整える中、慧慈はふとこの震しん動どうに既き視し感かんを覚えた。

（……あれ？　これ、前に何ど処こかで……？）

　その答えは、すぐに解わかることになる……。




「もー、たいへんだった、たいへんだったんだよ！」

「──あら、ベルちゃん、お帰りなさい」

　崩ほう壊かいした中ちゆう等とう部ぶ校舎の瓦が礫れきの中、白い幼よう女じよを子ね夢むが迎える。

　ダッシュで近寄り、子夢の胸にぎゅーっと顔を埋めた幼女は、舌した足たらずな言葉で訴えた。

「ベルはほんとうにぴんちだったんだからっ。あのさんにん、ほんとうにやっかい。ベルはさらにつよくならなければなりません！」

「──そう。じゃあ、ベルちゃんにプレゼント。彼女たちを取り込めば、ベルちゃんは今よりもずっと強くなれるわ」

　そう言って子夢が示したのは、捕ほ獲かく用ゴーレムに捕とらわれた中学生たち。その先せん頭とうに──得える藻もの姿すがた。

「特に日ひ暮ぐれ坂ざかさんは、取り込めばかなり強くなれるはずよ。ここまで強大な魔ま力りよくの持ち主は滅めつ多たに居ないから。……流石さすがグランディータの秘ひ蔵ぞうっ子ってところかしらね」

　子夢の説明に、喜んだ様よう子すで白い幼女が得藻へ飛び付いた。その拍ひよう子しに、気き絶ぜつしていたらしき得藻が意い識しきを取り戻す。瞼まぶたを開いた彼女が見たのは──




　ブラウスはひん剝むかれ、ブラも取り払われ、日の下に晒さらされた自分のＤカップと、そこに吸い付こうとしている白い幼女の姿すがただった。




「ああぅええ!?　な、何事──」

　──はむっ、ちゅぅぅうううううううううう～～～～っっ！

「ふにゃぁぁああああああああああっっ!?」

　……得藻が問い詰める暇いとまなく、幼女は彼女のおっぱいへ吸い付いてきた。執しつ拗ように、執しゆう念ねん深く、ＪＣの乳ち房ぶさを吸い立てる。

「やっ……やぁ……！」

　レロレロ、チュッチュ、チュパチュパ……。

　……舐なめられたり、甘あま嚙がみされたり、舌したの上で転がされたり……得える藻ものおっぱい、その先せん端たん部ぶは何だか凄すごいことになっていた。

（な、何これぇ……こんな感覚、初めて……!?）

「さ……先っぽが……切せつないぃ……！」

　ピクンピクンと痙けい攣れんする得藻……と、その輪郭が、唐突にあやふやになった。その現げん象しようは得藻だけでなく──白い幼よう女じよにも及んでいる。

　境きよう界かいが無くなったかのような二人は徐じよ々じよに重なり合っていって……やがて、区別が完全に消しよう失しつした。

　それを見計らったように、得藻の動きを制していたゴーレムたちが離れる。支えを失いながらもその少女は、両の脚あしでしかと地面に立った。

「──うん♪」

　ツーサイドアップの髪かみを振って、感覚を確かめる。猫ねこを思わせる愛らしい容よう貌ぼうには、溢あふれ出す自信が感じられた。細ほそ身みの肢し体たいにそこだけアンバランスに実ったＤカップ……それらはどこまでも得藻のそれだったが──

　──なびく髪は白く、輝く瞳ひとみは灰はい。その身に纏まとわれるのは魔ま術じゆつ師しのローブではなく、身体からだの線に密みつ着ちやくするレオタードの如ごとき白き衣い装しよう。

「ベルちゃん、それじゃあ、始めよう」

「うん、お母かあさん♪」

　白い得藻は、笑顔で子ね夢むの手を取った。そして──

「──《クリエイト・ダンジョン》」

　子夢により、魔ま王おうのみが用いることが出来る『ダンジョン創そう造ぞうの魔ま法ほう』が発動する……。




　──慧けい慈じがその揺れを知っているのは当然だった。

　ほんの少し前に、自宅で嫌いやというほど体験したのだから。

「え？　おい、まさか──」

　慧慈の見守る中、校舎だった瓦が礫れきが宙ちゆうへ浮かび上がり──新たな形を成していく。

　組み上がり、形成されていく新しい姿すがたは、複雑怪かい奇きな構こう造ぞうを持つ異い様ように巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつ。一目ではその全容を摑つかむことなど出来はしない……。

　それを初めて見る和かず位いと杏あ梨り子すは、ただ呆ぼう然ぜんとするだけだった。

　白しろ鐘がね学園、中ちゆう等とう部ぶ校舎も高こう等とう部ぶ校舎も、その広大な敷しき地ちさえも、慧慈と和位には……冒険者には慣れ親しんだあの場所へと変へん貌ぼうしていく。

　本来は地下にある巨大迷めい宮きゆう。〝熱き混こん沌とん〟へと至る道。

　即すなわち──ダンジョン。

　白しろ鐘がね学園、慧けい慈じたちの学校がダンジョンに変わる……。




　──けれど、それだけでなく。




　一見すると白はく亜あの城のようなそのダンジョンには、『腕』があった。

『頭』もあったし、『下か半はん身しん』は馬のようで、『脚あし』は四本。

　大まかに言えば『ケンタウルス』に酷こく似じした形をしていて──




　──ズンッ。




　その『脚』が大だい地ちを踏み締める。




　──ズンッ……ズンッ……！




　それが一歩ずつ歩き始めて……。




　詰まるところそのダンジョンは──




「……巨きよ大だいなゴーレムじゃないか……！」




　──ちょうど馬の背中部分に位置する空中庭てい園えん風ふうフロアで、慧慈は驚きよう愕がくの表情で呟つぶやいていた。

　その目が、巨大ダンジョン＝ゴーレムの進行方向を捉とらえる。

　その途と端たん固まった慧慈へ、和かず位いが心配げに声を掛けた。

「オ、オイ、慧慈……？」

「か、和位、これは……ヤバい」

　慧慈は、薄ら寒い感覚に全身を震わせた。

「このダンジョン＝ゴーレムが向かう先に……俺おれの家がある……！」

「ソレは……ご愁しゆう傷しよう様だな……」

「いや、そうじゃなくてな……」

　どう説明すればいいのか、慧慈は解わからなかった。

　グラの幻げん覚かくでちょっと大きな普通の家に見せ掛けられている慧慈たちの自宅は、その真実の形は未いまだ巨大な塔とう型がたダンジョンなのだ。

　──その頂ちよう上じようは、雲に達する。

　それと、このゴーレムが激げき突とつして、万まんが一いち慧けい慈じたちの自宅ダンジョンが倒れたら──




　冷ひや汗あせだくだくの慧慈を、流石さすがにどうしたのかと和かず位いと杏あ梨り子すが見ていた……。
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　麗うららかな陽ひ射ざしが降り注そそぐ今日きようは、まさに春真っ盛りと言って良かった。

「洗せん濯たく物ものも早く乾いて助かるわ～」

　自宅の緑豊かな庭に立ち、日ひ暮ぐれ坂ざか桜乃さくのはのほほんとした顔に一いつ層そうの笑えみを浮かべる。ステップを踏むように軽やかに、物もの干ほし台からシャツにズボン、タオルを次々と籠かごへ取り込んでいった。

　踊る如ごとき動きに合わせて、爽さわやかな風が桜乃の髪かみを緩やかに撫なでる。その気持ち良さに彼女は目を細めた。

（お布ふ団とんも干せば良かったかしら～？）

「────あら～？」

　鼻歌交じりにそう考えていた桜乃は、唐とう突とつに視し界かいが暗くなったのに目を瞬しばたかせた。あれだけ燦さん々さんとしていた日光が一いつ瞬しゆんで途と絶だえてしまったのである。

（……突とつ然ぜん雲が立ち込めたの？　通り雨でも来るのかしら～？）

　もしそうなら一いつ刻こくも早く洗濯物を取り込み切らないと……そう思った桜乃が確かく認にんの為ために視線を上げたのは至し極ごく当然で──




　──しかし、そこに飛び込んできた光こう景けいは『至極当然』とは程遠かった。




「……あ、あら？」

　雲一つない青空を背に──太陽光を一切遮さえぎって、『巨きよ人じん』がそこに立っていた。……否いな、正確には『巨人』ではない。それの上じよう半はん身しんは確かに『人型』であったが……腰から下は『馬の胴どう体たい』であり、そして『馬の四つ足』が続いている。

　──途と方ほうも無く巨大な『人じん馬ば』……『ケンタウルス』。あまりに大き過ぎて遠えん近きん感かんも狂うようなそれが桜乃を……引っ越しておよそ一ヶ月の日暮坂家の新しん居きよを見下ろしているのだ。

　想そう定てい外がいの事じ態たいに桜乃が固まっていると、そんなことお構いなしに巨大ケンタウルスは足を踏み出してくる。一歩ごとに地じ震しんの如ごとく周囲を震わすそれは、真まっ直すぐに桜乃の方へ──日暮坂家へと向かってきていた。

「え？　ええっ～？」

　桜乃が戸と惑まどい、オロオロするしか出来ない内に──巨大ケンタウルスは決定的な距きよ離りまで接近した。その距離になれば、巨大ケンタウルスのさらなる『異い様ようさ』が目まの当たりに出来る……。

　──それは、はっきりと生物ではなかった。全身に白い甲かつ冑ちゆうを身に着けたようなそれは、その鎧よろいの内に肉や骨などは全く有さず……金きん属ぞく的なシリンダーのようなものや極ごく太ぶとのワイヤーやらを装そう甲こうの隙すき間まから覗のぞかせる。より目を凝こらせば、それら部品の間を走る通路を駆かけ巡る人ひと影かげさえも視し認にん出来たか？

　人工的な要素を多分に含みながら、到とう底てい人の手で生み出せるとは思えない複雑怪かい奇きな構こう造ぞう物ぶつ。それが日ひ暮ぐれ坂ざか家けの敷しき地ちにあと一歩という所まで近付いた刹せつ那な──

「──え？」

　桜乃さくのは背後の自宅が揺らぐのを目にする。バチバチと火ひ花ばなを上げ、ヨーロピアン調のちょっと豪ごう華かな三階建て邸てい宅たくが……遥かに巨きよ大だいな姿すがたへと変へん貌ぼうを遂とげていった。

　それはヨーロピアン調の外観は色濃く残しながらも、天を衝つくようにそびえる塔とう。雲の高さをも超えて彼方かなたの高みへと到ろうとする頂いただき──

　その巨きよ塔とうが巨きよ大だいケンタウルスとぶつかり合い──僅わずかな均きん衡こうの後、いともあっさりと傾斜した。全体に恐るべき勢いで亀き裂れつを走らせ、破は滅めつ的な音を立てて外がい壁へきを剝はく離りさせていく。

　巨塔が倒れる……崩ほう壊かいする。数千メートルに達する圧あつ倒とう的質量が、まるで空が落ちてくるかの如ごとく地表へと崩くずれ落ちてくる──

　その無む慈じ悲ひなまでに強大な衝しよう撃げきに、桜乃の悲ひ鳴めいは響ひびくこともなく吞のみ込まれて……。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──うぉぉおおおおおおっ!?　か、母かあさぁぁああああああああん!!」

「……落ち着け、バカ」

「がふっ」

　──そんな母の最さい期ごを幻げん視し……もとい妄もう想そうしていた慧けい慈じは、背後からの和かず位いの前まえ蹴げりに地面と熱い口付けを交わした。

　ガッシャンコと、慧慈が体たい操そう着ぎの上から装そう着ちやくした部分鎧よろい群が金きん属ぞく音を打ち鳴らす。

「お、俺おれのファーストキスは土の味がしました……」

「ソレがオマエの初キスで構わないっつーなら別にいいが。ンなコトよりも現実を直視しろ」

「……解わかってるよ……」

　スタイリッシュな長身を起こし、慧慈は幼おさな馴な染じみの少年を睨にらんだ。普段は緩んでいることが多いその顔も、今は流石さすがに引き締しめられている。

　……いつもこうなら掛かけ値ねなしの美び男なん子しなのだが。まあ、それはともかく。

「湖こ城じようさん、大だい丈じよう夫ぶ？　足あし元もとに気を付けて」

「……平気だから……」

　慧慈に声を掛けられて、湖城杏あ梨り子すが淡たん々たんと答える。慧慈の心配を余よ所そに、杏梨子の足取りは確かに危なげさが感じられない。足あし場ばがこうも揺れているにもかかわらず。

（アルバイトとはいえ『冒険者』をやってる俺や和位ならまだしも……そうじゃない湖城さんがこのバランス感覚って……？）

　一九八〇、九〇年代に掛けて世界中、当然この日本にも数あま多たに出現した地下迷めい宮きゆう『ダンジョン』。今なお全容が解明されておらず、無数の脅きよう威いを内に孕はらむそこの探たん索さくを生なり業わいとする『冒険者』。彼らは必然的に高い身しん体たい能力を求められる。

　高校二年生の身ながら、その末まつ席せきに名を連ねる慧けい慈じや和かず位いもまた常じよう人じん離れの身体能力の持ち主だが……その二人から見ても、杏あ梨り子すの身体能力は彼らに劣っていない。先さき程ほどなど手足の生はえた自動販はん売ばい機き……恐らくは『ゴーレム』──自律稼か働どうする魔ま法ほう人形であったであろうそれとの戦せん闘とうで華か麗れいな体たい術じゆつを見せていた。……彼女は冒険者ではない、慧慈たちの同級生の普通の女子高生のはずなのに。

　その不自然さを見定めるように、慧慈は杏梨子の肢し体たいを足あし元もとから眺ながめた──

「……で、慧慈。何かオマエ、この件について心当たりがあるみてーだが……？」

　若わか侍ざむらい的ポニーテールを揺らし、そんな慧慈へ和位が問い掛ける。慧慈より幾いく分ぶん下にある顔で、涼やかな瞳ひとみが鋭く細められ──

　ゆさ……ふるっ……。

「……ごくっ」

「──こんな状況で湖こ城じようの胸をガン見してんなよ、オマエ!?」

「……っ!?」

「おおおっ!?　み、見てますん……じょ？」

「……言いい訳わけしてんのか正直に言ってんのか……どっちだよ？」

　バッと胸むな元もとを隠かくす杏梨子の前で視線をさ迷わせる慧慈に、和位は呆あきれ気ぎ味みに訊きいた。

（いや、だってね……仕方ないんですよ!?）

　杏梨子のプロポーションは黄おう金ごん比ひを描く均きん整せいの取れたもので。胸も決して巨きよ乳にゆうというわけではないが、間違いなく『美び乳にゆう』。しかも今それを包んでいるのは、なかなかに身体からだの線を露あらわにする体たい操そう服ふくで──

「その上でこうも足あし場ばが揺れているわけだから、その反動で湖城さんのおっぱいがプルンプルン弾はずんで……男として目が向かないわけがないだろう!?」

「……オマエ、ソレを本人の前で言っていいのか？」

　熱ねつ弁べんを振るった慧慈は、冷静な和位のツッコミに我に返る。

　恐る恐る杏梨子の方を見れば……眼鏡めがねで飾られた杏梨子の切れ長の目が吊つり上がっていた。朱しゆに染まった端たん整せいな顔立ちが、一本三つ編みと共にプルプルと震えている。

「……いやらしい……」

「──で、話を本題に戻していいか？」

　杏梨子の非難に轟ごう沈ちん中ちゆうの慧慈へ、冷れい酷こく無む比ひに和位が問うた。

　見上げれば、昼時の青空が近い。流れゆく雲が普段より間ま近ぢかに感じられた。視線を下げれば、眼がん下かに軒のきを連ねる住宅群の屋や根ねが目に出来て……。

　慧慈の妄もう想そうに出てきた巨きよ大だいケンタウルス型移動構こう造ぞう物ぶつ。しかし、それは妄想の中だけではなく現実にも存在する。……大変遺い憾かんなことに。

　慧けい慈じ、和かず位い、杏あ梨り子すの三名は今、その巨きよ大だいケンタウルスの馬うま部分の背中──本物の馬なら鞍くらが載のるはずの所の端はしに居るのであった。

　木々が生おい茂り小川さえ流れ……ある種の『庭園』を形成するそこで、和位は慧慈へ詰め寄る。

「まー、何つーか……ここが『ダンジョン』なんだろうってコトは、何となく解わかる。ある場所が地上、しかも移動式なんつーモンは初めてだが……今まで何度も赴おもむいたあの場所独特の雰ふん囲い気きが、ココにもあるからな。そして、オレたちの学校が突然ソレに変貌したっつーコトも理解出来る。ただな……オマエは何かソレ以上のコトを知ってんじゃねーのか、慧慈？」

「………………」

　この自律稼か働どうする巨大ケンタウルス型ダンジョン、元は慧慈たちが通う白しろ鐘がね学園高こう等とう部ぶ、及び慧慈の妹得える藻もが通う中ちゆう等とう部ぶだった。それが物理法ほう則そくを超ちよう越えつして今の形に分解・再さい構こう築ちくされるのを、この場の三人は目まの当たりにしている。

「さっきまでのオマエの様よう子す、無む茶ちや苦く茶ちやソレっぽかったぞ？」

　その時の慧慈の様子を指し摘てきして、和位は言った。

（流石さすがに付き合いが長い分、よく見てるな……）

　否定も肯こう定ていもせず、慧慈は辺りを見回す。

（実際のところ……和位の推すい測そくはある程度当たってるんだよな……）

　慧慈は知っている。和位たちほとんどの冒険者が……人類が知らないダンジョンに関する真実を。それらを照らし合わせてみれば……今のこの状況について、慧慈は和位以上の予測を立てることが出来ていた。

「恐らくだけど──このダンジョン、俺おれたちの学校が変へん貌ぼうしたここの何ど処こかに『魔ま王おう』が居る。そいつが魔王にしか使えない『ダンジョン創そう造ぞうの魔ま法ほう』で学校を今の状態にしたんだ」

「……………………」

　慧慈が語った予想に──和位はなかなか返事をしなかった。

（……そりゃそうだよなぁ……）

　諦あきらめ気ぎ味みに慧慈は息を吐く。

『ダンジョンは魔王が造ったもの。全てのダンジョンは最さい奥おうで繫つながっており、そこに魔王が居る』……という噂うわさは大たい概がいの者が耳にしたことがある有名な話だが、大多数の人間はそれを与よ太た話ばなしだと思っている。魔王が実在するなど、夢にも思っていない。……実はそれが割と真実に近い話だと知っているのは、もしかしたら人間では、今や慧慈と得藻だけかもしれないのだ。

　ダンジョンは魔王と呼ばれる人間の特とく異い能力者……地下深くに存在する〝熱き混こん沌とん〟という力の塊かたまりからその一部を引き出せる者たちが、主にその〝熱き混沌〟へ到とう達たつする為ための『道』として創造するものである。

　一九八〇、九〇年代においてはその能力者たる魔ま王おうが大量発生し、彼らの〝熱き混こん沌とん〟争そう奪だつ戦せんの結果、ダンジョンが世界中に大乱立した。

　それらの真実を慧けい慈じや得える藻もは最も早はや基本設定の如ごとく理解しているが……和かず位いはそうではない。

　むしろ『魔王』などという名めい称しようを大おお真ま面じ目めに話した慧慈を、その正気を疑う可能性の方が高いのではないかと思われた。

（……やっぱり言うべきじゃなかったか……？）

　慧慈がそう思い掛けた瞬しゆん間かん──

「……つまり、その魔王をどーにかすりゃ万ばん事じ解決なワケか？」

　堂どう々どうと言ってのけた和位へ、慧慈は親愛のハグをした。──直後に密みつ着ちやく距きよ離りからの鉄てつ拳けんに鳩尾みぞおちを抉えぐられる。

「何気持ちわりーコトしてんだ、オマエ？」

「……ぐっ……そ、そんなことより……信じてくれるのか？」

「信じるも何も……」

　呻うめきながらも見み据すえてくる慧慈に、和位は嘆たん息そくしつつ返す。

「得藻ちゃんがヤベーかもしれねぇ時に、オマエはウソとかホラとか吐かねぇだろ？」

「……そういう判はん断だんか」

　得藻の兄としての慧慈を信じてくれたらしい。

「……とゆーか、コレでウソとかホラとか冗じよう談だんならオレはオマエを殺すね」

「……ヤバい、目がマジだ……」

　底冷えする和位の眼がん光こうに、正直に話して良かったと慧慈は安あん堵どする。と──

「私も……信じる、わ」

　ぽそりと杏あ梨り子すの言葉。慧慈はポカンと固まった。

（まさか、湖こ城じようさんも信じてくれるなんて……！）

　これは、彼女のデレ期来た!?　と慧慈が踊り出しそうになった、刹せつ那な──

「（オイ、ちょっと待て、慧慈）」

　その首根っこを和位が摑つかむ。

「（何で邪じや魔まするんだ、和位!?　今から俺おれは湖城さんへ感かん激げきと親愛のハグからの口付けを……）」

「（そーゆーセクハラはマジでやめとけ……って、ソレ以前にだ）」

　慧慈の耳元へ、和位は囁ささやく。

「（付き合いの長いオレはさっきのオマエの話がウソじゃねーって何となく解わかるが……湖城には本気で信じる根こん拠きよが無ぇだろ？　こーもあっさり信じるなんて……ヘンじゃねえか？）」

　和位の主張に……慧慈は呻く。

　実際、そうなのだ。慧慈の語った内容は、本来なら与よ太た話ばなしと笑い飛ばされるような代しろ物ものである。和かず位いのように独自の根こん拠きよがあるのならばともかく、そうでないはずの杏あ梨り子すが疑いもせず信じるなど……奇き妙みようなのだ。

（……解わかる。和位の言い分も。──ああ、だけど、それでも……）

　杏梨子をちらりと横よこ目めで見る慧けい慈じ。それでも──杏梨子へ疑念を抱きたくない自分を、慧慈は内に感じ取った。

　そんな彼を以い心しん伝でん心しんで感じたのだろう。和位は深々と溜ため息いきを吐く。

「（とにかく、一応警けい戒かいしとくぞ？）」

「（……ＯＫ）」

　ひとまず慧慈と和位の話がまとまったところで──

「──ねえ。あれ……何かしら？」

　杏梨子がふと上方を指差す。最初、慧慈も和位も彼女が何を指差しているのか解わからなかったが……暫しばし目を凝こらして、このダンジョンの上空を旋せん回かいする『何か』に気付いた。

「──アレか。……何だありゃ？」

「というか……まだ遠いのに良く見付けられたな。目がいいんだね、湖こ城じようさん」

「……まあ、ね……」

　ぶっきらぼうに目を逸そらす杏梨子を不ふ思し議ぎに思いつつ──慧慈は「ん？」と首を傾かしげた。

（あの飛ひ行こう物体、何か見たことが……？）

　大まかに、非常に大きい……慧慈たちが背に乗っても余よ裕ゆうがありそうな翼つばさある獅し子し。ただし、本当なら頭部があるはずの部分にそれが無く、代わりに生はえているのが小こ柄がらで細ほそ身みな金きん髪ぱつの少女の上じよう半はん身しんで──

「──って、ありゃ『スフィンクス』!?　クソ、ダンジョンなら魔ま物ものが居るのも当然か……！」

　魔物──魔ま王おうが主にダンジョンを防ぼう衛えいする為ために生み出した異い形ぎようの生物。そして、ダンジョンを探たん索さくする折に冒険者の一番の脅きよう威いとなる存在。腰に愛用の刀が無いことに舌した打うちしつつ、和位が体たい操そう着ぎに包まれたしなやかな肉体を身み構がまえさせたのは自然な反応で……だが。

「や、ちょっと待て、和位！」

　臨戦態たい勢せいを取ろうとした和位を諫いさめ、慧慈は腰から愛用の長ちよう剣けんを抜く。攻こう撃げきの為ためではなく、刃やいばで太陽光を反射して合あい図ずとする為に。

　向こう──スフィンクスもその合図に気付いたようだ。その翼が慧慈たちの方へ向く。

　数秒後、彼女は慧慈たちの許もとへと降り立った。

「……デカい……！」

　少女の上半身は小学校高学年程度の華きや奢しやさ。しかし下半身たる翼ある獅子はちょっとした象ぞうに匹ひつ敵てきする体格。通常のスフィンクスよりずっと大きく、より力強さを感じさせた。

　和位、杏梨子は警戒も露あらわだが、慧慈は笑顔で親愛のハグを……しようとして前まえ脚あしに踏まれる。

「──けれどっ、我々の業界ではご褒ほう美びです!!」

「……何ど処この業界のこと？」

　呆あきれた眼差まなざしで慧けい慈じを見下ろすスフィンクス。彼女の身体からだはそのまま煌きらめきに包み込まれ──下か半はん身しんも外見年ねん齢れい相そう応おうの少女のそれに変わる。

　獣けもの耳みみと尻尾しつぽが出ているのはご愛あい嬌きようだが。

　日ひ暮ぐれ坂ざか家け自宅ダンジョンを巡る戦いで絆きずなを結んだ『魔ま人じん』ルーラ──八〇、九〇年代の〝熱き混こん沌とん〟争そう奪だつ戦せんの勝利者たる〝最後の魔ま王おう〟の娘むすめの姿すがたがそこにあった。

「ルーラ、何でこんな所に──」

「触らないで近寄らないで半はん径けい二メートル以内に！」

　……訂てい正せい。ルーラと絆を結んだのは主に得える藻もの方で、慧慈は諸しよ事情（色々なセクハラを行った結果）により、ルーラに距きよ離りを置かれています。

　そんなフレンドリーな慧慈とルーラのやり取りに、和かず位いと杏あ梨り子すは訝いぶかしそうな顔をした。

「……オイ、コラ、慧慈」

「……ん？　何だ和位？」

「その小こ娘むすめ……魔ま物ものじゃねえのか？」

　険しい目でルーラを睨ねめ付ける和位──が、彼の『小娘』発言にルーラはムッと来たようで、言い淀む慧慈を押し退のけ和位の前に出た。翡ひ翠すい色いろの法ほう衣いに包まれた胸むな元もとを反そらし、エメラルド色の眼光で和かず位いを射い抜ぬく。
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「……何？　男のくせにポニーテールにしてるこの変なの？」

　ピキッ……と、ルーラの台詞せりふに和位のこめかみが引き攣つる。

「……慧けい慈じ、何だこの張ってるクセに絶ぜつ壁ぺきの胸の持ち主は？」

　ピキキッ……と、和位の台詞にルーラのこめかみも引き攣った。

「がるるっ……！」

「ああっ!?」

　凄せい絶ぜつにガンを付け合うルーラと和位。出会って数秒で犬けん猿えんの仲を体現し始めた二人に、慧慈でさえ些いささか途と方ほうに暮れた。と──




　次の瞬しゆん間かん、慧慈は静せい謐ひつで厳おごそかな声を聴きく。




　煌きらめけ　結けつ晶しよう

　滅び行く世界に　微かすかな光を投げ掛けよ

　囁ささやけ　風音

　沈みゆく世界に　優しき子こ守もり唄うたを与えよ




　繁はん栄えいの日々は　最も早はや遠く

　栄光の輝きは　既すでに頭ず上じように無し




　誰だれもが歩み往ゆくのを止め

　座して死を待つことが必然なら

　この世界のなんと厳きびしきことか……




　それを　絶望だと断じるならば──




　ほんの束つかの間ま　全てを覆おおい隠かくせ

　泣き疲れて眠る子供の　涙の跡が乾くまで

　倒れ挫くじけた旅人が　再び立ち上がる時まで

　いずれ角つの笛ぶえが鳴り響ひびき

　この世界に真の終しゆう焉えんが訪れるとしても──




　その先にある何かを願い




　全ての生命に慈じ愛あいの眠りを与える……




　──終わる世界の最後の冬となれ




　黄昏たそがれに溶ける日を夢見て──舞い降りよ

　闇やみの彼方かなたに光あれ……《フィンブルヴェトル》




　文もん言ごんが結ばれた瞬しゆん間かん──雪が、氷が、霜しもが……春はる爛らん漫まんだった世界を一いつ瞬しゆんで冬に変える。

「んおっ!?」「グアッ!?」「ひゃぅぅっ!?」

　吹雪ふぶきどころか雪ゆき嵐あらしと化した天てん候こうに、一瞬で慧けい慈じたちは崩くずれ落ち──

「……ご、ごめんっ。グランディータが魔ま法ほうを撃うつから、それを報しらせに私、来たんだった……」

「……そ、そういうことは……早く……」

　平謝りのルーラに、流石さすがに慧慈もツッコんだ──




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　魔法とはダンジョンの出現と共にこの世にもたらされた技術である。

　ダンジョン内に満ちる『マナ』と呼ばれるエネルギー、それに働き掛けて炎ほのおや雷かみなり、吹雪などの現げん象しようを発生させる術じゆつ……と考えておけば概おおむね間違いではない。

　マナはダンジョンの出入口から地上へも溢あふれ出しており、故ゆえに地上でも魔法を使うことに問題は無かった。

　とはいえ、魔法は思し念ねんや詠えい唱しようでマナに働き掛けるものである為ため、使うには稀け有うな才能が必要であるし、どれだけの規き模ぼの現げん象しようを引き起こせるかも才能の大小に左右される部分が大きい。

　なので──今眼前に存在する移動式巨きよ大だいケンタウルス型ダンジョン、ゴーレムの一種でもあると思われるそれを、誇こ張ちよう抜きで動く山の如ごときそれを、丸ごと凍いて付かせることが出来るなど魔法の桁けた違ちがいの才能の持ち主であることの証しよう明めいに相そう違いないはずなのであるが……それを為なした当人は何ど処こか不満、そして不安そうだった。

「──ううむ……？」

　低く唸うなってその当人──夜や会かい服ふく姿すがたのセクシーな美女は眉まゆ根ねを寄せる。

　彼女は人間ではない。究きゆう極きよくの魔法を使いこなす最強アンデッド、『リッチ』のグランディータ。慧慈に助力を惜しまない、得える藻もの魔法の師し匠しようである。

　巨大ケンタウルス型ダンジョンゴーレムの鼻先に空中浮ふ遊ゆうし、彼女は銀ぎん髪ぱつショートの頭を右へ左へ頻しきりに揺らす。

「あの……グランディータさん？」

　そんなグランディータ……グラのやや後ろに浮きながら、赤のロングウェーブの少女、マリー……今は人間に近い姿すがたに擬ぎ態たい中ちゆうの、本来は巨きよ大だいな六体の犬の下か半はん身しんを持つ魔ま物もの、『スキュラ』たる彼女は、怖おず怖おずと自分より絶対的に強いはずのリッチへ呼び掛けた。

「見たところ上う手まくいったみたいですけど……どうしたんですか？」

　いつもなら慧けい慈じたちの自宅地下のダンジョンに居るはずの彼女たちが、こうして地上へと出てきているのは他でもない……目の前のこのダンジョン＝ゴーレムの進しん撃げきを止める為ためだ。

　今はグラの幻げん影えい魔法で普通の住宅に見せ掛けている──実際には天にも届く巨大な塔とうである日ひ暮ぐれ坂ざか家邸てい宅たくは、このダンジョン＝ゴーレムの進行方向にある。慧慈が妄もう想そうの中で懸け念ねんしたように、このままいくとその二つは激げき突とつ、間違いなく大だい参さん事じを引き起こすのだ。如い何かに魔物たるグラやマリーでも、今は地下で平へい穏おんに暮らしている彼女たちにとっては、それは決して望ましいことではない。憎にくからず思う慧慈や得える藻ものこともあり、二人はダンジョン＝ゴーレムを停止させる為にここまで来たのであるが……。

「……止まっておらん。完全には……」

　苦にがい声で告げるグラの指差す先を見て、マリーが息を吞のんだ。

　グラの使った魔法、《フィンブルヴェトル》……北ほく欧おう神しん話わで語られる、世界の終しゆう焉えんの前に訪れる最後の冬の名を冠かんしたその魔法は、冷気・氷こおり属ぞく性せいの魔法の中では最強の一いつ角かくに数えられる。その影えい響きよう範囲はとてつもなく広く、使用者の視し界かい全域に及び、その中では物体の分ぶん子し運動ばかりか『時の流れ』などの『概がい念ねん』さえも凍とう結けつし、停止するのだ────本来なら。

　そんな『絶対停止の世界』と化しているはずの視界の中で……ピシィッ……パシィッ……と、するはずの無い『音』が響ひびく。それの出で所どころは……巨大ダンジョン＝ゴーレムの『脚あし』。その膝ひざ関かん節せつ部分から、氷が割れる音が鳴り響いているのだ……。

「噓うそ……《フィンブルヴェトル》を受けて、完全に凍り付いていないの!?　……あ、でも──」

　マリーは気付く。問題のダンジョン＝ゴーレムの中に、相当な数の人の気け配はいがあることに。

「……彼らに影えい響きようが出ないように、手て加か減げんしたんですか？」

「それもある──が、それを差し引いても完全に動きを止められなかったのは予想外じゃ」

　苦にが々にがしいグラの言葉に、マリーは目を見開く。

　ダンジョン＝ゴーレム内部に多数の人が存在することは、グラも察していた。彼らを死なせてしまわぬよう、魔法の冷気をある程度弱めたことも事実。……だが──

「それでもわしの《フィンブルヴェトル》にこうも抵てい抗こうするとは……とんでもない対魔法防ぼう御ぎよ力りよくじゃのう……」

　感心しつつも、地下世界で魔法の第一人者を自じ称しようするグラは様さま々ざまな角度から思し考こう・分ぶん析せきを展開させていた。

　──そして、一つの結論に達する。

（……あり得ん）

　自身の《フィンブルヴェトル》がこのように防がれ、完全な効果を発はつ揮きしないなど──

　ダンジョンは魔ま王おうが造るものである。故ゆえに、如い何かに強大なリッチとはいえ、元がん来らい魔王の下げ僕ぼくに過ぎないグランディータでは、魔王が直じき々じきに造ったダンジョン＝ゴーレムは完全に凍とう結けつ出来ない……という理り屈くつは今回の場合成り立たない。

　根こん拠きよは二つ。まず目もく前ぜんのダンジョンを造った魔王が、グラの主あるじたる魔王ではないこと。確かに魔ま物ものには、主たる魔王の造ったダンジョンを傷付けられない制限が課せられているが……それはあくまで主のダンジョンに対するものであって、他の魔王の所有するダンジョンはその括くくりから外れる。現に〝最後の魔王〟を主とするグラは、魔王と化した慧けい慈じの父親、栄えい太た郎ろうが造った塔とう型がたダンジョンは同じ魔ま法ほうで凍結出来ているのだ。つまり今回の場合──

（……純じゆん粋すいに、わしの魔法がダンジョン＝ゴーレムの魔法防ぼう御ぎよを完全に凌りよう駕が出来ておらぬということに他ならんのじゃ……）

　しかし、それもまた考えられないのだ。

　魔王の力の根こん源げんは、前述した通り地下深くに存在する〝熱き混こん沌とん〟である。なので必然的に、魔王の力は〝熱き混沌〟に近い地下に潜もぐるほど強まり、逆に離れる地上、さらには上空へと行くほど弱まる傾向にあった。

　ダンジョン＝ゴーレムの何ど処こにその主人たる魔王が居るのかは解わからないが……地上の、それもかなり高さのあるダンジョンに座している以上、その者は〝熱き混沌〟の力を相当引き出し難くなっているはずなのである。

　それでグラの超魔法を完全ではないにせよ防ぐなど……信じ難い。

（……何か、秘ひ密みつがあるとしか思えんのう……）

　問題は、それが何なのかグラをして想そう像ぞうも出来ないということなのだが。

　腕組みし呻うめき始めたグラ──と、その懐ふところで微弱な震しん動どう。それを行う物体……手のひらサイズの水すい晶しよう球だまを彼女が取り出した途と端たん、その球きゆう体たいが眩まばゆい光を放つ。

『グラさぁぁああああああああああ～～～～～～～～んっっ!!』

「ぬおっ!?」

　その光が収まった後──大映しになった慧慈の顔……睫まつ毛げは凍り付き鼻からつららを垂たらし、唇くちびるはド紫むらさきの凍とう死し寸前の様よう相そうとなった顔面に、流石さすがにグラもドン引いた。




「ひひひ……酷ひどいって！　危うく凍こごえ死ぬところだった……！」

『いやー、すまんのう。魔法を使う直前にダンジョン＝ゴーレムの上に人の気け配はいを感かん知ちしてのう。救助をルーラに託したんじゃが……ちゃんと完了の報告を待って魔法を撃うつべきじゃったな』

　ガタガタ震えて訴える慧慈に、水晶球の向こうでグラが謝しや罪ざいした。

　あの後──ここは南なん極きよく、或あるいは北ほつ極きよくかという環かん境きようと化した庭てい園えん部分から、運良く見付けた入口よりダンジョン＝ゴーレム内部へ逃げ込んだ慧けい慈じたち。外より多少ましな環かん境きようのそこで、慧慈はルーラより借りた水すい晶しよう球だま……遠くの相手と対話する為ための魔ま法ほうの道具でグラと連れん絡らくを取ったのである。

　……まあ、それで最初に飛び出したのが危うく死に掛けたという文もん句くなのは、ご愛あい嬌きようだろう。

　そんな慧慈の背後では和かず位いと杏あ梨り子すも身を震わせており、唯ゆい一いつ平気そうなルーラ（予あらかじめ対冷気の防ぼう御ぎよ魔法を使っていたらしい）が若じやつ干かん申もうし訳わけなさそうにしている。

「こここ湖こ城じようさんっ。つらいようなら俺おれの腕の中へＷｅｌｃｏｍｅ！」

「……大だい丈じよう夫ぶ、だから……くしゅっ」

　可愛かわいくくしゃみをしながらも「温めるよ！」という慧慈の申し出を辞じ退たいする杏梨子。

「……まー、賢けん明めいな判はん断だんだな……」

　そのままうっかり慧慈の腕の中などに行けば、杏梨子の貞てい操そうの危き機きである。へこんで体たい操そう座りをする慧慈を尻しり目めに、和位は幼おさな馴な染じみが放ほう置ちした水晶球を拾い上げた。

　和位とグラ、距きよ離りと空間を越えてお互いを見定め合う──

『……君が皆みな守かみ和位君かのう？　慧慈君や得える藻もちゃんから聞いておるぞ』

「こっちはアンタのコトを何も聞いてないワケだけどな。……で、単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きくが、何者？」

『魔物じゃよ。ただ、慧慈君や得藻ちゃんの味方じゃ。それ以上の詳しい事情は……まあ、話すとかなり長くなるのう……』

「……つまり、ひとまずオレにとっても敵じゃねえってコトだな？　なら、今はとりあえずソレで充分だ」

　鼻を鳴らし、和位が言い切った。それに目もく礼れいするグラ。横よこ目めで和位が「終わったら全部話せ」と無む言ごんの催さい促そくをしてきたのを、慧慈も頷うなずいて了りよう承しようする。

『さて、ひとまず納なつ得とくがいったところで──情じよう報ほう交換といくかのう。慧慈君、何があったんじゃ？』

　和位から水晶球を投げ渡された慧慈は、手て短みじかに今に至る経けい緯い……ベルというらしい白い幼よう女じよとの遭そう遇ぐうから自じ販はん機きゴーレムとの戦い、そして謎なぞの衝しよう撃げきによる学がく舎しや崩ほう壊かいとその後の白しろ鐘がね学園の巨きよ大だいケンタウルス型ダンジョン＝ゴーレムへの再さい構こう築ちくをグラへ伝える。

　水晶球の向こうで、グラが難しい顔をした。

『要するに……慧慈君も誰だれがそのダンジョン＝ゴーレムを誕たん生じようさせたか、見てはおらぬわけじゃな？』

「そうなるよ……」

　首を縦たてに振り、慧慈は……さらなる心配事も口にする。

「そして、校舎崩壊時の衝しよう撃げきの方向性から考えて……その直前に中ちゆう等とう部ぶの方で何かがあったのは確実だと思う。……得藻が心配だ……」

　妹思いの兄の顔を覗のぞかせる慧慈に、グラは何やら手元で操そう作さを行う。

『……得える藻もちゃんのケータイに……通じんのう。ダンジョン内に電でん波ぱが届かんのかもしれんが』

「……いや、でも、俺おれ、前に地下のダンジョンでスマホが通じたぞ？」

　最近の携けい帯たい電話にスマートフォンは、ダンジョン内でも通じるように設定されている。直前に体育の授業を受けており、手元にそれらが無かった慧けい慈じたちはともかく……得藻が通話に出ないのは何とも嫌いやな予感を覚えさせた。

「……やっぱり、得藻との合ごう流りゆうを目め指ざしたいよな。ああ、でも、このダンジョン、中ちゆう等とう部ぶだった場所って……何ど処こなんだ？」

　慧慈は周辺を見回す。巨きよ大だいケンタウルス型ダンジョン＝ゴーレムの内部は、大まかに吹き抜けのような構こう造ぞうだった。その中空を網あみのように、通路や階段、そしてこのゴーレムを稼か働どうさせる為ためのものと思おぼしきシリンダーやワイヤーが走っている。地下ダンジョンのような閉へい塞そく感かんは薄いものの……足あし場ばがしっかりとしていない感覚があった。浮ふ遊ゆう感かんに捕とらわれそうである。

　当然、元の白しろ鐘がね学園の面おも影かげは無い。ぶっちゃけ慧慈には、今自分が居る場所が本来の学園では何処だったのかさえ解わからぬ有あり様さまだ。

（さっきの庭園が、元は自じ販はん機きコーナーとその周辺だったわけだからな……）

「──でも、ダンジョン探たん索さくってそもそもがそういうものでしょ？」

「ああ──って、え？」

　一度は同意して──慧慈はその言葉に耳を疑う。

　言っている内容は正しいのだが……言った人物が問題で。

「こ、湖こ城じようさん？　良く知ってるね……冒険者、嫌きらいって聞いてたけど……？」

　慧慈に問われ、杏あ梨り子すがはっとした様よう子すで口くち元もとを押さえた。ばつが悪そうに目を逸そらす。

　それに疑念の籠こもった眼差まなざしを向けつつ──和かず位いが改めて口を開く。

「まー、得藻ちゃんを捜して合流ってのはオレも同意だがな。正直まともに探索出来るのかって懸け念ねんもあるぞ？」

　言って和位が示すのは自らの格かつ好こうだ。

　学園指定の体たい操そう服ふく。上は白シャツ、下はジャージ。杏梨子の方は下がスパッツとなる。

　慧慈はそれに加え、左右非ひ対たい称しようの部分鎧よろい群で全身を覆おおい、腰には長ちよう剣けんを佩はいているが……和位と杏梨子は丸腰であった。はっきり言ってダンジョンを探索する格好ではない。

「オマエいわく、その装そう備びは美人のオネーサマに貰もらったプレゼントだっけ？　ブレスレットとかいった装そう身しん具ぐに擬ぎ態たいさせていつでも持ち歩けるってのは、ホントーに便べん利りだな……」

「ちなみにこれ、グラさんから貰った物なんだけど」

「……マジか？」

　羨うらやましそうな和位に慧慈が返した言葉は、彼の目を丸くさせた。

「何つーか……オレも正直、一いつ式しき欲しいぞ、そーゆー装備──」

『──あるぞ』

「「……へ？」」

　水すい晶しよう球だまから響ひびいたグラの声に、慧けい慈じと和かず位いの声が唱しよう和わした。

『ふっふっふ……先せん見けんの明めいというやつじゃな。実は何かで必要になるかと思い、使えそうな装そう備びを見み繕つくろって準備してきたのじゃよ』

　誇るグラの声に、和位は問い返す。

「オレ、刀を主しゆ武ぶ器きにするいわゆる侍さむらいスタイルなんだが──そーいうので使えそうなのも、あるのか？」

『奇き遇ぐうじゃのう。侍系けいの装備ならちょうど一式、ルーラに持たせておるわい。わしが持っていても意味の無い物じゃし、使ってくれて構わんぞ』

「……ありがたいぜ」

（……その装備の元々の出で所どころは、話さない方がいいよな、きっと……）

　グラに挑いどんで負けた者たちの装備を剝はぎ取った物……という事実は、慧慈は胸の奥に仕し舞まっておくことにする。

『そんなわけじゃ、ルーラ。和位君に件くだんの装備を渡してやってくれ──』

「いや」

『…………………………なぬ？』

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく首を横に振ったルーラに、グラが絶ぜつ句くした。

「……オイ、コラ、ガキンチョ」

　和位のその呼び掛けに、ルーラに青あお筋すじが浮かんだのを慧慈は見み逃のがさない。

「持ち主がオレにくれるって言ってんだ。寄よ越こせ」

「……いや」

　和位にも青筋が浮かぶのを慧慈は確かに見る。

「ああっ!?」

「がるるっ！」

　凄せい絶ぜつにメンチを切り合う両名に、水晶球の中でグラが目を点にしていた。

『……慧慈君。あの二人……何があったんじゃ？』

「何というか……相あい性しようが無む茶ちや苦く茶ちや悪いみたいで……」

　どうしたものかと天を仰あおぐ慧慈とグラ。

（……こんなことやってる場合じゃないのに……）

　とにかく、早く二人を宥なだめなければと慧慈が一歩踏み出そうとしたところで──

「──ま、待って、日ひ暮ぐれ坂ざか君、そこは……！」

「……え？」

　──カチリッ。

　その音に、皆の視線が慧慈へと集まる。




　何　か　踏　み　ま　し　た　！




　──瞬しゆん間かん、慧けい慈じの足あし元もとを支えていた床……というか、通路の一いつ角かくが消しよう失しつする。

　……それに、割と近くに居た杏あ梨り子すとグラの映った水すい晶しよう球だまも巻き込まれ──

「け、慧慈っっ!?」

　通路の手すりから身を乗り出し、遥か下方へと落らつ下かしていく慧慈へ叫ぶ和かず位い。

　その姿すがたがどんどん遠ざかっていくのを、慧慈は舌した打うちしたい気持ちで見上げるしかなかった。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──うーん。これは……困ったわねー」

　玉ぎよく座ざ……というより、艦かん長ちよう席せきを思わせる豪ごう奢しやな椅い子すに腰掛けて、糺ただすノの森もり子ね夢むは頰ほおに手を当てた。二六歳さいという年ねん齢れいを二分の一にしても、下へ手たをすれば違い和わ感かんが無いほどの童どう顔がんに、今は困った風ふうな表情が浮かぶ。

　その視線の先の空中に投とう影えいされる、巨きよ大だいケンタウルス型ダンジョン＝ゴーレムの外の映えい像ぞう。雪と氷に包まれた巨きよ人じん馬ばの姿すがたに、子夢の眉まゆが跳ねたり下がったりする。

「《フィンブルヴェトル》……やっぱり桁けた違ちがいに強力ねー。この子の進しん攻こうが止められちゃったわ。完全には凍り付いてないみたいだけど……」

　映像の中で、ダンジョン＝ゴーレムが身じろぎを繰り返す。徐じよ々じよに、徐々に前方へと進んではいるのだが……先までと比べれば文字通り馬と亀かめほどの速度の差があった。

「このままじゃ『目的地』に着くまでにどれだけ時間が掛かるか……やってくれるわね、リッチ……グランディータ」

　映像の一部を拡大、そこに映る夜や会かい服ふく姿の美女へ憮ぶ然ぜんとした表情を向ける子夢。

　が、一度頭を振ると、彼女は気を取り直したように明るい声を出した。

「──ま、それなら『皆』にも協力してもらいましょう。ベルちゃん、お願いね～」

「はーい、お母かあさんっ」

　子夢に嬉き々きとして返したのは──得える藻もだった。しかし……それは本当に得藻なのか？　確かに猫ねこを思わせる愛らしい顔もツーサイドアップの艶つややかな髪かみも、白しろ鐘がね学園中ちゆう等とう部ぶ二年生女子で最大と謳うたわれる胸も得藻以外とは思えないが……白い。何というか、ことごとく白い。

　得藻の肌はだは元々白かったが……それに加え、今は髪も白、瞳ひとみも銀に近い灰はい。衣い装しようなどぴったりと素す肌はだに密みつ着ちやくする白のレオタード──体たい操そう部所しよ属ぞくの得藻が部活で着る物ではなく、何ど処こか近未来を思わせるデザインの代しろ物ものを着用していた。

　何より違い和わ感かんを覚えさせるのは……その表情だろう。一三歳さいという年ねん齢れいと比しても、あまりに無む邪じや気きで幼おさな過すぎるのだ。そこに幼よう児じの如ごとき残ざん酷こくさを感じさせるほどに──

「──お、お母かあさん？　一体どういうことですか……？」

　そこに、子ね夢むとも白い得える藻もとも違う第三者の声が響ひびく。

　二人がそちらへ目を向ければ、肩ほどの髪かみの凛りんとした雰ふん囲い気きの少女。彼女を中心として何十名もの白しろ鐘がね学園中ちゆう等とう部ぶ、高こう等とう部ぶの生徒たちが集められていた。

　──周囲を、異い形ぎようの姿すがたのゴーレムに囲まれて。

　多くの生徒が怯おびえるしかない中で、少女はすっくと立ち、子夢たちを見み据すえていた。ただし、よく見れば脚あしが微かすかに震えていたが……。

　それを可愛かわいいものを見るように目を細めて眺ながめた子夢が、クスクスと笑う。

「強がっちゃって……昨日きのうあんな目に遭あったのに、勇ゆう敢かんねー、風ふう紀き委員長さん？」

　言われて、高等部で風紀委員長を務めている少女はかぁっ……と頰ほおを染めた。その様さまを見て、子夢がパンッと手を打ち合わせる。

「そうね。じゃあ、まずは風紀委員長さんからってことで……ベルちゃん、お願い」

「はーい」

「……え？」

　風紀委員長の両りよう脇わきをゴーレムが固め、彼女を前方へと引っ立てる。そんな風紀委員長の目の前に……天てん井じようから何かがたらーりと垂たれてきた。それは──

　──プルンプルンとした表面張ちよう力りよくに富む、流動するボディの持ち主。

　……『スライム』。正確にはそれを模もしたゴーレムであった。

　その半はん透とう明めいの物体を前に、風紀委員長の顔が冷ひや汗あせに濡ぬれる。

　……昨日、彼女はそれと同じものに大変な目に遭わされていた。

　──実に『性的な意味』で。

「あ、あの……ちょっと待って下さ──」

　風紀委員長のタンマの声など聞く耳を持たず……というか、そもそも耳など無いスライム型のゴーレムは、うぞうぞと風紀委員長へ這はい寄った。──全身で彼女へ覆おおい被かぶさる。

「きゃああっ!?　いやぁぁああああああああああああああっっ!!」

　スライム＝ゴーレムによる、風紀委員長の制　服　溶　か　し　♥　のお時間です。

　ブレザー型制服の上うわ着ぎがボロボロと崩くずれていき、スカートも端はしからほつれていって……本日の委員長の下した着ぎは純じゆん白ぱくのようです。真ま面じ目めな彼女らしいチョイスですね★

　ブラウスシャツも徐じよ々じよに溶かされて、スレンダーな彼女の手て頃ごろなサイズの双そう丘きゆうもお目見えに。触しよく手しゆ状に伸ばされたスライム＝ゴーレムの身体からだの一部がツンツンとつつくと──プリンのように震えます。

「やだっ……やめて──ああっ!?」

　声を張り上げて抵てい抗こうするも空むなしく、粘ねん液えき状じようのゴーレムは委員長のショーツの中にも滑り込んでいって──

「やめてぇ！　そこだけは許し──ああああっ!?　…………ぁ……」

　──無む垢くな少女の蕾つぼみは、人ならざる……それどころか正確には生き物ですらない存在によって解ほぐされ……暴あばかれ……花開かされ……。

「……ぁ……ぁ……っ……あ、ああっ……っっっっ……!?」

　全身をゼリー状物体に絡め取られ悶もだえる風ふう紀き委員長に、子ね夢むは陶とう然ぜんとした表情で微笑ほほえんだ。

「やっぱり、若い娘こっていいわねー。上質な魔力を搾しぼり取れるわ♪」

　そう呟つぶやく子夢の見る前で風紀委員長の身体からだから溢あふれ出した光がスライム＝ゴーレムへと移り──そこからさらに白い得える藻もへと移動していった。それを受け取った白い得藻が不ふ敵てきに微笑する。

「それじゃあ、ちょっといってみるよ！」

「ええ、楽しんできなさい」

　白い得藻の楽しげな声に、こちらも楽しげに返す子夢。

　その童どう顔がんに相応ふさわしい小こ柄がらで細い肢し体たい……そこにアンバランスに実ったＦの果実を持ち上げるように腕を組んで。

　ブラウスの開いた胸むな元もとから覗のぞく、その深い谷間で──『魔ま王おうの証あかし』たる第三の目がギョロリと蠢うごめき、辺りを、他の数十人の生徒たちを睨にらんだ。

「──慧けい慈じ君っ、おい、慧慈君!?」

　突とつ如じよ映えい像ぞうが途と切ぎれた水すい晶しよう球だまを握り締しめ、グラは眉まゆを逆八はちの字じにする。

「グランディータさん、慧慈さんは……!?」

「駄だ目めじゃ、連れん絡らくが取れん……！」

　背後から訊きいてくるマリーへ返し、グラは忌いま々いましげに眼前のダンジョン＝ゴーレムを睨む。

　ここで内部に居る慧慈たちと連絡が取れなくなったのは痛かった。映像の最後の瞬しゆん間かん、慧慈がトラップに引っ掛かってしまったのは目にしていたし、もう一点──

「……あの二人、大だい丈じよう夫ぶですかね？」

　マリーが差すその二名がルーラと和かず位いであることはグラにも痛いほど解わかった。マリーの心配にグラは気の利いた言葉を何一つ返せない。

　あの二人が──映像越しに少し見ただけで険けん悪あくさがありありと解ったあの二名が、そんな二人だけで取り残された。正直……あの後のことを想そう像ぞうするだけで胃いが痛くなりそうである。

（上う手まく……何とかケンカせずにやってくれよ、ルーラ、和位君……）

　願っているグラ本人さえ、多分無む理りだと薄うす々うす確信していたが。

　そんな中──

　……じゅっ……じゅっ……！

　──何ど処こからか、何か音が聞こえた。それは何と形容すればいいだろう？　とてつもなく熱くなった鉄板に水を落としたような……まさにそんな音。

「………………まさか!?」

　グラがダンジョン＝ゴーレムを凝ぎよう視しする。巨きよ人じん型がたの上じよう半はん身しん、そのあちらこちらで白い水すい蒸じよう気きが細く立ち昇っていた。

「噓うそ、《フィンブルヴェトル》の氷が溶け──」

「──マリー、下がるんじゃ！」

　マリーが驚きよう愕がくの声を漏もらすのにやや遅れて、グラが彼女を後ろへ突き飛ばす。

　──赤せき熱ねつ化かしたダンジョン＝ゴーレムの上半身が、その巨きよ大だいな拳こぶしをグラへと振るったのは次の瞬しゆん間かんだった……。
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　──ガクンッ！

「──ぐえっ!?」

　慧けい慈じのただ落ちるだけの空中遊ゆう泳えいが終わったのは、実に唐とう突とつなタイミングだった。

　何ど処こかに叩たたき付けられた──わけではない。その逆、襟えり首くびが上へと引っ張られたのである。




（ど、何処かに引っ掛かった!?）

　──にしても、それは出来過ぎた話に思える。どういうことかと慧慈は、無む意い識しきに閉じていた瞼まぶたを開く……と。

「──う、うえっ!?」

　眼がん下かに広がる虚こ空くう。そこに幾いく重えにも走る通路や階段、ダンジョン＝ゴーレムの駆く動どう機き群ぐん。底は……一切見えない。足あし元もとの暗くら闇やみが全てを吞のみ込む奈な落らくの入口に見えて、慧慈も思わず震えた──

「……ひ、日ひ暮ぐれ坂ざか君……あまり……動かないで……っ」

　荒い息と共に届いたその声は杏あ梨り子すのもの。慧慈より若じやつ干かん上から。そこでようやく慧慈は、己おのれが今どういう状態にあるか理解する。

（湖こ城じようさんが何処かに摑つかまって……俺おれはそんな彼女に支えられているのか!?）

　その状況に慧慈の肝きもが冷える。ガタイのいい慧慈は、体重も平へい均きん的な高校二年生男子を上回るのだ。しかも、今はそれに部分鎧よろい群や長ちよう剣けんの重量も加わっている。それだけの重さを女の子一人が支えているのだから……いつ限界を迎えてもおかしくない。

（下へ手たすれば二人一いつ緒しよにまた落ちるぞ!?）

　罠わなに嵌はまったのは自分。だから自分が落ちるのは構わないが──そこに杏梨子まで巻き込んでしまうのは絶対に避けねばならない。

「俺おれは大だい丈じよう夫ぶだから手を離せ！」──そう伝える為ために慧けい慈じは視線を上に、杏あ梨り子すの方へと向けて……。




　──天てん使しを見ました。




　杏梨子は──上じよう半はん身しんもろ肌だった。正確にはシンプルなスポーツブラは身に着けているのだが……それがまたかなり密みつ着ちやく気ぎ味みで、エロい。杏梨子のお椀わん型……というよりもむしろ玉ねぎ型のツンと上向きのおっぱいが物もの凄すごく強調されている。

　その上、そのおっぱいから下がって腰、お尻しり、太ふと股ももを包むのは、密着度この上ないスパッツであるのだ。何かもう、とてつもなく──

（──シェクシーでごわす！）

　シリアスな顔で鼻はな血ぢを流す慧慈。

「ひ、日ひ暮ぐれ坂ざか君……あまり上を見ないでっ」

　頰ほおを熱くさせて訴える杏梨子。普段クールな彼女の恥はずかしげな様よう子すも、また男心をくすぐる。

（ヤバい……ヤバいですよ、これは……！）

　ナニがどう具体的にヤバいかはともかくとして。

　杏梨子が脱いだ体たい操そう服ふくの上うわ着ぎは、彼女の真ま上うえの通路の手すりに巻き付いていた。落らつ下かの途と中ちゆうで咄とつ嗟さに上着を脱ぎ、それを通り過ぎようとした通路の手すりへ巻き付けて、さらに慧慈へも手を差し伸べる……凄すさまじい反応速度と平へい衡こう感覚、器き用ようさである。

（というか……同じことが俺おれに出来るか？）

　自宅地下のダンジョンに初めて落ちた時、得える藻もを似たような形で助けた慧慈だが……あの時は自身と得藻の位置も近かったし、何より得藻の体重は慧慈よりずっと軽い。今のそれより難なん易い度どはずっと低かったと慧慈には確信出来た。

　慧慈にも出来ぬはずのことをやってのけてしまう杏梨子。

（本当に、一体どういう──）

　──が、慧慈の思考は一時停止となる。

「……おいおいおい……!?」

　バサッ……！　と、重い羽は音おとを立てて眼がん下かより飛ひ翔しようしてくる影が無数。人型に近いが、背中に蝙蝠こうもりに似た翼つばさを生はやし、先の尖とがった尻尾しつぽでバランスを取っている。爛らん々らんと輝く眼めと鋭い牙きばの並ぶ口は凶きよう悪あくで、実に悪あく魔ま的なフォルム──だが、その身を構こう成せいするのは肉や骨ではなく灰はい色いろの石であり……。

「『ガーゴイル』!?　こんな王おう道どう的なのも居たのかよ……！」

　これもまたゴーレムと同じく、魔ま法ほうによる擬ぎ似じ生命体の一種である。

　本来はその外観を利用し、石せき像ぞうに擬ぎ態たい。それにうっかり近付いた相手に奇き襲しゆうを仕掛けるというトラップ的な存在だが──独自判はん断だんで積極的に動き、敵に向かうこともある。

　──主に敵が弱っていたり、上う手まく動けない時を狙ねらって。

　……今の慧けい慈じと杏あ梨り子すの場合のように。

（湖こ城じようさんの下した着ぎ姿すがたに喜んでいる場合じゃない！）

　慧慈は己おのれを叱しかり付け、長ちよう剣けんを抜く。が──

（くそ、振れるか……？）

　杏梨子の負ふ担たんを考えるとそれほど大きく剣は振るえないし、そもそも足で大だい地ちを踏み締しめてはいない現状でどれだけの斬ざん撃げきを放てるか……？　不安要素の多さに慧慈が唇くちびるを嚙かむ、と──

「……日ひ暮ぐれ坂ざか君、ごめんね」

「……は？」

　いきなりの杏梨子の謝しや罪ざい。何の？　……と慧慈が疑問符ふを浮かべた途と端たん、杏梨子が慧慈の襟えり首くびから手を離す。見捨てた──わけではなく、杏梨子自身も通路の手すりに巻き付けていた体たい操そう服ふくを解ほどき、宙ちゆうへ舞った。

「お──おおっ!?」

　再びの自由落らつ下か。下から迫るガーゴイルたちと慧慈、杏梨子の距きよ離りが加か速そく的に狭まる。

　双そう方ほうが交こう差さする一いつ瞬しゆん──ガーゴイルたちが、砕くだけた。

「……っ!?」

　慧慈は見た──杏梨子が体操服の上うわ着ぎを、まるで鞭むちのように振るうのを。

　慧慈の長剣のような業わざ物ものではない……どころか、何ど処こにでもあるただの布に過ぎないそれが、刹せつ那なで音速を超えてガーゴイルたちへ叩たたき付けられる。

　音を置き去りにするそれは、たとえ布でも当たれば威い力りよくは鉄てつ塊かいの如ごとく。灰はい色いろの欠片かけらとなり遥か下の闇やみへ墜つい落らくしていくガーゴイルたちへ、慧慈は呆ぼう然ぜんとした眼差まなざしを向けるしかなく──

「日暮坂君ざか、摑つかまって！」

　──と、そこに再度差し伸べられる杏梨子の手。慌あわてて慧慈はそれを摑む。……繊せん手しゆそのものであるそれが、あれだけの破は壊かいを成し遂とげたことを慧慈は信じられなくて……。

　そんな慧慈の困こん惑わくを尻しり目めに、杏梨子は再び体操服の上着を手て近ぢかな通路の手すりへ巻き付け──ようとしてその目が見開かれた。

　一度は手すりに巻き付いた体操着は──しかし杏梨子と慧慈を支え切れず千ち切ぎれたのである。……超音速で振るわれガーゴイルを砕いたそれは、最も早はや布とも呼べぬほどボロボロだったのだ。

（──いや、でもこのままじゃ……!?）

　落下が止まらない。慧慈は自分の体操服を杏梨子へ貸すことを思い付くが──部分鎧よろい群を装そう着ちやくしている今の状態では、そんな簡単に脱げはしなくて……。

　杏梨子の顔にも僅わずかな焦りと……何な故ぜか微かすかな羞しゆう恥ちが浮かぶ。そうこうする内に次の通路が目に飛び込んできて……しかもその後に、摑つかまれそうな手て近ぢかな通路は見当たらず──

「う、うわわっ──って、あれ？」

　ガクンッ、と、落らつ下かが止まる感覚。慧けい慈じが目をパチクリさせる。

（俺おれは何もやってない……湖こ城じようさんが上う手まく通路を摑んだのか？）

「──日ひ暮ぐれ坂ざか君、上、見ないで！」

「……え？」

　懇こん願がんするように叫んだ杏あ梨り子す。だが、皮ひ肉にくにもそれは逆に慧慈の目を上げさせる結果となった。

　……そして──

（……湖城さんを初めて見たのは、桜さくら並なみ木きの下だったな……）

　舞い散る桜の花はな弁びらの中、杏梨子は幻げん想そう的に佇たたずんでいて……。

　……何な故ぜ、慧慈が今そんなことを思い出したのか？　それはもう必然だった。

　杏梨子は右手で慧慈の手を摑み、左手に持った布を最後の通路の手すりへ結び付けていた。

　その布はもちろん体たい操そう服ふくの上着などではなく──




　──フルンッ。




「……綺き麗れいなチェリーピンクです」

「見ないでぇぇええええええ!!」

　右手に慧慈を、左手にスポーツブラを握り締しめている杏梨子は、どうしても隠かくすことが不可能な己おのれの双そう丘きゆうに顔を真まっ赤かに染めて絶ぜつ叫きようした。
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　風が耳元で甲かん高だかい鳴き声を上げる。

　それほどの速度で和かず位いは落下していた。

　──否いな、それは既すでに『落下』ではない。

　行き過ぎる通路を、時に横から飛び出してくるガーゴイルを蹴けり、さらに下へと加か速そく。

　真ま下したへ向けての猛もう烈れつな『飛ひ翔しよう』だった。

「──慧慈、湖城、ドコだ!?」

　落下した二人を追い掛ける和位……しかし、未いまだその影すら見えてこない。

「……まさか、ドコかで追い抜いた？」

「……それは無いと思うけど」

　事務的な声は和位の横から。

　仏ぶつ頂ちよう面づらをしたルーラが、彼と並へい走そうしていた。

　魔ま人じんの少女は、腰の辺りからスフィンクスの翼つばさのみを出現させている。その飛ひ行こう速度は和かず位いの疾しつ走そう速度に増しても劣らない……。

「………………」

　──和位の速度が少し上がった。

「………………」

　──ルーラの速度がさらに上がる。

「「…………っ！」」

　こんな時にも無む駄だに張り合っている二人だった。

　この様よう子すでは本当に慧けい慈じと杏あ梨り子すを追い抜いていても不ふ思し議ぎではないが……そこは腐くさっても優ゆう秀しゆうさに定てい評ひようのあるこの二人。そうではないことを既すでに把は握あくしつつあった。

　どちらともなく速度を落とし、通路の一つへと着ちやく地ちする。

「「空間が歪ゆがんでる」」

　全く同時に一いち言ごん一いつ句く違たがえず唱しよう和わした二人は、相手を射い殺ころしそうな目で睨にらみ合った。

　……まあ、結論を述べてしまえば──

　このダンジョン、見た目通りのものではない模も様よう。下に落ち続けているかと思えば、実は遥か上へと転てん移いしていたり。そんな仕掛けが満まん載さいのようなのだ。

「……この通路、一〇分くらい前に通ったな」

「……解わかるの？」

「ココの手すりにオマエがぶつかってコケそうになった跡あとがある」

「………………」

　和位の指し摘てきに、ルーラの拳こぶしが握り締しめられた。

「……そういえば、三〇分前にも通ってるみたい」

「何で解る？」

「ここに貴方あなたが滑って転びそうになった跡があるから」

　ルーラの指摘に、和位の奥歯がぎりりっと鳴る。

「ああっ!?」

「がるるっ！」

　……君ら、もういい加か減げんにしなさい。──そんな建設的な意見を言ってくれる人材は、生あい憎にくとこの場には居らず。

　そろそろ二人の我が慢まんも限界に近かった。

「……もー、いい。慧慈の知り合いだから大おお目めに見てたが……マジで引いん導どうを渡してやる……！」

「それはこっちの台詞せりふ……！」

　臨戦態たい勢せいに入りつつある二人に──その時あっけらかんと声が掛けられた。

「駄だ目めだよ、ケンカしちゃ。仲良くね？」

　その声、和かず位いにもルーラにも聞き覚えがあって。

　ルーラにとっては大切な友人。和位にとっては何より大切な──

「「得える藻も!?」ちゃん!?」

　振り向いて──そして二人ともに固まる。

　何な故ぜなら……確かに得藻なのだ。そう見えるのだ。なのに──

「え、得藻ちゃん？　な、何だその格かつ好こう？」

「白い……？」

　全身純じゆん白ぱくの得藻の姿すがたに、和位もルーラも面めん喰くらう。──が、和位の記き憶おく野やが一つの指し摘てきを送り出した。

　自じ販はん機きゴーレムを操あやつった幼よう女じよ、ベル──

（あの幼女に、ドコか似てる……？）

　ニコーッと微笑ほほえんだ白い得藻は、そのままそっと右手を上げて──

「──避けろガキッ！」

「きゃっ……!?」

　和位が反はん射しや的にルーラを突き飛ばし、自身もその反動で反対側へ跳ぶ。両者の間を──

　──純白の《ファイアブラスト》が爆ばく音おんを上げて突き進んだ。

「……え？」

（私を、撃うった？　……得藻が？）

　思し考こうが状況に追い付かずキョトンとするルーラ。そこに和位の怒ど号ごうが飛ぶ。

「バカ！　呆ほうけてると死ぬぞ!!」

　ハッとして咄とつ嗟さに舞い上がるルーラ。結果的に……それが彼女を救う。

　ルーラの死し角かくから、もう一発の《ファイアブラスト》。今度も純白の炎ほのお……だが、そんな色よりも注ちゆう目もくすべき点があった。

「ど、何ど処こから、誰だれが……!?」

　そちらには得藻は居ないし、他の誰かの気け配はいも無い。なのに、何故《ファイアブラスト》が？

　その答えは、本人がいとも簡単に見せ付けた。

「《ファイアブラスト》じゃないよ。《クロスファイア》」

　白い得藻の前に、二つの光の幾き何か学がく的紋もん様ようが生まれる。それらは即そく座ざには撃げき発はつせず、宙ちゆうを舞い、和位とルーラを挟み込むように動いて──その後に爆ばく炎えんを放った。

「《ファイアブラスト》を二発同時に!?　こんな魔ま法ほう知らない──」

「だってお父とうさんのオリジナルだもん。それと──二発じゃないよ」

　白い得藻のその言葉に──和位もルーラも全力でその場から飛び離れた。

　その直後──一〇を超す《ファイアブラスト》が二人の居た地点を焼き払う。

「爆ばく炎えん魔ま法ほうによる十じゆう字じ砲ほう火か……確かに《クロスファイア》だなっ」

　吐き捨てるように和かず位いが言う。同時に、彼の中で確信が生じつつあった。

「オイ、コラ、オマエ……あの時のベルとかいう幼よう女じよか？　何で得える藻もちゃんの顔してる？」

　返答次第じゃ許さん──言げん外がいに籠こめた和位の殺さつ気きを容易たやすく受け流し、白い得藻は軽く言った。

「日ひ暮ぐれ坂ざか得藻は──ベルに取り込まれましたっ。今のベルはベルであり、日暮坂得藻なんだよ」

「よぉし、良く解わかった。──オマエが死にてぇってコトが!!」

　たった一歩で和位が風と化す。縮しゆく地ち──一気に間ま合あいを詰めた和位が、そのまま得藻……否いな、ベルの背後を取る。

（悪ぃ、得藻ちゃん。少しガマンしてくれ……！）

　そのままベルの首に腕を回し、頸けい動どう脈みやくを圧迫。酸さん素その供きよう給きゆうを断たれた脳のうは、即そつ刻こく意い識しきを手離す──

「!?」

　──はずだったが。

　和位の腹を貫かん通つうし、背中に抜ける白き炎ほのおの刃やいば──《プロミネンスエッジ》。血液が沸ふつ騰とうする音を和位は己おのれの体内で耳にする。

（何で……意識を失わない……!?）

「ベルってゴーレムだから。窒ちつ息そくなんてしないよ☆」

「んな……!?」

　即刻答え合わせをやってのけるベルに絶ぜつ句くする和位。相手に圧あつ倒とう的な余よ裕ゆうを感じた。

　らしくない和位の動どう揺よう……そこに生まれた隙すき目め掛がけて、ベルは白はく炎えんの剣を振り下ろす──

「──これでさっきの貸し借りは無しよ！」

　それを受け止めたのは《サイクロンバリケード》……ルーラの生んだ風の障しよう壁へきだった。焦こげた鮮せん血けつを滴したたらせつつ、和位はベルの近辺から離り脱だつする。

　ベルを間に挟み、向かい合う和位とルーラ。お互いにふて腐くされたような表情で……それでも首を縦たてに振り合う。

　──ひとまず、休戦。

　そうしなければ、これには勝てない。

　それを理解出来る程度には、二人も実力者だ。

　その実力者二人が──




　──力押しで蹂じゆう躙りんされる。




「《チェインエクスプロージョン》！」

「ひゃっ!?」「くっ……!?」

　爆ばく発はつ魔ま法ほう《エクスプロージョン》──に見えた、最初は。一発目の爆発、そこから細さい胞ぼう分ぶん裂れつをするように新たな爆発が生じ……その爆発からもさらに爆発、その次の爆発からさらに次が……と、爆発が連れん鎖さして、止まらない。

　元々吹き抜けの中を走る通路上──このような広範囲攻こう撃げきに対して逃げ場はそうそう無くて。和かず位いとルーラは次々と別の通路へ飛び移る羽は目めになる。

「クソが、反はん撃げきもままならねぇ！」

「何とか少し、時間を稼かせげないの!?　時間があれば私が《デスゲイル》で──」

「ンなコト言うなら例の装そう備び寄よ越こせ！」

　和位のその言い分に、けれどルーラは黙だまってしまう。『一時休戦』と……そういうことになったにもかかわらず、装備を渡さない、その一線は譲ゆずる気が無いらしい。

（──ま、ソレでもいいけどな）

　和位自身、休戦は本当に一時のつもりのみ。慣れ合う気は毛もう頭とうない。

　そんなちぐはぐなコンビだからこそ──敗はい北ぼくへの道をひた走る。

　双そう方ほうとも把は握あくが、一いつ瞬しゆん遅れた──ベルの周囲に舞い踊る無数の光の幾き何か学がく円の存在を。それは高こう威い力りよくの超魔法の発動の前ぜん兆ちよう……。

　阻そ止ししようと和位が接近を試みるが……未いまだ連鎖爆ばく砕さいを続ける魔法の爆ばく炎えんに阻はばまれ、とてもではないが近付けない。

（せめてもう少し、防ぼう御ぎよ力りよくがあれば……！）

　無い物ねだりが和位の脳のう裏りを満たした時──破は滅めつへの足音は響ひびき渡る。




　──扉とびらよ　開け

　遥か地の底へ続く扉よ




　鍵かぎは我が意い志し

　漆しつ黒こくの闇やみを越え

　我は深く　深しん淵えんまで潜もぐる

　彼かの地に燃える

　大いなる力を手に収めんが為ために──




「《インフェルノ》!?」

　ルーラが気付く、得える藻も最強魔ま法ほうの詠えい唱しように。

　ベルはそんなものまで使えるのか……その驚きよう愕がくは正解であり──同時に不正解でもあった。




　混沌ちからよ　我を受け入れよ

　其その方に足は無く　其の方に翼つばさは無く

　地の底を這はいずるばかりの汝なんじに

　我は新たな形を与えん──




　何な故ぜなら──ここから詠唱が変化する。




　揺らめき　光れ　星よ

　溶とかし　焦こがせ　天よ




　夜空埋め尽くし

　全て焼き尽くす焰ほむら




　煉れん獄ごくとなりて　今一度

　地上へと降り立ち　我が力となれ




「──《インフェルノ》じゃない!?　こ、これは……！」

　新たに加えられたフレーズに、ルーラは聞き覚えがあった。

　それは《アウローラ》の詠えい唱しよう。かつての戦いで得える藻もがルーラを下したもう一つの超魔ま法ほう。

　それと《インフェルノ》が──強ごう引いんに一つにまとめられていく。




　流りゆう星せいは我が翼つばさに　惑わく星せいは我が盾たてに

　恒こう星せいは我が剣となりて

　あまねく罪ざい過かを浄じよう化かせよ




　その力もって　我は暗き空を翔かける

　その力振るい　我は深き海を割る




　この身は彼方かなた　何ど処こまでも

　この意い志しは遥か　果てまでも

　止まらず　阻はばまれず　貫つらぬき通す




　我　今ここに　ただ一本の矢とならん──




「こ──こんなのあり得ない!!」

　ルーラの悲ひ鳴めいが戦せん場じように響ひびき渡る。

　二つの超魔ま法ほうの融ゆう合ごう──それを実現する為ために、どれほどの魔ま力りよくが必要となるか？

　そんなもの魔ま人じんでも、魔ま王おうでも、最強アンデッドのグランディータでも賄まかない切れるはずがない。

「けど、目の前のアイツはやってんだろ!?」

　現実を直視しろ──和かず位いの忠ちゆう告こくはルーラに届かない。

「一体、どうやって……!?」

「んー、簡単なことだよ？」

　無む邪じや気きなまでに正直に、ベルはルーラへ回答を示す。

「生贄。このダンジョンの元となった学校の生徒から、魔法の才さいがある人たちを選び出して……その人たちを生いけ贄にえとしてベルに取り込むの。それだけでこの程度の力、簡単に手に入っちゃう」

　取り込む前に色々エッチなことをして、魔力を高めたりするけどね──後の言葉を、ルーラは最も早はや聞いていなかった。

　魔人──魔王の娘むすめたるルーラをして絶ぜつ句くするほどの非ひ人じん道どう。果たして……何人が、何十人が目の前のベルの生贄に捧ささげられたのか……？

　揺れるルーラのエメラルドの瞳ひとみが、残ざん酷こくに笑う得ベ藻ルを映し──

「我が命めいに従いて、その光輝ちから、燃え尽きるまで──万ばん物ぶつを燃やし尽くし、翔かけ抜けよ……」

　ベルの詠えい唱しようが結ばれる。死と破は滅めつに直結する絶望の文もん言ごんが──

「──ああ、もう、めんどくせぇ!!」

　──そこに、ポニーテールをなびかせた若わか侍ざむらいが割って入る……。




「──《フォーマルハウト》!!」




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──ええと……？」

　よっこらせと宙ちゆうぶらりん状態から空中回かい廊ろうへ身を引っ張り上げた慧けい慈じは……その後に続いた杏あ梨り子すの方をそっと振り返る──

　──目が合った。眼鏡めがね越しにも涙が浮かんでいることがはっきりと解わかる杏梨子の瞳ひとみが、険しい光を宿して慧慈を睨にらみ付ける。

「……あっち向いてて……！」

　有う無むを言わせぬ杏梨子の気き迫はくに、慧慈はコクコクと頷うなずいて彼女に背を向けた。

　……もっとも、とうに杏あ梨り子すの艶姿は慧けい慈じの目に焼き付いていたが。

　下か半はん身しん、スパッツ。上じよう半身、何も……無し。──トップレス！　……形の良い美おっぱいが何の衣類にも隠かくされることなく晒さらされていた。

　……今居るこの通路にぶら下がる為ために使われた杏梨子のスポーツブラ……やはり人間二人分の体重を支えるのは無む茶ちやだったようで、こちらも杏梨子の体たい操そう服ふくの上うわ着ぎと同様に再さい起き不能である。

　よって、現在杏梨子が自身の乳ち房ぶさを隠かくせるものは己おのれの腕しかなく。頑がん張ばった美少女に何という仕打ち……！

「──いいぞ、もっとやれ……！」

「……誰だれに、何を？」

　杏梨子の冷え冷えとした問い掛けに、慧慈は「イエ、ナンデモナイデスヨ？」と返すのが精せい々ぜいであった。

　まあ、それはそれとして──

「……これからどうしようか？」

　少し真ま面じ目めなトーンで慧慈は杏梨子へ問うた。紳しん士し的に彼女の方は向かず（その為ために血を吐く思いで理性を総動員しています）。

　定じよう石せきならば、和かず位い、ルーラと合ごう流りゆうを目め指ざすべきだろう。道どう中ちゆうで得える藻もとも合流出来ればなお良しである。──が、何ど処こか暗い声こわ音ねで杏梨子が己の考えを告げた。

「……その前に着替えを手に入れたい……」

　うん、半はん裸らの彼女の場合切せつ実じつである。

　とはいえ、それについては慧慈に一つのアイディアがあった。

（もう、動きが制限される空中に居るわけじゃないしな）

　慧慈は一いつ旦たん部分鎧よろい群を解除、自身の体操服の上着を脱いで、杏梨子の方へ放る。

「それ、着ていいよ」

「……え？」

　杏梨子が慧慈と彼の上着を見比べる気け配はい。

　慧慈は気にも留めず部分鎧群を再さい装そう着ちやくする。

　下はジャージ、上は素す肌はだの上から金きん属ぞく製せいの部分鎧群を身に着けることになるが……慧慈は前にもっと酷ひどい（下半身にタオルを巻いただけの）格かつ好こうでこの鎧を身に着けたことがある。この程度であればまだ充分文明的だと言えた。

　そんな慧慈の背に杏梨子の視線が触れる気配。暫しばしそこを見み詰つめた後──小さな「ありがとう」の台詞せりふと共にごそごそと音が聞こえた。

「……もう、こっちを向いても大だい丈じよう夫ぶよ」

　上着を着たらしい杏梨子に促うながされ、慧慈は振り返る──

「──のっひょ!?」

「……どうしたの？」

「イエ、ナンデモナイデスヨ？」

　片言で返しつつ、慧けい慈じは思わず変な声が出た原因をこっそり凝ぎよう視しする。

　杏あ梨り子すはやはり慧慈の体たい操そう服ふくの上うわ着ぎを着ていたが……体格差の為ため、少々ぶかぶかな感じ。襟えり元もとなど割と開いており、覗のぞく鎖さ骨こつがセクシーさを演えん出しゆつする……が、今回の場合、主しゆ役やくは『こちら』だと慧慈は確信した。

　杏梨子、当たり前ながらノーブラである。その所せ為いか──

（服の上からでも位置が解わかっちゃってますよ、わっふー！）

　何の位置がと言えばあれである。綺き麗れいな綺麗な桜さくら色いろの……。

　慧慈の興こう奮ふんが否いや応おうなしに高まる中、それに気付かぬ杏梨子は周辺を観察し──ふと『それ』を見付けていた。

「日ひ暮ぐれ坂ざか君──」

「はぁはあはあ……！　──ゴホゴホ、何かな!?」

「……？　あそこ──」

　色々ごまかすのに忙いそがしい慧慈に首を傾かしげつつ、杏梨子は今居る通路の先を指差す。そこに──

　──『高こう等とう部ぶ普通科二年二組』という見覚えのある札ふだが下がった扉とびらがあった。

「俺おれたちの教室!?」

　それはある意味助かる発見だった。当然そこには慧慈や和かず位い、杏梨子の荷物もあるはず。慧慈自身の荷物では役立ちそうなのは空くう腹ふくを埋めてくれる弁べん当とうくらいだが（スマホは昨日きのう得える藻もに破は壊かいされ、まだ直っていない）、和位の荷物には携けい帯たい電話があるだろうから、それでまたグラと連れん絡らくを試みることが出来る。また、和位はいつもこっそりと、自身の愛刀も竹刀しない袋ぶくろに入れて持ち込んでいた。それを回かい収しゆうし彼に届けてやれば、ダンジョン攻こう略りやくの心強い戦力となる。

　……ちなみに、女子は体育の授業の着替えを専用の更こう衣い室しつで行う為ため、ここに杏梨子の替えの服は無いはず。衣い装しようが変わる心配も無かった。

（ノーブラポッチは貴き重ちようなのですよ!!）

　内ない心しんで断言し、慧慈は杏梨子と並んで二年二組の扉を潜くぐる──




　──その先にあったのは、保　健　室　で　し　た　！




　……流石さすがにズッコケる二人。

「な、何だこのコント……!?」

「だ、だけど、薬や包ほう帯たいは役に立つと思うから……」

　杏あ梨り子すのフォローに気を取り直し、二人は保健室の捜そう索さくを開始する。

　……何者かが暴あばれたのか、或あるいは学園がダンジョン化した時にひっくり返ったのか、保健室は足の踏み場もないほど物が散乱していたのだ。

　慧けい慈じと杏梨子は手分けして何ど処こに何があるか確かく認にんしていく。……必然的に背の高い慧慈が高い位置にある物を調べ、彼より小こ柄がらな杏梨子は下の方にある物を調べることとなった。

　──例えば、ベッドの下とか。

「……あれ、何かしら？」

　奥の方に何か見付けたらしく、杏梨子がベッドの下の空間へ頭を突っ込んでいく。四よつん這ばいからそうなった為ため……ちょうど『女め豹ひようのポーズ』のようなお尻しりを突き出す如ごとき格かつ好こうになる。

　突き出したその先に、偶ぐう然ぜん、本当に偶然に慧慈が居た。

（こ、これはもう……誘ってるよな!?）

　スパッツが密みつ着ちやくした大き過ぎず小さ過ぎない理り想そう的な杏梨子のお尻が、慧慈の前でふりふりと揺れる。……別に誘っているわけではなく、奥にある物を取ろうと試し行こう錯さく誤ごしている反動でそうなってしまっているだけなのだが──もう慧慈は「細こまけぇことはいいんだよ！」状態。鼻息荒く杏梨子のお尻へわきわきと手を伸ばしていく……と。

　──そこで慧慈はおかしな点に気付く。

（……無い……？）

　何が無いかと言えば、ここまでお尻に密着する薄い布ぬの地じとくれば、必然的に浮かび上がらせてくれるはずのもの。

　つまり──下着のライン。

　それが見えないということは、要するに──

「……湖こ城じようさん……もしかしてノーパン？」

　思わず慧慈は訊きいてしまった。

　女豹のポーズのまま一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした杏梨子。慌あわてて上うわ着ぎの裾すそを引っ張ってヒップラインを隠かくす。

「ど、何ど処こ見てるの……！　し、下した着ぎのラインが出るのが嫌いやだから……」

　……それは、本ほん末まつ転てん倒とうではないでしょうか？　そうツッコミたいところだが、残念ながらそれを託せる人材はこの場に居ない。

　急いで身を起こした杏梨子は明らかにご立りつ腹ぷくの様よう子すだった。

「本当に……本当に慧慈は油ゆ断だんも隙すきも無いんだから……小鳥さんの時だって──」

「──え？　ちょ、今何て……!?」

　慧慈の戸と惑まどいを受けて、杏梨子もしまったという顔をする。

　今、杏梨子は気になる言葉を吐いた。慧慈を下の名前で呼び捨てにしたこともそうだが──

（小こ鳥とりさん？　鏡かがみ野の、小鳥さん!?　いや、何で湖城さんが小鳥さんのことを知ってるんだ!?）

　今、〝騎士の極星ナイト・オブ・ポラリス〟の二つ名で呼ばれつつある冒険者。強きよう烈れつな威い力りよくを誇るモーニングスターと瀕ひん死しの重じゆう傷しようすら一いつ瞬しゆんで癒いやす回復魔ま法ほうを武ぶ器きに、日本のトップクラスの一人に躍おどり出ようとしている二〇歳さいの女性──

　──そして、慧けい慈じ、和かず位いと共に〝深淵竜アビスドラゴン〟イスカリオテを討うったメンバーの一人……。

　小こ鳥とりの名前だけなら、冒険者でなくとも知っていることはあるかもしれないが。

　彼女と慧慈が知り合いであることを存じている人間は限られる。

　そう、例えば──イスカリオテを共に倒した仲間たちとか。

（いや、でも……）

　和位、小鳥は当然違う。帆夏ほのか、架夏かすかは似ても似つかない。あとの一人は──

「……ん？」

　いつも、顔を頭ず巾きんで隠かくしていた。体型も、あの鎖くさり帷かた子びらやら手てつ甲こう脚きやつ甲こうを組み合わせた黒くろ装しよう束ぞくでははっきりしない。

　ただ……やけに目が良くて、身のこなしに優れていて、そして忍にん者じやのくせに手しゆ裏り剣けんや苦く無ないなどではなく、鞭むち状じように変形する変わった刀を愛用していた……。

（そういえば、湖こ城じようさんの名前って──）

『杏あ梨り子す』──『杏』『梨』『子』……『杏』『梨』！

「……アン……リ？」

「……っ!?」

　馬ば鹿かなと思いつつ呼んだ名に、明白に杏梨子が動どう揺ようを見せる。それは、慧慈の推すい測そくが正解なのだとはっきり示していた。

「ええええ!?　湖城さんがアンリ!?　いや、でも、何で──」

　紡つむごうとした慧慈の疑問は──杏梨子の手によって塞ふさがれた。

「お願い──言わないで、誰だれにも！」

　切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すで懇こん願がんする杏梨子へ、慧慈は目を白黒させる。

　慧慈側の動どう揺ように気付かぬ様子で、目の端はしに涙さえ浮かべて杏梨子が慧慈へ訴える。

「お願い……絶対に秘ひ密みつにして。私、何でもするから──」




　──何　で　す　と　？




　慧慈の目が物もの凄すごい速さで、杏梨子のノーブラの胸、ノーパンのお尻しり、そして彼女の背後にあるベッドを確かく認にんする。




　──それは、女の子が男に対して絶対言ってはいけない言葉だった。







[image: 第四話　打ち砕け、絶望の鐘！]







　ドックン、ドックンと慧けい慈じの心しん臓ぞうが拍はく動どうする。

　送られた血液は脳のうで熱となり、彼の思し考こうを焼いた。

　慧慈たちの学校、白しろ鐘がね学園が変へん貌ぼうした、巨きよ大だいなケンタウルスの如ごとき形状のダンジョン……同時に自じ律りつ稼か働どうする魔ま法ほう人にん形ぎよう、ゴーレムでもあるその広大な構こう造ぞう物ぶつの一角で──

　慧慈にすがるように身を預ける、一本三つ編みの少女……。

　──湖こ城じよう杏あ梨り子す。

　慧慈のクラスメイトで隣となりの席の少女。桜さくら並なみ木きの下で彼の心を奪うばっていった天てん使し。

　けれど彼女は、地下のダンジョンで共に〝深淵竜アビスドラゴン〟イスカリオテを討うった慧慈の冒ぼう険けん者しや仲間の一人、『アンリ』でもあった──

　学校では『冒険者嫌ぎらい』で通っている杏梨子。そんな彼女が何な故ぜ顔を、名前を、正体を隠かくして冒険者をやっているのか？　その答えを慧慈は未いまだ知らない......。

　ただ、杏梨子は自分が冒険者であると、アンリであるとばれるのを酷ひどく恐れているようだった。

『絶対に秘ひ密みつにして。私、何でもするから』──そんな風ふうに言ってしまうほどに。

　…………………。はい、そうです。『何でもするから』。

　慧慈こんなおとこに対してそれを言ってしまうとは……！

　慧慈の血走った目が杏梨子の顔を見る。

　眼鏡めがね越しの切れ長の目は潤うるみ、端はしに涙の粒つぶさえ浮かべていた。

（何とも嗜し虐ぎやく心しんをそそります……！）

　慧慈の爛らん々らんとした視線が下がる。

　本来慧慈の物であるぶかぶかの体たい操そう服ふくに包まれた杏梨子の胸むな元もとは、その形の良さを頂点の尖とがりまでも含めて感じさせた。

（何せノーブラですから……！）

　慧慈の欲望に滾たぎる眼がん光こうがさらに下がる。

　杏梨子のヒップラインにぴったりと貼はり付いたスパッツの薄い生き地じは、魅み惑わくの曲線をこれでもかと強調していた。

（恐るべきことにノーパンなのですよわっふー!!）

　そんな無防備な美少女が極ごく至し近きん距きよ離りで「何でもするから」宣言。男はそれで理性を保てるか？

（──否いな！　断じて否である!!）

　胸の内で断言する慧慈。

　……おあつらえ向きなことに、ここは元がん来らい学園の保健室だった部屋。すぐそこには清せい潔けつな白いシーツが敷しかれたベッドがある。

（これはもう据すえ膳ぜんと同じ！　父とうさん、母かあさん……あなたたちの息子むすこは今、童貞を卒業します!!）

　……いかん、この主しゆ人じん公こうヤル気満々だ。

　じりじりと持ち上がった慧けい慈じの両手が、杏あ梨り子すの両肩をがしっと摑つかむ。

　ビクッと震え、杏梨子が目を見開いた。

「……ひ、日ひ暮ぐれ坂ざか君……？」

　けれど、未いまだ自らの貞操の危機に無自覚の杏梨子。戸と惑まどった風ふうに慧慈へと小首を傾かしげる。

　何とも愛らしい仕し草ぐさ……慧慈の情欲の炎ほのおにますます油を注そそいだ。

（もう……辛しん抱ぼう堪たまりません！　がうがうっ!!）

　慧慈、比ひ喩ゆ的に狼おおかみへ獣じゆう化か。己おのれが欲望の全てをぶつけるべく、本能のまま杏梨子へと襲おそい掛かる──直前に。




　ゴウッッッッ────────────────────────!!




「んなっ!?」「きゃあっ!?」

　耳をつんざく──という表現が生なま易やさしいほどの爆ばく音おん。床が、壁が、天てん井じようが……ダンジョン全体が揺るぎ、軋きしみを上げる。

「……な、何事だ!?」

　その衝しよう撃げきが奇くしくも慧慈を正しよう気きへ戻した。事じ態たい把は握あくの為ため、彼は保健室を飛び出す。

　保健室の外──元々の学校の廊下とは似ても似つかない、雄ゆう大だいな吹き抜けの空間に橋渡された空中回かい廊ろうの一本。そこに仁に王おう立だちした慧慈は、遥か上空に煉れん獄ごくを目もく撃げきする。

　──真まっ白しろい、太陽。

　そうとしか見えぬ巨きよ大だいな炎の塊かたまりが、慧慈が今居る地点よりずっと高い場所……地上から超ちよう高層ビルの屋おく上じようを見上げたほどの距きよ離りを隔てた先で燃えていた。

　驚くべきは、それだけの距離があるにもかかわらず熱波が慧慈の肌はだを炙あぶること。驚きよう異い的な熱量を感じ、その中心部がどれほどの超々高熱なのかを想そう像ぞうして慧慈は身震いする。

「……な、何、あれ……？」

　慧慈に続いて保健室から出てきた杏梨子が、獄ごく炎えんを見上げて呆ほうけた声を出す。

「……解わからない……けど──」

　慧慈はおぼろげに確信していた。あそこに自分の仲間が……和かず位いとルーラが居て、そして途と方ほうもない危機に直面していることを。

（無ぶ事じなのか、二人とも……？）

　慧慈の胸きよう中ちゆうの不安に、誰だれからも答えは返らなかった──




『フォーマルハウト』──日本では『秋の一つ星』、中ちゆう国ごくでは『北ほく落らく師し門もん』などと呼ばれ、紅こう葉ようの季節に南の夜空の低い位置にポツンと輝いているのが見て取れる星である。

　古代のペルシアでは『王家の星ロイヤルスター』の一つとして讃たたえられていたが……ホラー、ＳＦのファンであれば、次の逸いつ話わの方をまず思い出すはずだった。

　彼かのＨ・Ｐ・ラブクラフト御おん大たいが開かい闢びやくしたクトゥルー神しん話わ……その中にて語られる炎ほのおの神しん格かく、『クトゥグア』。

　フォーマルハウトは、一いつ説せつでは彼の邪じや神しんの住処すみかであるという……。

《インフェルノ》と《アウローラ》という火か炎えんの二大超魔ま法ほうを融ゆう合ごうして解き放たれる、その名を冠かんせし超々魔法《フォーマルハウト》は、まさしくそれに相応ふさわしい壮そう絶ぜつな威い力りよくを発はつ揮きしていた。

《インフェルノ》の劫ごう火かを凝ぎよう縮しゆくした真しん球きゆう型がたの結けつ界かいは、まさに見た目は『太陽』。その中心部に身を置いた術じゆつ者しやには、どのような攻こう撃げきも届くことなく結界の焰ほむらにて焼き尽くされる。そんな絶対的な防ぼう御ぎよ力りよくを発揮した状態で、さらにその結界は膨ぼう張ちようを続けていくのだ。その上で《アウローラ》と同様……否いな、それ以上の速さで辺りを自在に飛び回る。その姿すがた、燃える彗すい星せいの如ごとし。そんな烈れつ火かの猛もう威いによって蹂じゆう躙りんされた巨きよ大だいケンタウルス型ダンジョン＝ゴーレムの一角は、最も早はや『地じ獄ごく絵え図ず』以外に言い様ようが無い……。

　──空中回かい廊ろうが幾いく本ほんも熔とけ落ちていた。──吹き抜けには気き化かした建材に由ゆ来らいする悪あく臭しゆうを伴う煙が蔓まん延えんしている……。──空気は今なお吸い込んだだけで肺はいを焼きそうな熱を漂ただよわせていた。

　……そんな中で──

「──ねえ……」

　この惨さん状じようを生み出した白い得える藻も……得藻を取り込み同化したベルが硬い声を漏もらす。

　その瞳ひとみが揺れ、頰ほおを冷ひや汗あせが一ひと筋すじ伝うのは……傍ぼう若じやく無ぶ人じんな彼女をして動どう揺ようしていたからか？

「うぅ……？　──え？」

　その声を聞き、翡ひ翠すい色いろの双そう眸ぼうをパチクリと瞬またたかせたスフィンクスの魔ま人じん、ルーラは……幼さを多分に残す容よう貌ぼうを呆ぼう然ぜんとさせる。

《フォーマルハウト》の発生させた焦しよう熱ねつ地獄の中で──巻き込まれたはずの彼女は無む傷きずであったから。肌はだに火傷やけどどころか、艶つややかな金の髪かみに縮れ一つ無い。そんな彼女を抱きかかえ……。

「何で──何で生きてるの!?」

「……生きてて悪ぃかよ？」

　実に詰まらなそうに和かず位いは、ポニーテールの若わか侍ざむらいの少年は、ベルの詰きつ問もんを聞き流した。

「──って、ひゃああああっ!?」

「うぐっ!?　──こ、の、ガキ……暴あばれんな……！」

　己おのれの現状……和位に姫ひめ抱だっこされた状態であると認にん識しきし、思わずルーラは真まっ赤かになって腕を振り回した。それに和位の顔が異常なほど歪ゆがむ。

「大人おとなしくしろ……こっちは……腹に穴が開いてるんだ……」

「……え？」

　切せつ羽ぱ詰つまった声で和かず位いに囁ささやかれ、ルーラは停止する。確かに彼の左脇わき腹ばらに、無む惨ざんに焼け焦こげた刺し傷が見受けられた。

「こ、これ──」

「勘かん違ちがいすんな。別に今オマエを庇かばって付いた傷じゃねえ。その前にあの白いのに腹刺されてただろーが？　そん時の傷だ……」

　思い返せば、事実そういうことがあった。その時使われたのが《プロミネンスエッジ》……炎ほのおの刃やいばを形成する魔ま法ほうだったせいで、傷口が炭たん化かしているのだろう。自分のせいではなかったことにルーラはほっとする──しそうになるが……その負ふ傷しようを押して和位が自分を助けたのだと、《フォーマルハウト》から助けられたのだということに思い至り、安あん堵どの息を吞のみ込む。

「……な、何で……？」

　反はん目もくしていた自分を助けたのか？　そもそもどうやって？　しかしルーラの抱いた疑問へと回答することなく、和位は身を翻ひるがえす。

　──こちらが不利な状況に変わりないのだから。

「──ああっ!?　この……待てぇ！」

「誰だれが待つかよ……！」

　ルーラを抱えたまま、和位が今まで居た足あし場ばから宙ちゆうへと身を躍おどらせる。手て近ぢかな回かい廊ろうを蹴けり付け、猛もう烈れつな速度で落らつ下かしていく二人の背にベルの非難が飛ぶが、それを聞いてやる義ぎ理りなど無かった。

「……慧けい慈じ……何ど処こに居やがるんだ……」

（オレだけじゃ……荷が重い……！）

　小さく、吐き捨てるように呟つぶやかれた和位の言葉は、彼には珍めずらしい弱よわ音ねで──

　──それを、その腕の中のルーラだけが聞いていた……。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　春の麗うららかな陽ひ射ざしが──水すい蒸じよう気き爆ばく発はつで遮さえぎられる。

「くっ……!?」

　それを引き裂さいて迫る超ちよう質量……眼がん下かに建ち並ぶ住宅を数すう軒けんまとめて吹き飛ばせそうな巨きよ拳けんを、グラは稲いな妻ずまのように空を翔かけて躱かわした。

　拳けん圧あつが巻き起こした烈れつ風ぷうが、彼女の銀ぎん髪ぱつと夜や会かい服ふくの裾すそをはためかせる。

「流石さすがに……こんなデカブツと戦うのは生まれてからも死んでからも初めてじゃ……！」

　うそぶく最強アンデッド、リッチたるグラだが……その顔は真剣そのもの。うっすらと冷ひや汗あせも浮かんでいたかもしれない。

　眼前に天を脅おびやかすほどの巨きよ軀くを誇るケンタウルス。白しろ鐘がね学園を材料に創そう造ぞうされたダンジョンにしてイコール、ゴーレム。その全体が赤せき熱ねつを通り越し、白はく熱ねつ化していた。纏まとった陽炎かげろうは世界そのものを歪わい曲きよくさせているようにも見えるほどで……。

　グラの極ごつ寒かんの超ちよう魔ま法ほう、時空にすら絶対なる凍とう結けつをもたらす《フィンブルヴェトル》。その威い力りよくでこの巨きよ人じん馬ばは活動を停止された……はずだった。

　しかし、ダンジョン＝ゴーレムは驚きよう愕がくの対魔法防ぼう御ぎよ力りよくを発はつ揮き。《フィンブルヴェトル》の凄せい絶ぜつな冷気を完全にではないにせよ防いだばかりか、途と方ほうもない熱を全身から放出、凍いて付いたその身を溶かし始めたのである。

《フィンブルヴェトル》の氷は普通の炎ほのおや熱で溶けることは無い。魔法を用いれば溶かすことは可能だが……最低限《インフェルノ》や《アウローラ》クラスの出力が必要だった。

　にもかかわらず、確かにダンジョン＝ゴーレムのボディは氷ひよう結けつから解き放たれていっている。全体に及んでいた霜しもは最も早はや上じよう半はん身しんからは消え失うせ、馬型の下か肢しのところどころを覆おおうに留とどまっていた。

　それはつまり、この超巨きよ大だい絡から繰くり魔法人形は、最低でも《インフェルノ》や《アウローラ》に匹ひつ敵てきする超高熱を今なお全身に帯び続けているということで──

「──きゃああっ!?」

「マリー、もっと離れておれ！　お主ぬしでは巻き込まれたら死ぬぞ!!」

　振るわれたダンジョン＝ゴーレムの巨きよ腕わんが空を薙なぐ──なり、それが解き放った灼しやく熱ねつが周辺の大たい気きを一ひと舐なめ。熱せられた空気は一気に、爆ばく発はつ的に膨ぼう張ちようし、台たい風ふうの暴ぼう風ふうさえ問題にならない爆ばく風ふうを渦うず巻まかせた。

　やや離れた──一〇〇メートルは距きよ離りを取っていたはずのマリーがそれに吹き飛ばされ、姿勢を崩くずす。本ほん性しようはスキュラ……水辺の魔ま物ものであり、今は人間に近い姿すがたに擬ぎ態たいした上で慣れぬ空中に魔法で浮いている状態……というのを差し引いても、この赤あか毛げの少女は決して弱くはない。彼女がまともに近付けない……距離を取ってさえ身の危険に晒さらされる。それほどにこのダンジョン＝ゴーレムが強大過ぎるのだ。

　その圧あつ倒とう的な力は、既すでに見過ごせない被ひ害がいを出し始めている……。

「まずいのう、街が……」

　遥か足あし元もとを見下ろし、グラが唇くちびるを嚙かむ。

　ダンジョン＝ゴーレムが一歩踏み出すごとに、その四よつ足あしに潰つぶされた家か屋おくが幾いく軒けんもまとめて倒とう壊かいしていく。それどころか、発散される見えざる炎がそれなりに距離のある建物までも炎えん上じようさせていた。ダンジョン＝ゴーレムが進んできた後ろには、無む惨ざんな瓦が礫れきが広範囲にわたり広がっていて……大だい震しん災さいにでも見舞われたかのようである。

（下へ手たをすれば、人的被害も出ておるかもしれんな……）

　如い何かに魔物……大多数の人類から『敵』と認にん識しきされている立場のグラでも、それを看かん過か出来るはずもなかった。それが出来るなら、最初から地上には出てきていない。地下で高み（低み？）の見物を決め込んでいる。

　そうしなかったのは地下で平へい穏おんに暮らしたいが故ゆえ……人類にダンジョンが、そこに住まう魔ま物ものが、必要以上に危険で今すぐにでも滅ぼさねばならない存在だと思わせない為ため。ダンジョン探たん索さくに訪れた冒険者たちとの小こ競ぜり合い程度は仕し方かたないにしても、大まかにはお互いに不ふ干かん渉しようで……消しよう極きよく的にだが共きよう存そん出来ている現状を維い持じしたいが為だった。

　だからこそ、その状況に一いつ石せきを投じかねない目前のダンジョン＝ゴーレムは、迅じん速そくに片付ける必要があったのだが……。

（とっくに手遅れ気ぎ味みかのう……まずったわい）

　もう今の段階で出ている被ひ害がいが大き過ぎる。人類側も今回の件に何らかのリアクションを取ることは明白だった。

　それはダンジョン＝ゴーレムを生み出した者たちだけでなく、地下のダンジョンに住まう魔物たちにも及ぶかもしれない……。

　──人類の大半は、この件とグラたちが無関係だと知る由よしもないのだから。

（何ど処この誰だれがやらかしたかは知らんが……正直恨うらむぞ）

　今回の件は、下へ手たをすれば地上の人類と地下の魔物たちの戦争のきっかけになりかねない。

　グラ自身、一いつ刻こくも早く地下へ戻って対策を練りたいところだが──

「……ここでこの場を放ほう棄きするのは不ふ義ぎ理りじゃな」

　背後へと視線を向けるグラ。グラには、幻げん影えい魔ま法ほうでそれを隠かくした張ちよう本ほん人にんたる彼女にははっきりと見える。ダンジョン＝ゴーレムの進行方向にそびえる、天地を繫つなぐ巨きよ大だいな塔とうの姿すがたが。

　かつてルーラに唆そそのかされ魔ま王おうとなった慧けい慈じと得える藻もの両親が造りし、異い形ぎようのダンジョン──

　ダンジョン＝ゴーレムの進む先にはあの巨大塔型ダンジョンが……元は、そして今も慧慈たちの自宅であるあの巨大建築物がある。

「あれを壊こわされるわけには、絶対いくまい」

　あの塔が倒れた時の被害の大きさもさることながら、それ以上に強く胸に過よぎる想おもいがある。

　──あそこはグラの弟で子したる得藻の、そして歳としの離れた友人たる慧慈の、帰るべき場所なのだ。

　人類だの魔物だのといったそれぞれの立場は、今は措おいておいて──

「月並みじゃが──ここから先は、わしが居る限り通さんぞ？」

　個人的な交友関係を胸に、グラは再びダンジョン＝ゴーレムの威い容ようを睨にらみ付けた。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




「──くそ、どうすればいいんだ……？」

　内部が吹き抜け、中空になっているダンジョン＝ゴーレムの各所を、蜘く蛛もの巣のように結んでいる空中回かい廊ろうを歩き回りながら、慧けい慈じは途と方ほうに暮れ掛けていた。

　今はもう消えてしまっているが……ひとまずあの白い太陽が出現していた地点に行こう──そう決断して慧慈は杏あ梨り子すと進み出したのだが……。

「いや、もうこれ……本当にどうやったら上に行けるんだ？」

　階段、梯子はしご、或あるいはエレベーター……昇しよう降こう手段がないか探し回っているのだが、そんな類たぐいのものが一向に見付からないのだ。

　改めて良く観察してみれば、見渡す限りの吹き抜け空間の上方の回廊にも、下方の回廊にも、それらしいものが一切見当たらない。

「アン──湖こ城じようさんでも見えない？」

「ごめんなさい、見付けられないわ……」

　慧慈の問いに申もうし訳わけなさそうに杏梨子が頭を下げる。

　杏梨子──アンリの目の良さは、かつてイスカリオテと遭そう遇ぐうした時の一件で折り紙付きだった。星明かり程度すらない暗くら闇やみでも、暗あん視し装そう置ちを着けているかのように見通せる……。その彼女でも見えないとなると、これは『無い』と断言していいのかもしれない。

（そういえば、さっき襲おそってきたガーゴイルたちは飛んでたな。……ひょっとすると、ここの主ぬしである魔ま王おうやその配はい下かって、全員飛行が出来るのかも……？）

　だから、それ以外の昇降手段は必要無い──慧慈もそれは無いとは言い切れなかった。

　ちなみに、今の姿すがたでそう呼ばれることを本人が嫌いやがった為ため、慧慈は杏梨子のことを『アンリ』ではなく引き続き『湖城さん』と呼んでいる。




「──いっそのこと『杏梨子』って呼んだら駄だ目めかな!?」

（↑杏梨子、首をブンブン横に振って拒きよ否ひ）




　そんなやり取りをうっかり思い出し、慧慈はへこんで体たい操そう座りした──と。

　──ドドドドドドッ……！

「……何だ？　この疾しつ走そう音──」

「湖城」「さんに」「何してる」「のよ」「この」「「「「「変へん態たいがー!!」」」」」

「──ぐふっ!?」

　突とつ然ぜん走り込んできた体操着姿の女子五名に、慧慈は連続して跳び蹴けりを喰らった。派は手でに吹き飛び、危うく空中回廊から転落しそうになったところを、手すりを摑つかんで何とか身体からだを支える。

「な……何事……？」

「湖城さん、大だい丈じよう夫ぶ!?」「主に貞てい操そうは!?」「まだ綺き麗れいな身体でいる!?」

　必死で我が身を回かい廊ろうへ戻す慧けい慈じを尻しり目めに、突とつ如じよ乱らん入にゆうした女子たちは口々に杏あ梨り子すの心配をする。何人かは杏梨子と慧慈の間で阻はばむように立ち塞ふさがっていた。……当の杏梨子は事じ態たいが吞のみ込めずに啞あ然ぜんとしている。が、慧慈は気付いた。

「……おや？　何だ。誰だれかと思えば我がクラスメイトのハニーたちじゃないか──」

「うっさい、黙だまれ」「気持ち悪い」「声出すな」「息もするな」「いっそそのまま死んで」

　マシンガンの如ごとく暴ぼう言げんを浴びせられる慧慈。しかし、彼はニヒルに笑って髪かみを搔かき上げた。

「ふ、このツンデレたちめ。でも、君たちが本当はバレンタインにチョコをくれるほど俺おれのことを慕したってくれているのはちゃんと知ってるよ☆」

「……くっ、あの時毒どく殺さつ出来なかったのは本当に痛手だわ……」（←『毒入りチョコ事件参さん照しよう』）

　リーダー格かくであるセミロングの女子……慧慈たちの教室のクラス委員長が吐き捨てる。

　……まあ、つまりこういうことだ。

『慧慈と杏梨子のクラスメイトの女子たちが二人を発見』→『杏梨子が慧慈にセクハラを受けていると判はん断だん』→『杏梨子を助ける為ために慧慈を襲しゆう撃げき』（←今ここ）

　……うん、気持ちはとてもよく解わかる。

　なお、彼女たちが一いち様ように体たい操そう着ぎ姿すがたなのは、今の事態へ陥おちいる直前の授業が体育だったからだろう。

「いやいやいや、それは酷ひどい濡ぬれ衣ぎぬだぞ？　俺はあくまで紳しん士し。湖城さんに不ふ埒らちなことなど一切働いていない！」

「…………（ブンブン）」

「待って、湖城さん!?　そこで何な故ぜ首を横に振るんだ？　そして、何だか何ど処こかの誰かたちから一いつ斉せいにツッコミを受けた気がするぞ!?」

　それはきっと読者から。

　この本に掲けい載さいされている第三話をちゃんと読み返してみよう、慧慈。

　などと、些いささかメタな描びよう写しやが混ざりつつ……慧慈は気持ちを切り替えて情報収しゆう集しゆうに勤いそしむ。何はともあれ、この迷めい宮きゆうで初めて他の人間と出会えたのだから。

「それで……皆は何でここに？　今までどうしてたんだ？」

「……どうする、話す？」「相手はあの日ひ暮ぐれ坂ざか慧慈だよ？」「何かやだなー」「上じよう半はん身しん裸はだかの上から鎧よろいを着けてるし」「蛮ばん族ぞくみたい」

「──人を見た目で判断してはいけませんよ!?」

　あまりと言えばあまりの反応に、流石さすがに慧慈も声こわ高だかに訴えた（大体は自じ業ごう自じ得とくではあるが）。

　彼に胡乱うろんげな目を向けつつも、クラス委員長が渋しぶ々しぶといった様よう子すで語り始める。

「まあ……こっちも何が何だかって感じなんだけど。突とつ然ぜん地じ震しんというか何というか、激しい揺れがあって……気付いたらこんなわけの解らない場所に居たのよ」

「あー……その揺れがあった時に気き絶ぜつして、ほんの少し前に起きた感じ？」

「まあ、そうよ」

　クラスメイトの女子たちの頷うなずきに慧けい慈じは天を仰あおいだ。

（……うん、俺おれたちより事情を解わかってない）

　むしろ事情を説明するのなら、それは慧慈たちの側の役やく目めだった。

　その上、今度はいくら何でも杏あ梨り子すのように『実は冒険者』ということはないだろう……。今も全容が摑つかめないダンジョンに、完全な素人しろうとの女の子たちが事情も解らぬままに放ほう置ちされている……杏梨子の方に目を向けると、何とも苦にがい表情をした彼女と目が合った。

（……きっと、俺も似たような顔をしてるんだろうな……）

　確信出来て慧慈はこっそり溜ため息いきを吐く。

　このクラスメイトの女子たちの存在は、慧慈と杏梨子の頭を痛くさせた。このダンジョンには確実に『脅きよう威い』となるものが居る。先さき頃ごろ慧慈たちが遭そう遇ぐうしたガーゴイルたちもそうだ。

　そんな所に戦せん闘とう力りよくが皆かい無むのただの女子高生五名が……しかも自分たちの危き機き的な状況を理解出来ていない。このまま放っておけば、遠からず何かしらの危険の餌え食じきになってしまうのは想そう像ぞうに難くなかった。

（見捨ててこの場に置いていく……って、選せん択たく肢しは無いな）

　慧慈としても人道的にそれは選べない。寝覚めが悪過ぎる。

　だが、だからと言って連れて歩くことも慧慈は避けたかった。

（足あし手で纏まとい……とか、言いたくないけど……）

　これだけの人数の素人を連れてダンジョンを探たん索さくするのは、明確に自じ殺さつ行為だ。進む速度は嫌いやでも遅くなるし、もしも敵と戦闘になれば、彼女らを守らねばならない分、明らかに動きづらくなる。

　それは、慧慈たち自身の身すら危険に晒さらしかねない……。

（……何ど処こか、比較的安全な場所に事じ態たいが収しゆう拾しゆうするまで籠こもっていてほしいな……）

　慧慈の、そして恐らく杏梨子にとっても、それが本ほん音ねであっただろう。

　だから、慧慈も控えめに提てい案あんしてみる。

「あのさ……ここをいくらか進んだ先に保健室──っぽい部屋があるんだよ。ひとまずその部屋で休むのがいいんじゃないかな？　気き絶ぜつから起きたばかりなら、やっぱり本調子じゃないだろうし……」

　ややお茶を濁す言い方になったのは、ここが学園の変へん貌ぼうしたダンジョンであること、今もなお熾し烈れつな事態の真まっ只ただ中なかであることを伏せる為ため。

　ダンジョンの素人たる彼女たちに、下へ手たにその情報を開示しても混乱を助長するだけだろうという（準）玄人くろうとの慧慈の判はん断だんである。

　彼女たちには何も知らせず、身の危険に気が付かれる前に慧慈たちが事態を収める……それが一番のはずであった。

　慧けい慈じの思おも惑わくを知ってか知らずか、クラスメイトの女子たちは思うところがあるような眼差まなざしを彼へ向ける。そして、お互いに目め配くばせし合った後──代表してクラス委員長が口を開いた。

「それじゃあ、うちらはそっちに行かせてもらうわ。あ、あんたは来なくていいから。あんたと密みつ室しつに入るなんて死んでもご免めんだし」

　……どうやらその辺りの身の危険には敏びん感かんのようだった。

「流石さすがにこの状況でそんな真ま似ねはしないって……」という全然信用の出来ない慧慈の呟つぶやきを余よ所そに（何せ杏あ梨り子すに……ねえ？）、クラス委員長は杏梨子の手を取る。

「……え？」

「どうしたの？　湖こ城じようさんも来るんでしょ？」

　戸と惑まどう杏梨子にこちらもキョトンとした顔を返すクラス委員長。

　無む理りもない……杏梨子＝アンリという図式を知った慧慈はともかく、そうでないクラスの女子たちにとって、杏梨子は自分たちと同じ立場。ダンジョンの素人しろうとの女の子だと思っている。自然と自分たちと同じ行動を取ると考えているのだ。

「え、ええと……」

　ちらちらと、助けを求めるように慧慈を見る杏梨子。彼女としても慧慈と一いつ緒しよにダンジョンの探たん索さくを続けるつもりだったらしい。この展開は困るようだ。

（アンリ……冒険者であるってことは、隠かくしたままの方がいいよな？）

　それで如い何かにしてクラス委員長たちを納なつ得とくさせ、杏梨子を連れて行かせるのを止めるか？　頭を悩ませつつ、慧慈はクラスの女子たちへ声を掛けようとして──

「ほら、湖城さんだって知ってるでしょ？　こいつアルバイトで冒険者なんかやってるの。それだから野や蛮ばんでデリカシーが無いのよ。そんなのと一緒に居るのは嫌いやよね？」

「…………！」

　杏梨子の表情が微かすかに引き攣つるのを慧慈は察した──けれど、クラスメイトの女子たちはそれに気付かず続ける。

「冒険者って本当に嫌よね。何か汗あせ臭くさそうだし」「あいつらが潜もぐるダンジョンだっけ？　中は暗いしジメジメしてるんでしょ？　何か根ね暗くらなイメージぃ」「あたし、ダンジョンの中から帰ってきた冒険者を見たことあるけど……全身血まみれだったわ。中でどれだけ残ざん虐ぎやくなことをやってるんだか」「危険な場所に好んで突っ込んで、命を粗そ末まつにしてるったらないわよね」

　口々に冒険者をこき下ろす少女たち。慧慈は、それに特に感かん慨がいは持たない。ある程度は一いつ般ぱん的になってきているとはいえ、冒険者を『汚れ仕事』として嫌きらう人間は、特に女性に多い。

（まあ、実際、ダンジョン内には結けつ構こう汚い場所も多いし。魔ま物ものとの命のやり取りとか殺さつ伐ばつとした部分も多いから、彼女らの主張を俺おれ自身否定出来ないってのも事実だけど……）

　慧慈自身はこの手のことは言われ慣れていて、嘆たん息そく一つで消化する術すべを身に付けている。

　──ただ、杏梨子はそうではないようで……。

　笑って、嘲あざ笑わらって冒険者への悪口を並べ立てる級友たちへ、杏あ梨り子すも笑顔を向けている……が、それは顔に貼はり付いた仮か面めんのように慧けい慈じには見えた。瞳ひとみの奥で光が揺れる度たび、慧慈は杏梨子が涙を流しているように見えて……。

　──何となく慧慈は、杏梨子が冒険者である自分を隠かくしている理由を、普段は逆に冒険者嫌ぎらいを装よそおっている原因を解わかった気がした。

「…………おい」

　その瞬しゆん間かん慧慈の口から飛び出した声は、普段彼が絶対女性には向けない酷ひどく不ふ機き嫌げんなもので。

　そこに籠こめられた怒ど気き……殺さつ気きですらあったかもしれない感情に、クラス委員長たちは驚いたように慧慈の方を振り向いて──




「──あ。和かず位いとルーラじゃないけど……見ぃ付けたっ!!」




　──場違いに明るい声が、緊きん迫ぱくし掛けたその場の空気を打ち砕くだいた。

　その声に慧慈は聞き覚えがあり過ぎて……。

「──はぁ!?　……え、得える藻も？」

　声がした上空を振り仰あおぎ、慧慈は目を丸くする。

　宙ちゆうに浮かぶ妹、得藻の影。

（あ、あれ？　得藻の奴やつ、飛行魔ま法ほうなんて使えたのか？）

　そんなことは本人からもグラからも聞いていないが……？　疑問に思う兄、慧慈。……だが、それ以上に大きい違い和わ感かんが彼にはあって──

「……日ひ暮ぐれ坂ざか君、その……お知り合い？」

「いや、知り合いも何も、妹なんだけど……」

　杏梨子へ歯切れ悪く答えながら、慧慈は妹をまじまじと見る。

「得藻……お前、何でそんな漂ひよう白はくされたみたいに白いんだ？　格好かつこも妙みようにエロいっていうか……」

「やん♪　目がエッチぃですわよ、お・兄にい・様さま・☆」

「………………」

　髪かみも真まっ白しろ、瞳ひとみさえ銀に近い灰はい色いろとなった得藻は、照れた様よう子すでその身を搔かき抱く。肌はだに密みつ着ちやくした極ごく薄うすのレオタード状の白い衣い装しようは、弾はずむＪＣのＤカップをほとんどごまかしはしなかった。ヒップや股こ間かんの喰い込みも、普段得藻が体たい操そう部ぶで着ている物よりずっと鋭いもので……。

「……いや、何というか────お前、誰だれだ？」

　先せん刻こくクラスメイトの女子たちが自分へと向けたものの数倍胡乱うろんげな目で、慧慈は白い妹を──得藻の身体を乗っ取ったベルを睨にらむ。その正体を未いまだ知らぬ慧慈だが、兄として妹ではない何かであるということは悟さとった。

　ベルがぷぅっと頰ほおを膨ふくらます。

「和かず位いといい慧けい慈じといい詰まんなーい。すぐにベルの正体を見切っちゃうんだもーん」

「ベル……？　お前、あの時の幼よう女じよか？　何で得える藻もと同じ姿すがたを──」

「ちょ、ちょっとあんたっ」

　ベルを問い質ただそうとした慧慈へ、横からクラス委員長が声を掛ける。

「何なの、一体!?　わけが解わからないんだけど!?」

（……俺おれだってわけが解らないことの方が多いんだけどさ……）

　慧慈は若じやつ干かん辟へき易えきしつつ、クラス委員長を、その後ろの他のクラスメイトの女子四名を見み遣やる。

　正直、彼女たちには一いつ刻こくも早くこの場から離れてほしいところだった。慧慈はベルに関してはほぼ情報を把は握あく出来ていないが……それでも言い知れぬ危険性は感じている。この場に素人しろうとの、戦せん闘とう力りよく皆かい無むの彼女たちを置いておくのは、気が気ではなかった。

　──ただ、その懸け念ねんは既すでに遅いものでしかなく。

「……ふーん？」

　ベルが冷めた瞳ひとみで慧慈のクラスの女子たちを見下ろし──思い付いたように手を打った。

「うん、充分魔ま力りよくがあるかは解らないけど──利用するだけしてみよう！」

「「…………!?」」

　やっちゃって──ベルがそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、慧慈は足あし元もとから虫が這はい上ってくるような嫌けん悪お感かんを覚えた。杏あ梨り子すも同じようで、咄とつ嗟さに二人は隣となりの回かい廊ろうへと跳ちよう躍やくする。

「「「「「……え？」」」」」

　──が、隣とはいえ、その回廊は一〇メートルは離れていた。慧慈や杏梨子のように身しん体たい能力に優れた冒険者ならともかく、ただの女子高生が助じよ走そう無し……仮に助走があっても跳べる距きよ離りではない。

　それ以前に、慧慈たちのように本能的に危き機きを察さつ知ちしたわけでもなく──必然的に慧慈たちのクラスメイトの女子一同はその場に取り残された。結果、何が起こったかといえば……。

　大まかには細長い板状だった回廊の縁ふちが持ち上がり、そこから湾わん曲きよくし、筒つつ状じように変化する。

　──その内部に、慧慈と杏梨子のクラスメイトの女子たちは吞のみ込まれた。

「──おいっ!?」

　悲ひ鳴めいを上げる暇ひまさえなく姿が見えなくなったクラス委員長たちに慧慈は目を剝むく──が、幸いなことにすぐに彼女たちの無ぶ事じは確かく認にん出来た。筒状になった回廊がガラスのように透すき通ったのである。

『何!?　これ、どうなってるの!?』

　バンバンと筒状通路の壁面を叩たたくクラス委員長。ややくぐもっているが、声も聞こえる。

「ちょっと待ってろ！　今助け出す──」

「──駄だ目めだよー。ここからが面白いんだから♪」

　剣を抜き、筒つつ状じよう通路へ躍おどり掛かろうとした慧けい慈じをベルが遮さえぎる。彼女がウィンクし、指をパチンと鳴らすと──

『──え？　きゃああっ!?』

　──途と端たん、筒状通路の内にじわぁ……と液体が滲にじんだ。それが慧慈のクラスメイトの女子たち……正確には彼女たちが纏まとう体たい操そう着ぎに滴したたり落ちるなり、白はく煙えんを上げる。

『ちょ、やだ!?』『何これぇー!?』『いやぁ!?　服が溶けてる！』『しかも日ひ暮ぐれ坂ざかがこっち見てるよ!?』『それも嫌いやー！　あっち向け!!』

「ご馳ち走そう様さまです──って、そうじゃなく！」

　慧慈がやましい目をやめ……切れていないが、何にせよ筒状通路内の状況を観察する。

　……酸さん、のようだった。それも人体には一切影えい響きようを与えず、衣類だけを溶かす。見る見る内にクラス委員長たちが肌はだも露あらわなあられもない姿すがたになっていって……。

「いや、しかし……長おさ船ふねさん（クラス委員長の名前）の下した着ぎが黒レースってのは、意い外がいだ……。何か……ドキドキする……！」

「……日暮坂君？」

「ゴホゴホ！　な、何でもありません、よ？」

　温度マイナスの半はん眼がんを向けてきた杏あ梨り子すに、慧慈は慌あわてて言いい訳わけを述べた──と。

「んふふ♪　本番はこれからー！　見み逃のがしちゃ駄だ目めだよ☆」

　底抜けに明るいベルの宣せん言げん。それに合わせるようにして、筒状通路にまたも変化が起こった。──内部にショッキングピンクのガスが充満し始めたのである。

『いやああ!?　何？　今度は……毒どくガス!?』

　クラス委員長改め長船が大急ぎで自身の鼻と口を塞ふさぐが、両手の指の隙すき間まからガスは否いや応おうなしに入り込んでいき……。

「うーん……広い意味では毒ガスかなぁ？　成分は媚薬だし？」

「──何　で　す　と　？」

　ベルの発言に慧慈が括かつ目もくした──直後。

『……え？　あ、あれ……？』

　ドピンクのガスが晴れると、筒状通路内の長船は戸と惑まどったように己おのれが身に腕を回した。

　その細い肩が震える。反面、ほど良く肉が付きむっちりとした太ふと股ももはもじもじ擦こすり合わされた。得える藻もに負けない量感溢あふれる乳ち房ぶさがたぷんと揺れる──

『お……長船ぇ……』

『……え？　川かわ尻じり？』

　そんな長船にツインテールでスレンダーな川尻という女子が寄り掛かった。その双そう眸ぼうは潤うるみ、吐と息いきは荒く、熱い。

　黄色いキャミソールとショーツが肌に貼はり付き、それが透すけるほど汗あせばんだ彼女は、長船の頰ほおを両手で挟み込むと──有う無むを言わせず唇くちびるを重ね合わせた。

『んむっ……!?』『んんっ……』

　唇を触れ合わせるだけではない。そこを押し開き、内部に舌したを差し込み……相手の口内を舐なめ回すような一方的なディープキス。……が、少しすると長おさ船ふねの目も潤うるんできて……川かわ尻じりの方からの一方的なものではない、長船の方からも舌を積極的に絡める濃のう厚こうなヴェーゼへと進化する。

　そのまま川尻が押し倒す形で、二人の肢し体たいが横になった。覆おおい被かぶさった川尻の手が長船の黒いブラを剝はぎ取り、それに包まれていた果実をもぎ取らんばかりに揉もみしだく。

　……二人の脚あしは絡み合い、時とき折おりピクンピクンと痙けい攣れんしていた。

　他の三名も似たような様さまである。白とピンクの縞々ストライプ、白地に青のドット、ライトグリーンのフリル満まん載さい……三者三さん様ようの下した着ぎで飾られた瑞みず々みずしい肢体が密みつ着ちやくし合い、火ほ照てり、汗あせばんで、打ち震えていた。その喉のどから甘い嬌きよう声せいも奏かなでられている。

　同じクラスの女子たちの香り立つような百ゆ合り展開……当然慧けい慈じはそれをガン見しており──

「ひ、ひ、日ひ暮ぐれ坂ざか君っ……慧慈っっ！　み、見ちゃ駄だ目めだから!!　回れ右──」

「痛たっ!?　いや、アン──湖こ城じようさん！　ちょっと待て、君も良く見るんだ、通路が……」

「……通路？」

　真まっ赤かになってポカポカ叩たたいてくる杏梨子に慧慈は訴える。改めて見れば、慧慈の視線は長船たちの百合情じよう事じではなく、それが行われている筒つつ状じよう通路の方を向いていた。杏梨子の目も自然とそれを追うと──

「……光って……？　発光してる……？」

　長船たちが居る辺りを起き点てんとして、筒状通路が発光していっていた。生じた光は通路を伝い、ダンジョン＝ゴーレム内の吹き抜け空間全体へ散っていく。

「これ……長船さんたちから何かを吸い上げてるみたいな……？」

「その通りだよー。このお姉ねえちゃんたちも、意い外がいと魔ま力りよくが大きいねっ」

　慧慈の観察眼がんを肯こう定ていするベルの発言。嫌いやな予感を覚えて慧慈と杏梨子が彼女を仰あおぎ見れば……純じゆん白ぱくのその姿すがたが燐りん光こうに包まれていた。

「な……？」

「……うん。和かず位いやルーラと戦った時よりも、ベル、またパワーアップ♪　これなら、慧慈たちも──いちころだね☆」

　ベルの燐光はますます強くなり……やがて彼女の背に、巨きよ大だいな蝶ちようの翅はねの如ごとく広げられた。それを羽ばたかすように煌きらめかせ──ベルは眩まばゆく輝く幾き何か学がく的魔ま法ほう陣じんを無数に展開する。




　──扉とびらよ　開け

　遥か地の底へ続く扉よ




　鍵かぎは我が意い志し

　漆しつ黒こくの闇やみを越え

　我は深く　深しん淵えんまで潜もぐる

　彼かの地に燃える

　大いなる力を手に収めんが為ために──




「──《インフェルノ》!?　くっ……！」

　慧けい慈じもいい加か減げん記き憶おくした、得える藻も得意の炎ほのおの超魔ま法ほうの詠えい唱しよう。その身で喰らったこともある慧慈としては、黙だまって受ける気にはとてもならない代しろ物ものだ。

　しかも、この場には杏あ梨り子すも……長おさ船ふねを始めとしたクラスメイトの女子たちも居る。特に長船たちは、この状況にあってもお互いの身体からだを貪むさぼることに夢む中ちゆうのようで……魔法発動の前ぜん兆ちように全く気付いていない。彼女たちの身は筒つつ状じよう通路の内側とはいえ……それが《インフェルノ》を防ぐか否いなかをその目で確かめる気は、慧慈には毛もう頭とうなかった。既すでに抜ばつ刀とう済みの愛剣を構えて……得藻と同じ姿すがたの相手ということもあり、剣の刃やいばではなく腹の部分をぶつける形に振り被かぶって──慧慈はベルに向けて飛び掛かる。

　──その、刹那せつな。

「んなっ!?」

　慧慈を挟むように、二つの幾き何か学がく的魔法円えんが滑り込む。それらがちろちろと真まっ白しろな火ひの粉こを撒まき散らし──やがて激げき発はつ。二に条じようの爆ばく炎えんが彼を巻き込んで交こう差さした。

　複数の《ファイアブラスト》を同時に……それも術じゆつ者しやから離れた地点からでも自在に解き放つ炎の攻こう撃げき魔法、《クロスファイア》。得藻は使えぬその魔法は、慧慈が存じない一手。彼は容易たやすくそれに吞のまれる──かと思われたが。

「──慧慈！」

　紙かみ一ひと重え──飛び込んだ杏梨子がその勢いのまま、慧慈を抱えて爆ばく熱ねつの隙すき間まを潜くぐり抜ける。その先にあった別の空中回かい廊ろうに着ちやく地ちし、二人は一ひと息いき吐く暇ひまも無くベルへ振り返った。




　この世の全てを焼き尽くす

　煉れん獄ごくの焰ほのおとなりて

　あまねく罪ざい過かを浄じよう化かせよ！




　──《インフェルノ》の詠唱はとうに完成しようとしていた。

「我が命めいに従いて、その威光ちからを示せ！　万ばん物ぶつを焼き尽くし──顕けん現げんせよ、《インフェルノ》!!」

　得藻のそれとは異なり、不ぶ気き味みなほど白い炎えん熱ねつが周囲に膨ふくれ上がる──




　──その炎えん光こうを、和かず位いはさらに上空から歯を食い縛しばり見下ろしていた。

「あの場所……か……」

（慧けい慈じもきっと居るな……よーやく見付けたぜ）

　今居る空中回かい廊ろうの縁ふちに立ち、そこにある手すりに身を預ける姿すがたは何ど処こか弱々しくあったが──その目に灯ともる闘とう志しは今をもって鈍っていない。

　……言葉少ななのは単純、下へ手たに口を開けば苦痛が悲ひ鳴めいとなって迸ほとばしりそうだったからだ。

（クソ……あの白い炎ほのおの刃やいば……思ったより遥かに厄やつ介かいな魔ま法ほうだったな……）

　単に炎と斬ざん撃げきの複合ダメージを与えるだけではない。傷口の内部に炎を残し……それは今なお燻くすぶり続けているのだ。

（正直……痛ぇ……っ）

　──本当は痛いなどというレベルではない。内ない臓ぞうが焼け続けているのだ。この一いつ瞬しゆん後ご、一秒と間を置かずに行動不能へと陥おちいっても不ふ思し議ぎではない。

　それでも和位が立ち続けているのは、戦せん意いを一切失っていないのは、まだ何も果たせていないからだ。果たすという意い地じがあるからだ。

（得える藻もちゃんを──）

　──助ける、という目的を。

（……割とオレ自身、態度でバレバレだと思うがなー……）

　なのに、当人にも、その兄にも気付かれていないのがかなり複雑だが──

　……和位は、得藻に恋している……。

（惚ほれた女一人助けられねーなんて、カッコ悪過ぎだろうが……！）

　言葉にはせず、和位は吠ほえた。

　今すぐ回廊縁の手すりを乗り越えて、飛び降りたい。空間がそこら中で歪ゆがんでいるらしいこの迷めい宮きゆうでは、それで本当にあの場へ駆かけ付けられるかは賭かけになるが──

（まー、確かく率りつがゼロじゃねーのなら、この際やってみる価か値ちはあるだろ？）

　内ない心しんでそううそぶくものの──手すりに足を掛けた段階で和位はバランスを崩くずし、倒れ込む。自分で思っていた以上に、内臓を焼かれることによる消しよう耗もうは大きかったようだ。

（クソが……手すりの向こう側に倒れればそのまま行けたかもしれねーのに……）

　舌した打うちしつつ、和位は再び立ち上がろうとして──

「──待って」

　それを、やけに神しん妙みような顔をしたルーラが制止した。和位の不ふ機き嫌げんな視線を無視し、彼をその場に座らせる。

（……今さら何だ、コイツ……？）

　出会った瞬しゆん間かんから何か癪しやくに障さわって、以い降こうも反はん目もくし合ってきた相手だ。《フォーマルハウト》から助けて以い降こうは何な故ぜだか大人おとなしくなってしまったので放ほう置ちしていたが……ここで邪じや魔まされる理由が和かず位いには解わからない──

「──って、オイ、コラ!?」

「いいから、見せて！」

　体たい操そう服ふくの上うわ着ぎを思い切りまくられた──途と端たん、和位の腹を見てルーラが硬こう直ちよくする。和位も感覚で薄うす々うす解っていたが……実際に見るとなかなか気が滅め入いった。

《プロミネンスエッジ》の刺し傷を中心に、和位の腹部が見るも無む惨ざんに焼け爛ただれている。その上徐じよ々じよに……よく目を凝こらせば解る速度で、その火傷やけどは広がっていっていた。

「やっぱり……あの魔ま法ほう、《プロミネンスエッジ》だったんだ……」

「……だからどーした？　オマエじゃどーにも出来ないだろ──」

「──《マキシヒーリング》」

　ルーラが和位の患かん部ぶに手を当て、魔法を発動させた。柔やわらかい癒いやしの光が傷へと吸い込まれて……赤黒かった和位の皮ひ膚ふが肌はだ色いろを取り戻す。

　──けれど、和位の腹の内で疼うずくような痛みは消えない。

「……気休めよ。《プロミネンスエッジ》の毒どくの如ごとき炎ほのおは、術じゆつ者しやを倒すまで消えない……」

「……ホント、気休めだな」

　嘆たん息そく気ぎ味みに言って、和位は立ち上がる。──それでも、先まで実は震えっ放しだった膝ひざが落ち着き、しかと床を踏み締しめられるようにはなっていた。

「……一応、礼れいは言っとく。ありがとな」

　これで《フォーマルハウト》から助けた貸しは無しだ──言げん外がいでそう告げて再度手すりを乗り越えようとした和位の腕を、意い外がいな強さでルーラが摑つかむ。

「……何だよ？」

「勝てる算段は……あるの？」

　ルーラの疑問に和位は押し黙だまる。ベルは、正直言って強い。魔法も強力だ。だが、それ以上に──得える藻もの肉体を使っている。ベルを倒すということは、得藻の命を奪うばうことに繫つながりかねない……が。

「慧けい慈じにはムリだ。けど……オレにならやれる」

　策はある──和位のその言葉にルーラは目を大きく見開き……その後、暫しばし瞼まぶたを閉ざして……そして、開いた翡ひ翠すいの両目には決けつ意いの色が浮かんでいた。

「……なら、託すわ。勝ち目を、ほんの少しだけ上げられるかもしれない力を──」

　そう言って彼女は、懐ふところから一本の飾り紐ひもを取り出した──




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　──ズザンッッ!!

「……おおっ？」

　ベルが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　彼女が開放した《インフェルノ》の暴ぼう威い……それが断ち切られ、薙なぎ払われ、散らされたのだ。

「──っはぁ……！　この……無む茶ちやさせてくれる……!!」

　愛剣を振り抜いた姿勢で、ぜえはあと肩で息をする慧けい慈じ。

　ベルの放った爆ばく炎えん地じ獄ごくに対し、慧慈が繰り出したのは世界殺しの次じ元げん斬ぎり──奥おう義ぎ《天てん剣けん絶ぜつ刀とう》。広域範囲攻こう撃げき……即すなわち『面』の攻撃である《インフェルノ》を所しよ詮せんは斬ざん撃げき……『線』の攻撃たる《天剣絶刀》で相そう殺さいするのは些いささかどころではない骨が折れたが、何とかやってのけられた。

　……もう一度やれと言われても、恐らくは無む理りだが。

（そもそも……『貯ちよ蓄ちく』がもう無い！）

《天剣絶刀》に限らず、奥義は勇ゆう者しやが敵の攻撃を喰らい、そのエネルギーを内に溜ため込み、それを瞬しゆん間かん的に爆ばく発はつさせて初めて使える技だ。特に慧慈の《天剣絶刀》は、使用する際に必要になるエネルギーの量が相当多い。使い切ってしまったエネルギーを溜め直すのは、結けつ構こうな時間と手て間まを要する……しかも。

（ヤバい……ちょっとエネルギーが足りてなかったのか……？）

　慧慈の視し界かいが歪ゆがむ。脚あしもふらつく。頭が酷ひどく痛むし、手も震え、今にも愛剣を落としてしまいそうだった。

　本来溜め込んだエネルギーだけで放たなければならない《天剣絶刀》を、それだけでは賄まかなえず、なのに無む理り矢や理り使った結果……体力とか、生命力そのものを持っていかれたのかもしれない。

（初めての経けい験けんで確信は持てないが……）

　とにもかくにも、自分が本調子とは程遠い状態になってしまったことを慧慈は自覚する。

　慧慈がそんな無茶をした理由は言わずもがな。今も変わらず筒つつ状じよう通路内部で百ゆ合り百ゆ合り展開に身を任せているクラスメイト女子……長おさ船ふねたち五名を庇かばってだ。何とも眼がん福ぷくの光こう景けいであるし、そこまでした価か値ちは慧慈もあったと断言するが──

（これは……本当にまずい……か……？）

　ぶっちゃけ、そんな男なら大だい興こう奮ふんの場面を見ているのに──勃たない。……そんなことで己おのれの危うい現状を認にん識しきするのはあれではあるが……今までどんな時でもエロに反応してきた慧慈がそう出来ないほど疲ひ弊へいしているとなれば、確かにそれは追い詰められた状態であった。

「その上……くそ、どうすればいい？」

　慧けい慈じが周辺一帯へ視線を走らせる。そこに今も眩まばゆく光り、舞い踊る魔ま法ほう円えんが無数。奥おう義ぎの一いつ閃せんで《インフェルノ》は蹴け散ちらした慧慈だが──《クロスファイア》の方には手が回らなかった。今か今かと牙きばを剝むく瞬しゆん間かんを待つ殺さつ意いの炎ほのお……獲え物ものを追い詰め、狩かる、狼おおかみの群れを思わせる……。

　──さらにそれを維い持じしたまま、ベルは新たな魔法の詠えい唱しようを開始した。




　星よ　天に瞬またたき　夜空埋め尽くす星よ

　今一度　地上へと降り立ち　我が力となれ──




「今度は確か、《アウローラ》か……！」

　それもまた、妹得える藻もの超ちよう魔法。ことごとく得藻の切きり札ふだを使ってくるベルに、慧慈は兄として何やら微び妙みように……頭にくる。

（それに……複数の魔法の同時行使って結けつ構こう高等技術じゃなかったか!?）

　うろ覚えの魔法知ち識しきを検けん索さくし、慧慈は唸うなる。しかも《アウローラ》はかなりの高位魔法であり、《クロスファイア》の方も……《ファイアブラスト》の複数同時行使という面から鑑かんがみて、桁けたの違う難なん易い度どであるはず。

（それらをポコポコ使うばかりか、並へい行こうして発動……無む茶ちや苦く茶ちやだろ……！）

　慧慈の中でイメージとして浮かんだのは、複数人の得藻と同時に戦っている状況。……一人でも苦労する妹がたくさん……世の妹萌もえの方々は歓かん喜きするかもしれないが、大変申もうし訳わけないものの、慧慈は勘かん弁べんしてほしいと切せつ実じつに思った。

「……って、いかん……俺おれ、若じやつ干かん逃とう避ひ気ぎ味みか？」

　慧慈は頭を振る。

　今必要なのは──何よりも《クロスファイア》を、《アウローラ》を防ぐ手立て。しかし慧慈には、何というか『ひたすら避けまくる』以外のアイディアが思い浮かばない。

　……今の疲ひ労ろう状態では、それさえも実現が危うそうなのだが……。

（しかもそれだと、いざという時に長おさ船ふねさんたちを守れないだろうが……）

　自分に出来ないことならば……慧慈は横に立つ杏あ梨り子すを見る。情なさけないことにすがる風ふうな慧慈の顔付きに、けれど杏梨子の方も申し訳なさそうな顔になった。

「ごめんなさい……まともな装そう備びがあればまだ何とかなるんだけど……」

　予あらかじめグラから贈おくられた装備を持ち込めていた慧慈とは異なり、今の杏梨子は普通のスパッツと体たい操そう服ふく姿すがた。そして武ぶ器きは一切無し。そんなほぼ丸まる腰ごし状態でベルに対たい処しよするのは……確かに杏梨子とて厳きびしいだろう。

「……こっちこそごめん。無む茶ちや言った」

（むしろ、俺おれが湖こ城じようさんを守らないといけないのに……）

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに、慧けい慈じは胸を搔かき毟むしりたくなった──と。

「………………！」

　──そこでふと、慧慈に一つの作さく戦せんが過よぎった。

　とても無む茶ちや苦く茶ちやな……自分で考えておきながら呆あきれる案。しかも……それをやったら慧慈は今ある戦せん闘とう力りよくさえ手離す羽は目めになる。けれど──

（……賭かけるには、悪くないか？）

　ただ、その前に杏あ梨り子すに確かく認にんしておくべきことがあった。

「あのさ、湖城さん。まともな装そう備びって……とりあえず武ぶ器きがあれば何とかなるってこと？」

「……え？　う、うん。ただ……私が使い慣れてない武器だと、難しいかな。日ひ暮ぐれ坂ざか君の長ちよう剣けんは……まともに振るえないと思うし」

「──鞭むちなら、大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「う、うん」

　そこまで確かめて……慧慈は握る愛剣を見た。手にしてからの期間は短いが……苦難をいくつも一いつ緒しよに乗り越えてきた相あい棒ぼうである。

（……ごめんな）

　剣自体と、それをくれたグラへ慧慈は心の中で詫わびる──

「この光輝ちから、燃え尽きるまで──翔かけ抜けよ、《アウローラ》!!」

　──そのタイミングで、ベルの《アウローラ》が完成する。白はく炎えんをその身に纏まとい、箒ほうき星ぼしの如ごとく飛び出した彼女は……真まっ直すぐに慧慈の方へ翔けた。

　彼の後ろには長おさ船ふねたちが囚とらわれた筒つつ状じよう通路があり……即すなわち、避けられない。回かい避ひすれば、彼女たちが燃やされる。

「湖城さん、君は逃げろ！」

　杏梨子へそう促うながして慧慈は……彼自身はベルの正面で身み構がまえる。

「駄だ目め、日暮坂君！　それじゃあ──」

「いいから！　仲間は信じろよ──アンリ!!」

　言い募つのろうとする杏梨子へ──慧慈はあえてその名をぶつけた。杏梨子は目から鱗うろこが落ちた顔で……振り切るように別の回かい廊ろうへと飛び移る。

　それを見送る余よ裕ゆうも無く、慧慈は……飛ひ翔しようしてくるベルを、その《アウローラ》を、剣で受け止めた。

「うふふ、力比べ？　いいよ、やろう！」

　にこやかに言い──ベルが《アウローラ》の出力を上げる。

「く、くぅ……っ!?」

　慧けい慈じが知る得える藻もの《アウローラ》以上に、ベルのそれは重かった。受け止め切れず、じりじりと慧慈の身体からだが後ろへ滑る。そして何より……慧慈の剣の刀とう身しんが、《アウローラ》の熱で冷たい色を熱く変えていく……。

「わぁい♪　慧慈の剣、このままだと熔とけちゃうよ？」

「まだだ……保もってくれ……！」

　ベルのはしゃぐ声に、慧慈は祈りの声を漏もらした。

　そのまま一気に慧慈を押し切ろうと、ベルが《クロスファイア》の魔ま法ほう円えんを彼の周囲へと集合させた時──

「どっっっっせぇぇええええいっっ!!」

　──慧慈が、自分から後ろへ倒れる。そうしながら《アウローラ》の障しよう壁へきを思い切り蹴けった。さながら柔じゆう道どうの『巴ともえ投なげ』のような形である。

「──わっ!?　うわわっ？」

　真まっ向こうから押し返そうとしてきていた慧慈の圧力がいきなり喪そう失しつし、なおかつ蹴りで斜め上方へと向かう力を加えられたベル。止まり切れずその方向へ吹き飛ぶ。長おさ船ふねたちの居る筒つつ状じよう通路は、その遥か下だった。

「くぅ……がっ……！」

　が、その代だい償しようとして慧慈が支払ったものは軽くなかった。《アウローラ》の炎えん壁ぺきを蹴った慧慈の右足は、嫌いやな臭においを上げ焦こげている。それ以上に──

　──慧慈の愛剣が、熔けて形を失っていた。刀身は赤せき熱ねつ化かして飴あめのようになり……ぐにゃりと折れ曲がっている。慧慈は、それを……。




　未だ燃えるように熱い刀身を引っ摑むと、思い切り引き伸ばした。




「──へ？　ええっ？　何？　どういうことっ!?」

「湖こ城じようさんっっ」

　動どう揺ようするベルを尻しり目めに、慧慈は己おのれが愛剣を──刀身が長く、鞭状になったそれを、杏あ梨り子すへとぶん投げる。

「……！　うんっ」

　杏梨子は驚きを顔に浮かべた後──決けつ意いの瞳ひとみで跳ちよう躍やく、それを摑つかみ取った。そこから空中を泳ぐように姿勢を整え……ベルを見み据すえる。

「くぅ……何する気か知らないけど──」

　なおも《アウローラ》を纏まとうベル。次いで《クロスファイア》の魔法円の目もく標ひようも、全て杏梨子へと変へん更こうする。将しよう棋ぎの穴あな熊ぐまのような堅けん牢ろうな布ふ陣じん。そうそう砕くだかれはしないはずだが──

「──奥義、発動」

　杏あ梨り子す……アンリもまた、『そうそう』な冒険者ではない。

「──ぅえっ!?　は、はぁぁっ!?」

　ベルの見る前で──杏梨子が増えた。それも一人や二人ではない。一〇人、五〇人……一〇○……それ以上！

　ダンジョン＝ゴーレムの吹き抜け空間が、空中回かい廊ろうを蹴けり舞い踊る杏梨子たちで埋まっていく。

　──『分ぶん身しん』。それも残ざん像ぞうではなく実体を持った……。

　自らの内に溜ため込んだエネルギーを高こう密みつ度どに練り上げ、物質化し、自分自身と全く同等の能力を有した複製体として具ぐ現げん化か、操あやつる……しかもその数、一〇〇を優に超える。

　それが、慧けい慈じと同じく〝深淵竜アビスドラゴン〟イスカリオテとの死し闘とうを経て杏梨子＝アンリが得た奥おう義ぎ──

「──《絢けん爛らん舞ぶ踏とう》!!」

　跳ね回る無数の杏梨子が、慧慈の愛剣だった鞭むちを振るう。

　形を変えたといえど、グラがここぞの時に慧慈へ贈おくった業わざ物もの。その威い力りよくは今も健在で。瞬またたく間に《クロスファイア》の魔ま法ほう円えんを全て粉ふん砕さいし、ベルを守る《アウローラ》の障しよう壁へきへと殺さつ到とうする。

「う……く……うわああああっ!?」

　素す手での杏梨子では、たとえ《絢爛舞踏》を使っても業ごう火かを帯びた《クロスファイア》の魔法円は砕くだけなかっただろう。《アウローラ》の結けつ界かいには触れられなかっただろう。だが、即そく席せきとはいえ武ぶ器きを得た今なら──
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　出力と数の暴ぼう力りよくで慧けい慈じたちを翻ほん弄ろうしたベルは──今、それ以上の数の暴力に押し潰つぶされる！

　──パァンッ……！

「……ひっ……!?」

　風船が割れるような音を立て、《アウローラ》が消しよう滅めつする。身を守る術すべを失ったベルへ、留とどまることなく杏あ梨り子すの群れが雪崩なだれの如ごとく襲おそい掛かり……。




「ベ──ベルを殺せば得える藻もも死ぬよ！　二人は融ゆう合ごうしてるんだから!!」




　──その言葉に、全ての杏梨子が急停止した。

「な……ぬ……!?」

　身を起こした慧慈が目を白黒させる。

　慧慈たちには確かく認にん出来ないが、それは『真実』。そして、真実だと確かめられぬまでも、そんな可能性を考こう慮りよしてしまうほど今のベルは得藻に似過ぎていた。故ゆえに──慧慈も杏梨子もそこからベルを攻められなくなってしまう……。

　杏梨子の奥おう義ぎが解け、本体以外の彼女が空気に溶けた。

　攻こう撃げきの手が止まった二人に、ベルがにんまりと笑う。そして──反はん撃げきを開始した。




　──扉とびらよ　開け

　遥か地の底へ続く扉よ




　鍵かぎは我が意い志し

　漆しつ黒こくの闇やみを越え

　我は深く　深しん淵えんまで潜もぐる

　彼かの地に燃える

　大いなる力を手に収めんが為ために──




　混沌ちからよ　我を受け入れよ

　其その方に足は無く　其の方に翼つばさは無く

　地の底を這はいずるばかりの汝なんじに

　我は新たな形を与えん──




　ここまでの詠えい唱しようは《インフェルノ》と同じ。しかし──それは和かず位いやルーラと戦った時のように、ここから変化する。




　揺らめき　光れ　星よ

　熔とかし　焦こがせ　天よ




　夜空埋め尽くし

　全て焼き尽くす焰ほむら




　煉れん獄ごくとなりて　今一度

　地上へと降り立ち　我が力となれ




　流りゆう星せいは我が翼つばさに　惑わく星せいは我が盾たてに

　恒こう星せいは我が剣となりて

　あまねく罪ざい過かを浄じよう化かせよ




　その力もって　我は暗き空を翔かける

　その力振るい　我は深き海を割る




　この身は彼方かなた　何処いずこまでも

　この意い志しは遥か　果てまでも

　止まらず　阻はばまれず　貫つらぬき通す




　我　今ここに　ただ一本の矢とならん──




「散々やってくれたけど……やっぱりベルの勝ちだねぇ……！」

　怒りと、嘲あざけりと、怯おびえと、恐れと……いくつもの感情が入り混じった凄すごみのある笑えみで、ベルが慧けい慈じたちへ宣せん言げんする。

「くっ……！」

　逃げろと警けい鐘しようを鳴らす本能を抑え込み──そもそも何ど処こへ逃げろというのかと自分で自分の本能にツッコんで、慧慈はせめてと杏あ梨り子すを背中に庇かばう。

　烈れつ光こうを放つ幾いく重えもの幾き何か学がく的てき魔ま法ほう円えんが、ベルを囲んで乱らん舞ぶした。

「我が命めいに従いて、その光輝ちから、燃え尽きるまで──万ばん物ぶつを燃やし尽くし、翔かけ抜けよ……」

　炎ほのおの超々魔法、《フォーマルハウト》発動──絶望が花開く、その瞬しゆん間かん。

「──《霧む氷ひよう月げつ影えい》」

　……厳おごそかな声が辺りに響ひびいた──




「……え？」

《フォーマルハウト》の大破は壊かい炎えんが荒れ狂い、その果てに消え失うせた時──




　──その場には無む傷きずの慧けい慈じと杏あ梨り子すばかりか、和かず位いとルーラの姿すがたもあった。




「──え？　は、はぁぁああああああっ!?」

　それどころか、長おさ船ふねたちもぐったり横たわっているが無傷。《フォーマルハウト》が筒つつ状じよう通路も焼き尽くした為ため、痴ち態たいからも解放されている有あり様さまだ。

「な、なななな……!?」

　口をパクパクさせているベルを横よこ目めに、慧慈は和位へほっとした声を掛けた。

「……助かった、和位。でも、その格好かつこは……？」

「いーだろ？　気難しいガキンチョがようやくくれた新装そう備びだ」

　微笑する和位の斜め後ろで、ルーラが僅わずかに頰ほおを染めそっぽを向く。

　小こ袖そでに袴はかま、和わ風ふうの部分鎧よろいというのは、元々の和位の装備と似に通かよっているが……袖や裾すそに精せい緻ちな刺し繡しゆうが施ほどこされ、生き地じもずっと上等であった。何より腰に差した打ち刀と脇わき差ざしが……鞘さやに納まったままでもぞっとするほどの業わざ物ものの気け配はいを漂ただよわせている……。

「そ、そんなことより！」

　ヒステリックにベルが叫ぶ。

「一度ならず二度までも……どうして《フォーマルハウト》を喰らって死なないの!?　何、何をしたの!?」

「想そう像ぞう力りよくの足りねーヤツだな……単に奥義を使っただけだ」

「……へ？」

　呆ほうけた声を出すベル。和位の奥おう義ぎは確か《光こう風ふう霽せい月げつ》で──

「奥義が一人一つだとか、誰が決めた？」

「っっっっ!?」

　答え合わせをしてみれば何ということはない──けれど大き過ぎる勘かん違ちがいにベルが凍る。

　和位のもう一つの奥義は『護まもりの技』。身を朧おぼろに、心を空に、気配を──その存在すらも断ち、夢と現うつつの狭はざ間まに己おのれを隠かくす……時には、自身の仲間ごと。

　夢と幻まぼろしの彼方かなたに隠れた和位たちには、如い何かなる超攻こう撃げき力りよくでも届きはしない。

　その奥義の名を、《霧む氷ひよう月げつ影えい》という──

「で、でも、奥義って使うには力の溜ためが……!?　何でそんなに連発……!?」

「おかげさんでな」

　ポンポンと自分の腹を叩たたく和かず位い。彼の腹の内では今も《プロミネンスエッジ》の残ざん火かが燃えて……奥義を打つ為のエネルギーを供給してくれている。

「慧けい慈じ──得える藻もちゃんを助ける役、任されていいか？」

「……ああ、そうか……お前なら……頼むぜ、親友」

　問うた和位に慧慈は思い出して……ニヤリと笑う。それを受け、和位は、腰の新しい刀を抜き放った。

「ま、待って！　ベルを殺せば得藻も──」

　月並みなベルの脅おどしを無視し、和位は奥おう義ぎを発動させる──

　──《光こう風ふう霽せい月げつ》。

　音が遠ざかり、時間が圧あつ縮しゆくされた集中力の極限の中で、和位は──

（……見えるぜ）

　ベルの姿すがたを、得藻の肉体を、しかと捉とらえた。

　一見すると完全に混じり合っているようである二者……が、和位はその中に『紅あか』と『白』という明白な色合いの違いを見切る。

（白いのは……得藻ちゃんじゃねえ）

　その白の中、最も白い一点を和位は見出みいだした。

　この世の全て……世界そのものの最も脆もろい一点すらも見切る《光風霽月》。その観察力をもってすれば、この程度のことが出来ぬはずがない──




　──恋する少女の中の異い物ぶつを見付け、排はい除じよすることなど。




（喰らえ──）

　音も、光の速さをも凌りよう駕がして突き出された刀の切きっ先さきが、得藻の中のベルの根こん幹かんを貫つらぬく──

「……え？」

　……戻ってきた時間の流れの中、ベルが呆あつ気けに取られた声を出し……。

　──その全身の『白』がひび割れた。

「ああああああああああああああああああっっ!?」

　砕くだけ、灰はいのように崩くずれ落ちる白の中から、色を取り戻した得藻の裸ら体たいが零こぼれ落ちて──

　──それを、ルーラが両腕うででしかと受け止めた。




「何とかなった……か」

　気き絶ぜつした得藻の裸ら身しんをルーラが己おのれの法ほう衣いを脱いで包み込むのを見届け、慧慈は尻しり餅もちをついた。

　杏あ梨り子すと目め配くばせし、微笑ほほえみ合う──が、気を取り直して表情を引き締しめた。

（……けど、ベルってのが魔ま王おうだった……わけじゃないよな？）

　そこは慧けい慈じも気付いている。彼女には魔ま王おうの証あかしである〝熱き混こん沌とん〟へアクセスする為ための器き官かんが見当たらなかったし、そもそも人間ではない。

　人間であるはずの魔王は、他に居るはずで──




「──へええ。本当に……やるわねー、日ひ暮ぐれ坂ざか君たち」




　そこに届いたぽわぽわした声に、思い当たったその主ぬしに、慧慈は石せき化かした。

「……子ね夢む……ちゃん？」

「な、何、その『眼め』……？」

　絶ぜつ句くする慧慈の横で杏あ梨り子すが困こん惑わくの声を出す。

　遥か空中から舞い降りてきた子夢……そのはだけたブラウスシャツの胸むな元もとからあまりに深い谷間と──そこに鎮ちん座ざする不ぶ気き味みな眼がん球きゆうが見えた。明確に子夢の肉体に発生しているその『器官』に、慧慈の中で色々なものが繫つながる。

「──子夢ちゃんが魔王!?　学校をダンジョンへ変えた!?」

「ご名答、日暮坂君。でも、ちょっと気付くのが遅かったかな～？」

　言った子夢の手に形成される大たい剣けん。慧慈は愛剣を探して……それが失われたことを思い出す。

（それでも、やるしか──）

　跳ね起きて構えを取る慧慈──が、その隣となりで和かず位いが膝ひざを突く。

「和位!?」

「何でだ……あのベルってガキを倒したのに……腹が……!?」

　腹部を押さえ脂あぶら汗あせを流す和位に、子夢が面白そうに言った。

「ベルちゃんの端末を倒したくらいでいい気になっちゃ困るなー。そんな有あり様さまで本体に勝てる気なの？」

「本体……？」

　眉まゆ根ねを寄せる慧慈へ、さも面白そうに子夢は笑い掛ける。

「気付かない、日暮坂君？　君たちはとっくに──ベルちゃんの中に居たんだよ？」

「!?　まさか……」

『ねえ、おかあさん……』

　慧慈が全身から冷ひや汗あせを噴ふき出した瞬しゆん間かん、辺り一帯にベルの声が響ひびく──

『こいつら、もう……ころしていいよね……？』

（まさか、このダンジョン自体が……！）

　その事実に、慧慈は震え上がる我が身を止められなかった……。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




『──うん、もういい。ころす。慧けい慈じたちも……グラも』

「……な!?　このダンジョン……喋しやべった!?」

　外で──巨きよ大だいケンタウルス型ダンジョン＝ゴーレムと激げき闘とうを繰り広げていたグラは、突とつ如じよ声を発したその巨きよ人じん馬ばに目を見張る。

　……やけに幼く可愛かわいらしい少女の声なのも、面喰らった原因だ。

　──が、驚きよう愕がくしていられた時間は短い。ダンジョン＝ゴーレムの全身に及んでいた白熱がその顔面……口くち元もとに収しゆう束そくし、直視出来ぬほどの閃せん熱ねつと化したのである。

「──マリー！　射しや線せん上から離れるんじゃ!!」

（あれは……危険過ぎる!!）

　全身に拡散している状態でさえ、《インフェルノ》や《アウローラ》に匹ひつ敵てきしていた熱量が、口という一点に集合したのだ。その威い力りよくがどれほどのものになるか……グラをして推すい測そく出来ない。しかも──

　──ここでグラまで射線上から去れば、あの光は確実に慧慈たちの自宅の巨きよ塔とう型ダンジョンを射い抜ぬく。

（退のくわけには……いかんか！）

　慌あわてて《フィンブルヴェトル》の詠えい唱しようを開始するグラだが──ダンジョン＝ゴーレム……ベルの必ひつ殺さつの閃せん光こうの方が早い。純じゆん白ぱくの輝きが世界を灼やいて……。

「グランディータさん!?」

（間に合わんか……!?）

　マリーの悲ひ鳴めいが聞こえる中、グラは半なかば己おのれの最さい期ごを覚かく悟ごした──




「──《リフレクトフォートレス》」




『──え？』

　瞬しゆん間かん、ベルの眼前に虹にじ色いろの障しよう壁へきが……天に届くほどの壁が現れた。それはベルの放った閃光を──あっさり彼女へ反はん射しやする。

　音ではなく、最も早はや衝しよう撃げきとなった空気の震えとともにベルの巨きよ体たいがくずおれた。中に居るはずの慧慈たちの悲鳴が聞こえた気がしたが──それよりも。

「……!?　お主ぬしたちは──」

　グラの前にふわりと浮かんできた三名。朱しゆ色いろの翼つばさを持つ、巨きよ鳥ちようの背に乗っている。その顔かお触ぶれの中で最も大人おとなびたロングヘアの女性……修しゆう道どう服ふくを纏まとった乙おと女めがグラへ会え釈しやくする。

　その身に装よそおわれた銀の甲かつ冑ちゆうが澄すんだ音を鳴らした。

「セクシーなお姉ねえさんっ。何ど処この誰だれだか知らないけど、今まで食い止めてくれてたこと感かん謝しや感激だぜぃｗｗｗ」

　テンション高く言ってきた慧けい慈じと同年代の娘むすめは、とてつもなく露ろ出しゆつ度どが高い巫み女こ装しよう束ぞく──否いな、それを模もしたビキニアーマーを翻ひるがえした。

　その横で踊り子風ふうのビキニアーマー姿すがたの少女が、何とか素す肌はだを隠かくそうと身を捻ひねっている。

「……うぅ、だからわたくし、こんな格好かつこ嫌いやなんですってばー！　また……また騙だまされて……」

「だ～いじょ～ぶぃ！　本当にほのっち、似に合あってるぜぃｗｗｗ」

　カラカラ笑う巫女ビキニの少女に、踊り子ビキニの方が銃じゆう剣けん付き拳けん銃じゆうを突き付ける。そうする二人の顔は……瓜うり二ふたつというくらい似に通かよっていた。

『──な、なんだこいつらぁぁああああああああああ!?』

　体勢を立て直したベルが吠ほえる。四本足で地じ団だん太だを踏む姿に、マリーが蒼あおくなった。

「大変！　街が──」

「──ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。貴女あなた方がこのでくの坊ぼうの相手をして下さっている間に、小鳥さんが住民を残らず避ひ難なんさせましたから。怪け我が人にんも居ましたが……全員小こ鳥とりさんが全快させましたし」

　軽く言ってのける踊り子風少女に、グラは息を吞のむ。話の内容は元より、今挙がったその名前は──

「まさか──慧慈君たちの？」

　その名を聞いた途と端たん──踊り子風少女がビビクンッと震えた。

「ひぇええええっ!?　え、まさか……あの男が近くに!?」

「……ほのっち、そんなにけいっぢのこと嫌きらわんでも……」

「き、嫌ってるわけではなくて……苦にが手てなんですの！」

　呆あきれた様よう子すの巫女風少女に弁べん明めいする踊り子風少女……それをやれやれという様よう子すで見守っている『小鳥』と呼ばれた女性……。

（この三人は……）

　慧慈と共にイスカリオテを倒した残りのメンバー──鏡かがみ野の小鳥と高たか科しな帆夏ほのか、架夏かすか。

　当人らは知らぬことであるが、地下のダンジョンを救いし英えい雄ゆう。その姿にグラは眩まぶしいものを見るように目を細め──

『おまえらも……ころすぅぅ!!』

　──そこに、怒れるベルが拳こぶしを叩たたき込んでくる。

「──《リフレクトフォートレス》」

　淡たん々たんと小鳥が先さき程ほどと同じ魔ま法ほうを発動。虹にじ色いろの防ぼう壁へきが、ベルの巨きよ大だい鉄てつ拳けんの衝しよう撃げきをそのまま彼女へと返す。

　小鳥の表情には焦あせりなど欠片かけらも無かった。

「──ところでお姉ねえさん。ちょっと戦い方がまずいぜぃ」

「……何じゃと？」

　最強アンデッドのグラへ、架夏かすかが駄だ目め出だし。彼女はふらふらしているベルの巨きよ体たいを指差した。

「あれ、確かに高熱を使うみたいだけど──大まかには『土どぎ行よう』だぜぃ？　それに氷……『水すい行ぎよう』の魔ま法ほうを撃うっても、効果はそんなに見込めないってぇ」

「どぎょう……すいぎょう？　──陰いん陽よう五ご行ぎようか！」

　グラは納なつ得とくする。『地水火風』ではなく『木火土金水』で表される五属ぞく性せい。それによれば、確かに氷や水は土属性に圧あつ倒とうされる。……ならば──

「……『土』を克こくすのは確か『木』か。お主ぬし、『木』の属性の魔法は？」

「使えるぜぃ☆」

　グラの問いにサムズアップする架夏。グラは頷うなずき、詠えい唱しよう開始──




　煌きらめけ　結けつ晶しよう

　滅び行く世界に　微かすかな光を投げ掛けよ

　囁ささやけ　風音

　沈みゆく世界に　優しき子こ守もり唄うたを与えよ──




　改めての《フィンブルヴェトル》。その旋せん律りつに合わせ……扇おうぎを取り出した架夏が舞う。朱あけの大おお鳥とりから宙ちゆうへ足を踏み出した──が、そこに不ふ可か視しの足あし場ばがあるように、彼女の身は空に浮いた。

　何もない空中を舞ぶ台たいのように踏み締しめ、時に繊せん細さいに、時に力強く足を運ぶ架夏。御み神楽かぐらの如ごときその舞に何かを感じたか、ベルの攻めが一いつ層そう苛か烈れつになるが──小こ鳥とりの防ぼう御ぎよは微かすかにも揺るがない。

　焦しよう燥そう感かんが巨きよ軀くに満ちるベルへ悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ──一ひと際きわ大きく架夏が扇を振る。

「さあ、出番だぜぃ──出いで参まいれ！　東方の守しゆ護ご聖せい獣じゆう、『青せい竜りゆう』!!」

　架夏の呼び掛けに応こたえ──何ど処こかから大量の木の葉が、天を覆おおうほどの量が襲しゆう来らいした。それが竜たつ巻まきのように渦うず巻まき、まとまって……青き鱗うろこの竜が出現する。

『──ぅええええ!?』

　その大きさ、ベルにも負けず。その蛇へびのように長い胴どう体たいが雷らい光こうの如ごとく翔かけて──ベルの全身が拘こう束そくされた。

　次の瞬しゆん間かん、ベルのあちらこちらから木の芽が芽め吹ぶき、繁はん茂もしていく。それに合わせて、ベルの動きが目に見えて緩かん慢まんになっていき──

『そ、そんな……こんなところで……』

「──闇やみの彼方かなたに光あれ……《フィンブルヴェトル》」

　三度目の正直たるグラの超魔法が、今度こそベルを完全に凍結させた。




「……!?」

　ベルの断だん末まつ魔まをその中で聞いた子ね夢むは、初めてその顔に動どう揺ようを表した。

「これは……分ぶが悪いわね」

　判はん断だんするが早いか、慧けい慈じたちを無視して飛び上がる。

「──逃げる気か!?」

　ベルが本当に倒された為ため、《プロミネンスエッジ》の置き土産みやげから解放された和かず位いが跳ね起き、舌した打うちする。

　得え物ものが無い慧慈もどうすることも出来ずに歯は嚙がみするが──

　ちゃーん、ちゃちゃっちゃ、ちゃちゃちゃちゃ、ちゃちゃちゃちゃちゃ～♪

　……場違いな某ぼう世よ直なおしご老ろう公こうのテーマ。和位の懐ふところから聞こえた。

「……和位、ケータイ持ってたのか？」

「このダンジョンをさ迷ってる内に見付けた。……って、こんな時に誰だれだ？」

『──ご機き嫌げんよう、和位さん』

　慧慈と話しつつ通話ボタンを押した和位は──そこから聞こえた帆夏ほのかの声に目を丸くする。

「何でオマエが……!?」

　外の状況が全く伝わってこないこの場の面メン子ツ（子夢はそれを知る魔法的手段があったらしい）、唐とう突とつな相手からの突とつ然ぜんの電話に目が白黒する。それに帆夏の掛けた言葉はシンプルだった。

『何がどうなっているのかは、今はいいです。とにかく──その場を動かないで下さいな。危険ですので』

「何だその一方的な要求は!?」

「ああ、でも、帆夏に命令されると、ちょっとぞくぞくするっ……！」

「……オマエは黙だまってろ、慧慈」

　身み悶もだえする親友へ和位が吐き捨てた刹せつ那な──




　──そんな慧慈の股またの間を抜けて、恐るべき威い力りよくを秘めた何かが通り過ぎた。




「──!?」

　通過したそれは一いつ瞬しゆんで逃げる子夢に追い付き──背中から胸へと貫かん通つうする。

　彼女の魔ま王おうの証あかしたる異い形ぎようの眼がん球きゆうが……跡あと形かたも無くなった。

『Ｍｉｓｓｉｏｎ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ』

　得意げな帆夏の声が和位の携けい帯たい電話より漏もれるのを聞きながら──

「……ひ、日ひ暮ぐれ坂ざか君……大だい丈じよう夫ぶ？」

「ちょ……ちょっと掠かすった……」

　心配する杏あ梨り子すの前で、慧けい慈じが股こ間かんを押さえてうずくまっていた……。







[image: エピローグ]







　……そして、子ね夢むは目を開いた。

　視し界かいに飛び込んでくる辺りの光こう景けいは、苔こけむした石造りの……ダンジョン。明白にベルの中ではない。

（──戻ってきたんだぁ……）

　自分の、本当の身体の許もとへ。

　地上で慧けい慈じたちと遭そう遇ぐうした子夢は、彼女の意い識しきを乗り移させた『ゴーレム』であった。今いま頃ごろはその残ざん骸がいが土つち塊くれに戻り……慧慈たちを驚きよう愕がくさせているかもしれない。

　子夢本人は地下のダンジョンに居り、地上で力を振るうのは彼女に遠えん隔かく操そう作さされた複製体……それが地下深くの〝熱き混こん沌とん〟から遠く離れているにもかかわらず、子夢が地上で強大な能力を発はつ揮き出来た『手て品じなのタネ』である。

「──お帰り。どうだった、子夢？」

「……デュミオ」

　石いし畳だたみに敷しかれたシートより身を起こし、子夢は花が咲くような笑えみを浮かべた。そんな彼女に、デュミオと呼ばれた長身瘦そう軀く、一見気弱そうな眼鏡めがねの青年は苦く笑しようする。

「辰たつ比ひ古こ、だよ。糺ただすノの森もり辰比古。人間社会での……君の夫おつととしての僕の名は」

「いいじゃないっ。ここはダンジョン……〝熱き混沌〟へ至る道。本当のあなたを隠かくさないでも、誰だれも困ることは無いんだから……エンデュミオン」

　自身の旦那だんなを本当の名……〝最後の魔ま王おう〟の長ちよう子しにして最強の魔ま人じんとしての名で呼んで、子夢は彼の胸に飛び込む。

「……ベルちゃんが負けちゃった……。日ひ暮ぐれ坂ざか君、皆みな守かみ君、湖こ城じようさんは、何とか出来そうだったんだけど……鏡かがみ野の小こ鳥とりに高たか科しな姉妹がねー……。あっちの三人は、やっぱり格が違うわ……」

　無む念ねんそうに告げる子夢を慰なぐさめるように、エンデュミオンが口を開く。

「……あの三名は、イスカリオテから得た力を『完全に』ものにしているからね。『不完全な形』でしかそれを使えない日暮坂慧慈君たちとは、やはり強さの領りよう域いきが別次じ元げんなんだろう……」

　慧慈、和かず位い、杏あ梨り子すたちは、端たん末まつに過ぎない方のベルにきりきり舞いにさせられた。その反面、小鳥、帆夏ほのか、架夏かすかたちは、本体の方のベルを一いつ蹴しゆうしている。

　その上彼女らは……奥おう義ぎを使っていないのだ。

　同じイスカリオテを討うちし〝竜殺しドラゴンスレイヤー〟でも、その実力差は天と地ほども違っている。

「やっぱり、一番の脅きよう威いはあっちの三人かしら？　警けい戒かいを強めないと……」

「日暮坂君たちの方も侮あなどってはいけないよ？　あちらにはグラが付いているし……本当の力に『覚かく醒せい』して、鏡野さんたちと同じ領域へ至るかもしれない」

「うん、大だい丈じよう夫ぶー……」

　素直に頷うなずく妻つまに笑い掛けて、エンデュミオンはその頭を撫なでる。くすぐったそうに頰ほおを緩めた子夢の背後で……小山のような影が蠢うごめいた。




　──頭にはねじくれた角つのがあった。




　三角形の攻こう撃げき的てきな頭部には溶よう岩がんの如ごとく輝く眼めが四つ。長く切れ込んだ顎あごからは不ふ揃ぞろいで、それでありながら凄せい絶ぜつに鋭いことは共通する牙きばが数え切れぬほど覗のぞく。

　三〇メートルには達するはずの巨きよ軀くは、超古こ代だいに生きたという恐きよう竜りゆうたちに似て。その背中より伸びる三対ついの被ひ膜まくの翼つばさは、僅わずかに振るわれただけで周辺の大たい気きを打ち砕くだいた。

　その身をくまなく覆おおう暗色の鱗うろこの隙すき間まからは血のように赤い炎ほのおが立ち昇り、凶きよう悪あくな威い容ようを一いつ層そう不ぶ気き味みな色に染め上げる……。




　──『ドラゴン』。ドラゴン。ドラゴン！




　……かつてアメリカで、一体で都市一つを壊かい滅めつさせた逸いつ話わもある最強魔ま獣じゆう。

〝百ひやく手ての巨きよ人じん〟と異い名みようを取る無数の腕と目を持つ巨人、『ヘカトンケイル』や、〝地じ獄ごくの番ばん犬けん〟と称される三つ首＋蛇じや頭とうの尾おを持つ妖よう獣じゆう『ケルベロス』……超強力な魔ま物ものとして名高いそれらでも、一〇体以上揃そろってさえ勝ち目が無いと言われる暴ぼう虐ぎやくの化け身しん……。

　その中でも屈くつ指しの暴ぼう君くんとして地下の魔物たちのことごとくに畏おそれられた〝深淵竜アビスドラゴン〟──

　──イスカリオテ。

　およそ九ヶ月前、慧けい慈じが、和かず位いが、杏あ梨り子すが、小こ鳥とりが、帆夏ほのかが、架夏かすかが、命いのち懸がけで葬ほうむったそれは、そこまでの時を経ても、未いまだその骸むくろを一切朽くち果てさせてはいなかった。

　それを素材に、魔ま王おう糺ただすノの森もり子ね夢むが造り出した史し上じよう最悪のゴーレム……。

　かつては憎ぞう悪おのままに世界の全てに攻撃を仕掛けたイスカリオテは、今は自身の主あるじたる魔王とその夫おつとたる魔ま人じんに忠ちゆう節せつを尽つくして膝ひざを突く……。

「さあ、そろそろ行こう、子夢。ベルのおかげで時間稼かせぎは出来た。グラたちの目が地上の方に向いている隙すきにここまで降りて、イスカリオテもゴーレムに出来たし。後は──」

「世界の最さい奥おうまで降りて……〝熱き混こん沌とん〟を手に入れるだけ、ね」

　花畑にでも誘いざなうような仕し草ぐさで差し伸べられたエンデュミオンの手を、そうすることが当然の顔で取る子夢。歩き出した二人にイスカリオテが続く。

「〝熱き混沌〟を手に入れたら、ベルちゃんもちゃんと助けてあげないと」

「あの子も僕たちの娘むすめ、だからね」

　仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふは、己おのれが野望の為ために地下深くまで潜もぐる──




〝熱き混沌〟を掌しよう中ちゆうへ。そして……。

　──それを、地上へ引っ張り上げる為に。










　　　あとがきという名の戦い




　原げん稿こうを書き終え、再校も果たし、さあ、あとは文庫が実際に発売されるのを待つだけだ──と思った作家の前に立ちはだかる最後にして最強の敵……それが『あとがき』である。

　……そう言っても、作家でない多くの人たちには理解し難いかもしれない。

　文ぶん庫この本文となる原稿は実に二〇〇から三〇〇ページ分。それに対し、あとがきのページ数はせいぜい二～四ページが関せきの山やまだ。

　……たまに、十数ページに達するほぼ短たん編ぺん小説と言っていいあとがきを書く方も居られるが。

　まあ、それにしても、分量的には本文より遥はるかに少ない。文庫一巻分の物語を書き終えた作家にとっては、あとがきなど大した労力も必要無く書けるものだと思われる方も多いだろう。

　──大間違いである。

　まず、第一に……このあとがきも作家が読者に送り出す商品──本の一部だ。

　故ゆえにあとがきにもまた、読んだ人に面白さを感じてもらう為ためのクオリティが求められる。

　如い何かに小説本文が面白くとも、あとがきが詰まらない本では読者を満足させることは出来ない。

　手を抜くことは出来ないのだ。

　そんなあとがきを、作家は物語本文を完成させた後……多くの場合は緊きん張ちようの糸も切れ、集中力もいずこかへ去った状態で執しつ筆ぴつしなければならない……。

　──それを、簡単なことだと言えるだろうか？

　──否いなである。

　既すでに切れてしまった緊張の糸を結び直し、彼方かなたへ去った集中力を何とか呼び戻して……それが出来ずとも騙だまし騙し文章を積み重ねて完成させる、それがあとがきだ。

　まさに作家が戦うラスボスとして相応ふさわしい強敵である。

　……つまり、今このあとがきを書いている私、天羽あもう伊い吹ぶ清きよが何を言いたいかというと──




　──誰か、上う手まいあとがきの書き方を教えて下さい……。




　　　　⇔　　　　⇔　　　　⇔




　──と、泣き言で文章量を稼かせぎつつ。

　初めましての方は初めまして。またお会いしました方はお久し振りです。天羽伊吹清です。

　特に、前作『我が家のダンジョン』をお買い上げ下さった皆様は真にありがとうございました。おかげさまで、その続きを上じよう梓しすることが出来ました。

　……じょ、上じよう梓しするまでにおよそ一年もの時間が掛かってしまったことは、本当に不甲斐なく。ここにお詫わび申もうし上げます……。




　えー、ご存じない方に説明させて頂いただきますと、この『学校のダンジョン』は、私が以前に発表した『我が家のダンジョン』という話の続きとなります。

　お店でこの本を手に取られているのなら、近くの棚たなを探して頂ければ、『我が家のダンジョン』も見付かるかもしれません。

　その時はぜひ、そちらもお手に取ってレジの方へ……！




　……ゴホン、さらに説明させて頂きます。この作品は電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥで連れん載さいされていたものを文庫の形にまとめ直したものです。

　なら、連載時に読んでいた場合は買わなくてもよくね？　……ということはありません。連載では物語は途と中ちゆうで終わっており、その続きはこの文庫でしか読めないのです！

　……あこぎな商売と言わないで──って、確かこれ、前巻のあとがきでも書いたよな……？

　と、とにかくよろしくお願いします。




　最後に謝しや辞じを。

　遅ち筆ひつな私を最後まで見捨てずに導いて下さった担当編集の清きよ瀬せ様。この本が発売出来たのは、本当に貴方あなた様のおかげです。ありがとうございました。これからも、どうかよろしくお願い致いたします。

　……あ、あまりご迷めい惑わくをお掛けしないように、頑がん張ばります。

　前巻に引き続き、連載時から美び麗れいなイラストで作品を彩いろどって下さったうらび様。いつも原稿の遅れのしわ寄せを喰らわせて本当に申し訳わけありません。その上、こちらの説明不足で混乱させてしまうことも多い中、こちらの想そう像ぞう以上の形で作品世界を描いて下さって……本当に頭が下がる思いです。

　そしてこの本を手に取り、天羽あもう伊い吹ぶ清きよの世界に触れて下さった読者の皆様へ、最大級の感かん謝しやを籠こめて──

　このあとがきを締しめさせて頂きます。





（地元の某ファミレスで、近付くバレンタインの気け配はいにあてられながら──）天羽伊吹清






　……あと、我が愛用のノートパソコン。何か最近調子悪いけど、このあとがきが完成するまで保もってくれて本当にありがとう！　でもお前、まだ一年と少ししか使ってないよな!?　ガタ来るの早いよ!?
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天羽あもう伊い吹ぶ清きよ

生まれてこの方、名古屋以外に住んだことがない食いしん坊作家。「食は心を豊かにする」を合言葉に、日々旨い物を探している……が、それが作品に活かされることは少ない。……あかんがな。次は食事のシーン、入れるか？
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イラスト／うらび

ひきこもり見習いな自分ですが昨年引っ越しをして、

心機一転、作業しやすい環境をあれこれと整えだした結果、

今では以前よりさらにひきこもれるようになりました！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「天羽伊吹清先生」係

「うらび先生」係
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プロローグ／「電撃文庫MAGAZINE Vol.38」（2014年7月号）

「第一話　進級！　辛辣？　新展開!?」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.39」（2014年9月号）
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「第三話　急落!?　急襲！　白き猛火!!」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.41」（2015年1月号）




文庫収録にあたり、加筆、修正しています。




「第四話　打ち砕け、絶望の鐘！」、エピローグ／書き下ろし
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学がっ校こうのダンジョン








天羽あもう伊い吹ぶ清きよ
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